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新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

第
六
回
調
査
の
量
的
分
析
を
中
心
に

田

中

和

子

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

は
じ
め
に

１

第
六
回
調
査
結
果
の
報
告
に
あ
た
っ
て

２

調
査
・
分
析
の
方
法

３

二
〇
一
一
年
一
〇
月
の
社
会
状
況

女
性
強
調
表
現
の
動
向

１

女
性
冠
詞
」
の
使
用
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

２

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
に
よ
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

３

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
使
用

に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

４

女
性
で
あ
る
こ
と
が
不
必
要
に
強
調
さ
れ
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現

女
性
隠
し
表
現
の
動
向

５

女
性
の
存
在
が
新
聞
紙
面
の
お
も
て
か
ら
隠
さ
れ
る

表
現

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
動
向

６

敬
称
の
使
い
分
け
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表

現
７

死
亡
記
事
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
表
現

お
わ
り
に

注付
録
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は

じ

め

に

１

第
六
回
調
査
結
果
の
報
告
に
あ
た
っ
て

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
の
新
聞
紙
面
の
量
的
分
析
を
開
始
し
た
の
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年

前
の
一
九
八
五
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
四
月
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
、
女
性
の
社
会
進
出
、
と
り
わ
け

雇
用
労
働
の
場
へ
の
参
入
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
女
性
の
姿
は
、
い
ま
だ
偏
見
に
満

ち
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
、「
信
頼
性
」
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
が
、
テ
レ
ビ
の
五
九
％
を
大
き
く
上
回
る
七
三
％
に
の
ぼ
っ
て
い
た

１
）

新
聞
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

著
者
の
一
人
は
、
す
で
に
新
聞
に
お
け
る
性
差
別
表
現
の
現
状
に
つ
い
て
論
じ
て
い

２
）

た
が
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
後
も
、
そ

の
状
況
に
さ
し
た
る
変
化
は
無
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
た
。
一
九
七
五
年
の
国
際
女
性
年
以
降
の
国
連
文
書
が
た
び
た
び
指
摘
し
て
い
る

よ

３
）

う
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
提
示
す
る
否
定
的
な
女
性
像
は
、
人
び
と
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
信
頼
性
の

高
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
が
女
性
と
男
性
を
公
平
に
表
現
で
き
て
い
る
か
否
か
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
を
変
革

し
て
い
く
う
え
で
も
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

そ
こ
で
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
新
聞
に
お
け
る
女
性
と
男
性
に
対
す
る
表
現
の
あ
り
方
を
量
的
に
探
り
、
実
証
す
る
研

究
を
、
上
述
の
よ
う
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
後
の
一
九
八
五
年
一
〇
月
に
開
始
し
、
以
後
五
年
ご
と
に
（
第
二
回
目
の
み
六
年

後
）
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
す
る
「
定
点
観
測
」
を
行
っ
て

４
）

き
た
。
今
回
は
そ
の
六
回
目
に
あ
た
る
。
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２

調
査
・
分
析
の
方
法

⑴

調
査
の
概
要

今
回
の
二
〇
一
一
年
一
〇
月
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
一
五
日
間
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、

読
売
新
聞
の
全
国
紙
三
紙
の
朝
刊
お
よ
び
夕
刊
を
対
象
に
行
っ
た
。
新
聞
紙
面
を
実
際
に
読
み
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
一
貫
し
て
用
い

て
き
た
分
類
基
準
に
そ
っ
て
語
や
文
章
に
色
つ
き
マ
ー
カ
ー
を
引
き
、
コ
ー
ド
番
号
を
振
る
作
業
を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
コ
ー
ド

番
号
と
語
ま
た
は
文
章
を
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
に
入
力
し
、
集
計
を
行
っ
た
。

調
査
対
象
期
間
で
あ
る
一
〇
月
一
日
（
土
曜
日
）
か
ら
一
五
日
（
土
曜
日
）
ま
で
の
う
ち
、
一
〇
日
（
月
曜
日
）
夕
刊
と
一
一
日

（
火
曜
日
）
朝
刊
は
、
休
刊
日
の
た
め
、
三
紙
と
も
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に
は
、
一
紙
あ
た
り
朝
夕
刊
合
わ
せ
て
二
六
日

分
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
面
、
ラ
ジ
オ
面
、
投
書
欄
、
小
説
、
川
柳
な
ど
の
投
稿
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
分
析

対
象
か
ら
外
し
た
。
た
だ
し
、
第
五
回
調
査
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
面
、
ラ
ジ
オ
面
、
投
書
欄
も
、
他
の
紙
面
と
同
じ
基
準
で
別
個
に
カ
ウ

ン
ト
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
集
計
・
分
析
結
果
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
い
う
「
紙
面
」
は
、
実
際
の
新
聞
の
「
掲
載
面
」
を
意
味
し
な
い
（
も
と
も
と
、
紙
面
の
名
称
は
各
紙
で
必
ず
し
も

同
一
で
は
な
い
）。
ま
た
本
調
査
で
は
、
た
と
え
ば
テ
レ
ビ
番
組
の
解
説
記
事
を
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
に

レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
し
て
い
た
東
日
本
大
震
災
の
特
集
を
「
社
会
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
厳
密
に
は
「
掲
載
面
」
で
は
な
い
も
の
の
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
以
下
、「
紙
面
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
全
て
「

」
つ
き
で
表

記
す
る
。

分
析
軸
と
な
る
、
記
事
中
の
語
・
文
章
の
分
類
コ
ー
ド
表
、
お
よ
び
掲
載
面
名
称
の
分
類
表
は
、「
付
録
」
と
し
て
本
論
末
に
掲
載

し
た
。
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日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
が
公
査
し
た
、
二
〇
一
一
年
に
お
け
る
朝
刊
一
号
あ
た
り
の
実
販
売
部
数
平
均
は
、
朝
日
新
聞
七
七
一
万
部
、
毎

日
新
聞
三
四
二
万
部
、
読
売
新
聞
九
九
五
万
部
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
同
年
の
全
国
の
一
日
あ
た
り
新
聞
総
発
行
部
数
四
八
三
五
万

部
の
四
四
％
の
シ
ェ
ア
を
占

５
）

め
る
。
新
聞
離
れ
が
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
で
は
あ
る
が
、
全
国
紙
は
今
で
も
少
な
く
な
い
読
者
を
獲
得
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
本
新
聞
協
会
に
よ
る
直
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
新
聞
を
「
読
ん
で
い
る
人
」
は
七
八
％
に
の
ぼ
り
、
テ
レ
ビ
の
九
七
％
ほ
ど
で
は

な
い
も
の
の
、
高
い
接
触
率
を
維
持
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
他
メ
デ
ィ
ア
の
接
触
率
は
、
雑
誌
六
二
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
七
〇
％
、

ラ
ジ
オ
五
〇
％
で

６
）

あ
る
。

⑵

新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
三
類
型
と
分
析
方
法

こ
れ
ま
で
、
新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
は
、
次
の
①
〜
③
で
示
し
た
「
女
性
強
調
」「
女
性
隠
し
」「
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
表
現
」
と
い
う
三
つ
の
基
本
的
類
型
を
析
出
し
て
分
析
軸
を
つ
く
り
、
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
も
基
本
的
に
そ
の
方
法

を
踏
襲
す
る
。
上
に
示
し
た
三
つ
の
基
本
類
型
は
、
さ
ら
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
具
体
的
表
現
方
法
に
分
類
さ
れ
る
。

①

女
性
強
調
」…
女
性
と
し
て
の
存
在
や
役
割
を
も
っ
ぱ
ら
強
調
し
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
突
出
さ
せ
て
注
目
さ
せ
る
。

ａ

報
道
さ
れ
る
女
性
の
職
業
や
肩
書
き
の
上
に
、
当
事
者
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
「
女
性
冠
詞
」
が
つ
け
ら
れ
る
。

ｂ

職
業
や
家
族
と
の
関
連
で
、
女
性
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
。

ｃ

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
表
現
に
よ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
女
性
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

②

女
性
隠
し
」…
女
性
の
存
在
を
紙
面
の
背
後
に
退
か
せ
、
女
性
の
姿
を
み
え
な
く
さ
せ
る
。

ａ

世
帯
や
家
族
を
、
も
っ
ぱ
ら
男
性
が
代
表
す
る
。

ｂ

男
性
に
付
随
な
い
し
は
従
属
さ
せ
ら
れ
た
表
現
に
よ
っ
て
、
女
性
の
存
在
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。
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③

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
」…
女
性
を
男
性
と
は
異
な
っ
た
規
準
を
用
い
て
表
現
す
る
。

ａ

女
性
に
つ
い
て
報
道
す
る
際
、
も
っ
ぱ
ら
業
績
で
扱
う
の
で
は
な
く
、
他
の
基
準
を
滑
り
込
ま
せ
る
。

ｂ

女
性
と
男
性
と
で
異
な
る
敬
称
を
使
用
す
る
。

ｃ

女
性
は
名
の
み
、
男
性
は
姓
ま
た
は
姓
名
で
表
現
す
る
。

こ
の
分
析
軸
は
八
五
年
の
第
一
回
調
査
か
ら
変
え
て
お
ら
ず
、
毎
回
コ
ー
ダ
ー
が
手
作
業
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
量
的
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
新
聞
の
女
男
に
対
す
る
扱
い
の
全
体
的
傾
向
や
各
紙
に
み
ら
れ
る
違
い
等
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
た
、
経
年
変
化
を
追
う
こ
と
に

よ
り
、
新
聞
紙
面
上
の
女
男
に
対
す
る
扱
い
の
違
い
が
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
て
い
る
か
を
観
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
日
本
社

会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
を
あ
ら
わ
す
一
つ
の
指
標
と
も
な
り
得
る
。

３

二
〇
一
一
年
一
〇
月
の
社
会
状
況

⑴

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災

二
〇
一
一
年
は
、
何
よ
り
も
「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
っ
て
、
日
本
人
に
長
く
記
憶
さ
れ
る
年
と
な
っ
た
。
三
月
一
一
日
二

時
四
六
分
、
三
陸
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
、
最
大
震
度
七
の
大
規
模
地
震
が
発
生
。
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
部
を
襲
っ
た
巨
大
津
波

は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
一
万
八
〇
〇
〇
人
超
、
建
物
の
全
壊
・
半
壊
は
四
〇
万
戸
近
く
に
の
ぼ
っ
た
。

同
時
に
、
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
制
御
不
能
と
な
り
、
一
二
日
以
降
、
炉
心
溶
融
に
よ
る

水
素
爆
発
が
１
号
機
と
３
号
機
で
起
こ
っ
て
広
汎
な
地
域
が
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
（
ま
た
２
号
機
で
の
爆
発
音
の
の
ち
、
４
号

機
で
火
災
が
発
生
し
た
）。
こ
れ
に
よ
り
、
原
発
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
一
〇
万
人
に
お
よ
ぶ
周
辺
自

治
体
住
民
が
長
期
的
な
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
、
未
曾
有
の
複
合
大
災
害
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
京
な
ど
都
市
部
で
は
、
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「
電
力
不
足
」
の
名
の
も
と
、「
計
画
停
電
」
体
制
が
布
か
れ
、
鉄
道
の
列
車
本
数
も
間
引
か
れ
、
公
共
機
関
、
企
業
、
学
校
に
至
る
ま

で
、「
節
電
」
と
事
業
・
授
業
な
ど
の
縮
小
・
短
縮
お
よ
び
混
乱
が
、
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
さ
ら
に
、
福
島
の
農
産
物
や
魚

な
ど
の
放
射
能
汚
染
や
、
安
全
な
食
品
に
ま
で
及
ん
だ
風
評
被
害
が
、
品
不
足
や
不
買
な
ど
の
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
さ
ら

に
、
余
震
が
い
つ
ま
で
も
続
い
た
こ
と
も
、
人
び
と
の
不
安
を
助
長
し
た
。

地
震
発
生
時
の
テ
レ
ビ
は
、
在
京
キ
ー
局
を
ハ
ブ
に
生
中
継
を
行
う
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
局
を
通
じ
て
各
地
の
津
波
映
像
を

流
し
、
政
府
発
表
を
中
継
し
た
ほ
か
、
地
震
の
原
因
や
原
発
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
報
道
を
行
っ
た
。
新
聞
も
、
朝
日
・
毎

日
・
読
売
の
全
国
紙
三
紙
を
は
じ
め
何
紙
か
が
、
震
災
当
日
の
夕
方
に
号
外
を
発
行
し
、
停
電
で
発
行
が
危
ぶ
ま
れ
た
岩
手
・
宮
城
・

福
島
三
県
の
新
聞
協
会
加
盟
地
元
紙
は
、
災
害
時
の
印
刷
提
携
を
結
ん
で
い
た
同
業
他
社
の
協
力
を
得
て
、
翌
日
の
朝
刊
発
行
に
こ
ぎ

つ
け
、
避
難
所
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
電
波
が
届
か
な
い
被
災
地
に
お
い
て
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
発
揮
し
た
。
そ
の
後
も

各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
津
波
被
害
の
状
況
、
死
者
数
・
行
方
不
明
者
数
、
被
災
者
の
避
難
・
救
出
の
状
況
を
伝
え
た
ほ
か
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
相
次
ぐ
爆
発
、
そ
れ
に
よ
っ
て
関
東
地
方
に
ま
で
及
ん
だ
放
射
線
量
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
、
ほ
と
ん
ど
全
時

間
・
全
紙
面
を
使
っ
て
報
道
し
た
。
特
に
原
発
事
故
を
め
ぐ
っ
て
は
、
政
府
と
東
京
電
力
と
の
間
で
情
報
や
認
識
の
疎
通
・
共
有
が
う

ま
く
な
さ
れ
な
い
中
、
事
故
対
応
が
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
き
な
い
東
京
電
力
と
政
府
へ
の
世
間
の
批
判
が
渦
巻
く
一
方
、
他
方

で
は
、
こ
と
さ
ら
に
「
安
全
」
を
強
調
す
る
政
府
や
専
門
家
が
登
場
し
て
、
人
び
と
の
不
信
感
を
助
長
す
る
な
ど
、
多
く
の
混
乱
が
生

じ
た
。

同
時
に
こ
の
災
害
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
記

録
と
い
っ
た
、
被
災
者
を
含
む
多
く
の
一
般
人
に
よ
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た
膨
大
な
情
報
の
発
信
と
、
双
方
向
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
メ
デ
ィ
ア
的
特
徴
を
有
す
る
災
害
と
な
っ
た
。
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ネ
ッ
ト
上
で
は
、
被
害
状
況
、
安
否
確
認
、
救
援
状
況
、
避
難
所
情
報
、
物
資
調
達
状
況
な
ど
様
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交
い
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
専
門
家
に
頼
ら
ず
、
自
ら
の
手
で
放
射
線
量
を
測
定
し
て
情
報
を
発
信
す
る
市
民
ら
が
出
現
し
た
ほ
か
、
お
び

た
だ
し
い
量
の
つ
ぶ
や
き
、
悲
し
み
や
怒
り
の
こ
と
ば
、
激
励
、
写
真
、
動
画
な
ど
が
流
通
し
、
さ
ら
に
は
少
な
か
ら
ぬ
デ
マ
や
風
評

も
流
れ
た
。
中
で
も
、
一
般
の
人
び
と
が
記
録
し
た
津
波
映
像
は
、
多
く
の
テ
レ
ビ
局
で
使
わ
れ
、
プ
ロ
だ
け
で
は
な
く
、
誰
も
が
記

録
者
・
発
信
者
に
な
れ
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
知
ら
し
め
た
。
そ
し
て
後
に
は
、
一
般
人
が
記
録
し
た
映
像
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
に
投
稿
さ
れ
た
映
像
、
ネ
ッ
ト
上
で
交
わ
さ
れ
た
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
こ
と
ば
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
自
動
車
の
ナ
ビ
な
ど
に
備

わ
っ
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
も
と
に
集
積
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
が
、
災
害
時
に
お
け
る
人
び
と
の
行
動
の
解
析
に
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
本
調
査
の
研
究
対
象
で
あ
る
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
全
国
紙
三
紙
も
、
地
震
発
生
翌
日
の
三
月
一
二
日
朝
刊
よ
り
、
大
々

的
な
震
災
報
道
を
行
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
社
会
的
な
危
機
の
際
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
度
が
増
え
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
新
聞
に
対
す
る
評
価

は
、
上
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
日
本
新
聞
協
会
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
に
関
す
る
調
査
に
よ

７
）

る
と
、「
情
報
が

詳
し
い
」
と
い
う
特
性
を
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
う
ち
新
聞
が
あ
げ
ら
れ
た
比
率
は
、
〇
九
年
調
査
で
は
三

〇
・
五
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
震
災
の
あ
っ
た
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
三
五
・
五
％
へ
と
増
え
、
ま
た
、「
情
報

の
信
頼
性
が
高
い
」
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
新
聞
が
あ
げ
ら
れ
た
比
率
は
、
〇
九
年
に
三
九
・
五
％
だ
っ
た
も
の
が
、
一
一
年
に
は
四
五
・

一
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
特
性
に
関
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
は
、「
情
報
が
詳
し
い
」
に
つ
い
て
は
二
五
・
八
％
か
ら
二

六
・
四
％
に
、「
情
報
の
信
頼
性
が
高
い
」
に
関
し
て
は
四
三
・
三
％
か
ら
四
六
・
六
％
へ
と
、
と
も
に
微
増
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、「
震
災
後
の
新
聞
の
印
象
・
評
価
」
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、「
新
聞
は
地
域
と
密
着
し
て
い
る
と
感
じ
た
」
と
い
う
値
が
、
東
北
六

県
の
平
均
で
七
六
・
九
％
に
達
し
て
お
り
（
全
国
平
均
は
六
五
・
二
％
）、
あ
ら
た
め
て
新
聞
が
、
非
常
時
の
地
元
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
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必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

⑵

そ
の
他
の
二
〇
一
一
年
の
で
き
ご
と

次
に
、
本
研
究
の
調
査
年
で
あ
る
二
〇
一
一
年
に
つ
い
て
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
外
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
こ

う
。
当
時
の
政
府
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
自
民
党
政
権
に
取
っ
て
替
わ
っ
た
民
主
党
政
権
に
お
い
て
、
前
年
の
一
〇
年
六
月
に
総

理
と
な
っ
た
菅
直
人
首
相
が
、
一
一
年
一
月
か
ら
第
二
次
改
造
内
閣
を
率
い
て
い
た
。
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
混
乱
が
さ
め
や
ら
ぬ

中
、
四
月
に
は
都
道
府
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
（
東
北
地
方
は
延
期
）、
五
月
に
は
菅
首
相
が
、
東
海
地

震
に
対
す
る
対
策
が
不
充
分
と
の
理
由
に
よ
り
、
首
都
圏
に
近
い
静
岡
・
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
中
止
を
、
中
部
電
力
に
対
し
て

要
請
す
る
で
き
ご
と
な
ど
が
あ
っ
た
。
七
月
、
サ
ッ
カ
ー
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
女
子
代
表
が
優
勝
、
同
月
に
は
地

上
波
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
た
。
ま
た
八
月
末
に
は
、
菅
首
相
の
退
陣
に
伴
っ
て
野
田
佳
彦
が
首
相
に
就
任

し
た
ほ
か
、
一
一
月
の
大
阪
市
長
選
挙
で
大
阪
維
新
の
会
の
橋
下
徹
代
表
が
当
選
し
た
。
そ
し
て
、
年
末
恒
例
の
京
都
・
清
水
寺
が
発

表
す
る
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
絆
」
で
あ
っ
た
。

な
お
、
調
査
期
間
と
は
直
接
関
係
の
な
い
翌
年
の
話
に
な
る
が
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
野
田
首
相
が
、
全
国
で
停
止
し
て
い
た
原
子

力
発
電
所
の
う
ち
、
大
飯
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
た
た
め
、
首
相
官
邸
を
取
り
囲
む
大
き
な
反
対
運
動
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
、
同

年
末
の
一
二
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
解
散
に
よ
る
総
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
は
大
敗
を
喫
し
、
政
権
を
再
び
自
民
党
に
明
け
渡
す
こ

と
に
な
っ
た
。
後
任
に
は
、
〇
六
年
よ
り
一
年
間
総
理
を
務
め
た
安
倍
晋
三
元
首
相
が
返
り
咲
い
て
、
二
度
目
の
総
理
の
座
に
就
く
こ

と
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第
六
回
目
の
調
査
時
期
に
あ
た
る
二
〇
一
一
年
一
〇
月
前
半
の
で
き
ご
と
と
し
て
は
、
一
〇
月
五
日
に
米
国
ア
ッ
プ
ル
社
の
創
業
者

ス
チ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
が
死
去
し
、
各
紙
が
一
面
で
大
き
く
と
り
上
げ
た
。
六
日
に
は
、
政
治
資
金
規
正
法
違
反
の
罪
で
、
検
察
審
査
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会
に
よ
っ
て
強
制
起
訴
さ
れ
た
小
沢
一
郎
元
民
主
党
代
表
に
対
す
る
初
公
判
が
開
か
れ
た
（
後
に
無
罪
）。
七
日
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

が
発
表
さ
れ
、
リ
ベ
リ
ア
の
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
、
リ
ベ
リ
ア
の
平
和
運
動
家
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
、
イ
エ
メ
ン
の
人
権
活

動
家
ワ
タ
ッ
ク
ル
・
カ
ウ
マ
ン
の
三
人
の
女
性
が
受
賞
し
た
。
ま
た
、
一
五
日
か
ら
は
新
聞
週
間
が
始
ま
り
、
各
紙
は
、
多
く
の
ペ
ー

ジ
を
割
い
て
３
・
11
に
つ
い
て
の
報
道
を
検
証
す
る
特
集
を
組
ん
だ
。

⑶

調
査
時
期
の
３
・
11
東
日
本
大
震
災
関
連
記
事

一
〇
月
一
日
（
土
曜
日
）
の
各
紙
を
み
る
と
、
朝
日
の
一
面
右
肩
ト
ッ
プ
の
見
出
し
は
「
復
興
増
税

国
民
に
要
請
」、
左
肩
は
福

島
第
一
原
発
に
よ
る
放
射
線
被
害
地
域
に
関
す
る
「
避
難
準
備
区
域
を
解
除
」
の
見
出
し
、
二
面
は
そ
れ
を
受
け
て
「
も
と
の
暮
ら
し

い
つ
」、
三
面
は
「
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

20
キ
ロ
圏
・
北
西

高
め
」「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

敷
地
外
で
初
の
検
出
」
と
い
う
見
出
し
の
記

事
で
あ
っ
た
。
毎
日
の
一
面
右
肩
ト
ッ
プ
は
「
避
難
準
備
区
域
を
解
除
」
の
見
出
し
、
一
面
中
ほ
ど
に
「
飯
舘
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
の

見
出
し
、
三
面
は
「
帰
還
完
了
へ
道
険
し
く
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
で
あ
っ
た
。
読
売
の
一
面
右
肩
ト
ッ
プ
は
、
同
じ
く
「
避
難
準

備
区
域
を
解
除
」
と
い
う
見
出
し
、
左
肩
は
「
電
力
維
新

原
発
復
権
の
道
」
と
い
う
短
期
連
載
の
シ
リ
ー
ズ
記
事
、
三
面
が
「
地
域

再
建
へ
除
染
カ
ギ
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
で
あ
っ
た
。
３
・
11
か
ら
半
年
以
上
経
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
３
・
11
関
連
の
記
事
が
一

面
か
ら
政
治
面
ま
で
を
覆
っ
て
い
た
こ
と
が
み
て
取
れ
る
。

ま
た
各
紙
が
、
３
・
11
関
連
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
や
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
こ
と
も
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
朝
日

は
、
社
会
面
に
「
い
ま

伝
え
た
い
」「
被
災
地
か
ら
」（
日
曜
）
と
い
う
一
ペ
ー
ジ
も
の
と
、「
南
三
陸
日
記
」（
火
曜
）、「
石
巻
日

記
」

水
曜
）、「
南
相
馬
日
記
」（
木
曜
）、「
宮
古
日
記
」（
金
曜
）、「
大
槌
日
記
」

土
曜
）と
い
う
日
替
わ
り
の
囲
み
記
事
を
掲
載
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
朝
刊
で
は
「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
罠
」、
夕
刊
で
は
「
原
発
と
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
長
期
連
載
が
行
わ
れ
て
い
た
。

毎
日
は
、
社
会
面
の
一
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
「
希
望
新
聞
」
を
毎
日
掲
載
し
、「
サ
ポ
ー
ト
情
報
」「
声

被
災
者
か
ら
」「
ニ
ー
ズ
情
報
」
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な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
。
ま
た
、
火
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
紙
面
に
は
、「
三
陸
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
た
。
読
売
も
社
会
面
の
一

ペ
ー
ジ
を
全
面
的
に
使
っ
て
「
東
日
本
大
震
災

明
日
へ
の
掲
示
板
」
を
設
置
し
、「
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
」（
日
曜
・
月
曜
）、「
被
災

地
日
記
」（
火
曜
か
ら
土
曜
）
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
ほ
か
、「
○
日
の
放
射
線
量
」
と
い
う
東
日
本
と
福
島
の
放
射
線
量
地
図
を

毎
日
掲
載
し
た
。
ま
た
、
第
二
社
会
面
に
は
、
不
定
期
で
、「
声
援

復
興
め
ざ
し
て
」
と
い
う
有
名
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
囲
み
記

事
で
載
せ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
各
紙
は
折
に
ふ
れ
て
３
・
11
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
記
事
や
検
証
記
事
を
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
紙
面

展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
、
例
年
と
は
異
な
っ
た
性
格
の
記
事
が
、
今
回
の
調
査
結
果
に
多
少
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

女
性
強
調
表
現
の
動
向

１

女
性
冠
詞
」
の
使
用
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

⑴

女
性
冠
詞
〞
女
〝〞
女
性
〝〞
女
子
〝〞
女
流
〝
の
つ
く
語

新
聞
記
事
の
中
で
み
ら
れ
る
女
性
と
男
性
に
関
す
る
非
対
等
な
表
現
の
典
型
と
し
て
、
男
性
を
暗
黙
の
標
準
と
み
な
し
、
女
性
に
関

し
て
報
道
す
る
際
に
は
、
そ
の
職
業
や
社
会
的
役
割
に
女
性
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
「
女
性
冠
詞
」
を
冠
す
る
表
現
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
に
つ
い
て
報
道
す
る
際
に
は
、「
会
社
員
」
の
誰
そ
れ
と
記
す
と
こ
ろ
を
、
女
性
に
は
「
女
性
会
社
員
」

の
誰
そ
れ
と
、「
女
性
冠
詞
」
を
つ
け
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
〞
徴
づ
け
る
〝
書
き
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
女
性
冠
詞
」
表
現
に
は
、〞
女
〝
が
つ
く
も
の
、〞
女
性
〝
が
つ
く
も
の
、〞
女
子
〝
が
つ
く
も
の
、
そ
し
て
〞
女
流
〝

24國學院法學第54巻第4号 (2017)



が
つ
く
も
の
の
四
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
こ
れ
ら
の
女
性
冠
詞
が
頭
に
つ
く
語
の
出
現
頻
度
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
女
性
強
調
の
度

合
い
を
み
て
み
よ
う
。

あ
る
表
現
の
出
現
頻
度
を
は
か
る
方
法
に
は
、
登
場
し
た
語
の
種
類
を
数
え
る
「
異
な
り
語
数
」
と
、
重
複
も
含
め
登
場
し
た
語
の

全
語
数
を
数
え
る
「
延
べ
語
数
」
を
用
い
る
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
読
者
の
眼
に
ふ
れ
る
語
や
文
章
の
頻
度
（
件
数
）

が
指
標
に
な
る
と
の
仮
説
に
も
と
づ
き
、「
実
際
に
紙
面
に
出
て
来
た
数
」
す
な
わ

ち
「
延
べ
語
数
」
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
考
察
す
る
。

ま
ず
最
初
に
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
を
示
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
期

間
中
、
朝
日
が
五
四
件
、
毎
日
が
六
〇
件
、
読
売
が
四
九
件
、
三
紙
合
計
で
は
一
六

三
件
み
ら
れ
た
。
出
現
頻
度
が
最
も
高
か
っ
た
語
は
「
女
優
」
で
、
朝
日
が
二
五

件
、
毎
日
が
二
〇
件
、
読
売
が
二
八
件
、
合
計
七
三
件
で
あ
っ
た
。
次
い
で
「
女

王
」
が
、
朝
日
一
四
件
、
毎
日
一
二
件
、
読
売
一
二
件
の
合
計
三
八
件
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
た
。
続
い
て
「
女
児
」
が
、
朝
日
一
三
件
、
毎
日
二
〇
件
、
読
売
が
四
件
の
合
計

三
七
件
み
ら
れ
、
そ
れ
以
下
の
順
位
の
〞
女
〝
冠
詞
つ
き
の
語
は
、
三
紙
を
合
計
し

て
も
三
件
以
下
の
頻
度
で
あ
っ
た
。「
女
優
」
は
、
〇
六
年
の
第
五
回
調
査
を
除
い

て
毎
回
一
位
で
あ
る
。「
そ
こ
に
ス
タ
ー
が
い
た

松
竹
東
京
撮
影
所

蒲
田
の
女

王
す
み
子
」（
朝
日
・
一
五
日
）
と
い
う
記
事
で
「
女
優
」
と
い
う
語
が
大
量
に
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
映
画
や
テ
レ
ビ
、
演
劇
関
係
の
記
事
で
は
ご
く
当
た
り
前
の

よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
一
向
に
減
る
気
配
が
な
い
。

25 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

表1 女性冠詞“女”のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 女優 25 20 28 73

2 女王 14 12 12 38

3 女児 13 20 4 37

4 女神 3 3

女主人 2 1 3

女生徒 1 2 3

7 女役 2 2

8 女絵描き 1 1

女医 1 1

女帝 1 1

女学生 1 1

合 計 54 60 49 163



女
王
」
を
使
用
し
た
実
際
の
記
事
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
、「『
答
え
を
』

迷
う
女
王
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、「
休
み
な
く
銀
盤
を
舞
い
続
け
た
女
王
が
、
人
生
の
転
機
を
迎
え
て
い
る
」
と
、
世
界
選
手
権

優
勝
者
で
あ
る
安
藤
美
姫
に
つ
い
て
報
じ
た
記
事
（
毎
日
・
二
日
）
や
、「
賞
金
女
王
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
、
ゴ
ル
フ
の
「
富

士
通
レ
デ
ィ
ー
ス
」
に
つ
い
て
報
じ
る
記
事
（
読
売
・
一
五
日
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
女
王
」
や
「
賞
金
女
王
」

は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
常
套
句
と
な
っ
て
い
る
。

毎
日
で
「
女
児
」
が
二
〇
件
と
多
め
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
を
扱
っ
た
常
設
紙
面
「
希
望
新
聞
」
の

「
伝
言
板
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
自
転
車
の
「
女
児
用
」
や
「
女
児
用
ブ
レ
ザ
ー
ス
ー
ツ
」
を
送
る
と
い
う
情
報
の
よ
う
に
、「
女
児

用
」
と
い
う
語
が
い
く
つ
か
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
二
日
の
教
育
面
で
特
集
さ
れ
て
い
る
「
ラ
ン
ド
セ
ル

大
型
主
流
に
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
に
も
「
女
児
」
と
い
う
語
が
二
件
出
て
く
る
。
記
事
の
内
容
は
、「『
男
は
黒
、
女
は
赤
』
と
い

う
常
識
は
過
去
の
も
の
で
、
女
児
用
は
カ
ラ
フ
ル
だ
。（
略
）
黒
か
紺
程
度
し
か
選
択
肢
の
な
い
男
の
子
は
関
心
が
薄
く
、『
女
の
子
は

自
分
で
選
ぶ
』
と
担
当
の
大
澤
由
香
係
長
。」
と
い
う
も
の
だ
。
ま
た
、「
女
児
」
が
二
件
出
て
く
る
「
教
育
で
女
性
に
力
を
」（
六
日

夕
刊
）
と
い
う
記
事
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
児
童
婚
と
多
産
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
貧
困
に
つ
い
て
何
枚
も
の
写
真
と
記
事
と
で

問
題
提
起
を
行
う
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
平
行
表
現
と
し
て
「
男
児
」
と
い
う
こ
と
ば
が
対
に
な
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
〞
女
〝
冠
詞
の
つ
く
語
の
種
類
す
な
わ
ち
「
異
な
り
語
数
」
は
、
全
部
で
一
一
種
類
と
な
っ
た
。

女
性
冠
詞
」
の
第
二
番
目
と
し
て
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
朝
日
は
四
六
件
、
毎
日
は
か

な
り
多
く
七
二
件
、
読
売
は
四
五
件
で
、
合
計
す
る
と
一
六
三
件
と
な
っ
た
。〞
女
性
〝
冠
詞
つ
き
の
語
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
女

性
職
員
」
の
九
件
で
あ
っ
た
が
、
読
売
が
最
多
の
五
件
、
朝
日
・
毎
日
は
と
も
に
二
件
で
あ
っ
た
。
二
番
目
に
多
い
の
が
「
女
性
客
」

と
「
女
性
社
員
」
の
そ
れ
ぞ
れ
八
件
で
あ
り
、「
女
性
客
」
に
関
し
て
は
朝
日
・
読
売
で
各
四
件
ず
つ
み
ら
れ
、
毎
日
は
ゼ
ロ
件
で
あ
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っ
た
。
三
番
目
に
多
い
の
は
「
女
性
会
社
員
」
の
七
件
、
以
下
「
女
性
首
相
」「
女
性
記
者
」
各
六
件
、「
女
性
活
動
家
」「
女
性
作
家
」

「
女
性
大
統
領
」
各
五
件
な
ど
が
続
い
た
。

各
紙
別
に
み
る
と
、
順
位
や
最
多
の
こ
と
ば
に
や
や
違
い
が
み
ら
れ
、
た
と
え
ば
朝
日
は
「
女
性
首
相
」
が
六
件
で
一
位
な
の
に
対

し
、
毎
日
の
一
位
は
「
女
性
記
者
」
の
五
件
、
読
売
で
は
右
記
の
よ
う
に
「
女
性
職
員
」
の
五
件
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
朝
日
で

27 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

表2 女性冠詞“女性”のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 女性職員 2 2 5 9

2 女性客 4 4 8

女性社員 2 2 4 8

4 女性会社員 4 2 1 7

5 女性首相 6 6

女性記者 5 1 6

7 女性活動家 2 1 2 5

女性作家 1 2 2 5

女性大統領 1 4 5

10 女性アスリート 2 2 4

女性従業員 4 4

12 女性教師 3 3

女性店主 2 1 3

女性ペア 3 3

女性客 3 3

女性患者 3 3

女性国会議員 2 1 3

18 女性グループ 1 1 2

女性医師 1 1 2

女性民主活動家 2 2

女性社長 2 2

女性候補 2 2

女性鑑識官 2 2

女性観光客 2 2

女性科学者 2 2

女性ファン 1 1 2

女性店員 1 1 2

女性画家 1 1 2

女性患者 2 2

30 女性ボランティア 1 1

女性ブロガー 1 1

女性バンド 1 1

女性版画家 1 1

女性花火師 1 1

女性登山者 1 1

女性創設者 1 1

女性人権活動家 1 1

女性乗務員 1 1

女性古書店主 1 1

女性教諭 1 1

女性管理職 1 1



「
女
性
首
相
」
が
六
件
と
や
や
目
立
つ
の
は
、
三
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
ヘ
レ
ン
・
ト
ー
ニ
ン
グ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
党
党
首
が
首
相
に
就

き
、
四
日
夕
刊
、
六
日
の
国
際
面
な
ど
で
何
度
か
報
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
毎
日
に
お
け
る
「
女
性
記
者
」
の
五
件
は
、
イ
ラ
ン
当

局
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
記
者
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
（
五
日
）、
〇
六
年
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
を
批
判
し
た
記
者
が

殺
害
さ
れ
て
五
年
経
つ
こ
と
を
報
じ
た
記
事
（
八
日
夕
刊
）
の
ほ
か
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
活
躍
す
る
記
者
（
三
日
）、
リ
ビ
ア
で
活
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順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

30 女性患者 1 1

女性外相 1 1

女性応援リーダー 1 1

女性労働者 1 1

女性リーダー 1 1

女性弁護士 1 1

女性平和活動家 1 1

女性兵士 1 1

女性副編集長 1 1

女性俳人 1 1

女性パーソナリティー 1 1

女性読者 1 1

女性デュオ 1 1

女性政治家・活動家 1 1

女性スイマー 1 1

女性写真師 1 1

女性社会活動家 1 1

女性ジャーナリスト 1 1

女性ケアマネジャー 1 1

女性教員 1 1

女性官僚 1 1

女性監督 1 1

女性会社役員 1 1

女性民選大統領 1 1

女性マネージャー 1 1

女性ボーカル 1 1

女性平和運動家 1 1

女性デザイナー 1 1

女性調理員 1 1

女性ソリスト 1 1

女性スタッフ 1 1

女性主任調理員 1 1

女性劇作家 1 1

女性警察官 1 1

女性経営者 1 1

女性客室乗務員 1 1

女性議員 1 1

女性環境活動家 1 1

女性閣僚 1 1

女性運転手 1 1

女性アイドルグループ 1 1

女性アーティスト 1 1

合 計 46 72 45 163



躍
す
る
記
者
（
四
日
）
な
ど
、
海
外
の
女
性
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
比
較
的
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
帰
因
し
て
い
る
。
読

売
で
目
立
っ
た
「
女
性
職
員
」
五
件
に
関
し
て
は
、
３
・
11
時
に
テ
レ
ビ
に
よ
く
登
場
し
た
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
広
報
担
当
が
不

適
切
な
女
性
関
係
に
よ
り
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
相
手
方
の
女
性
を
「
女
性
職
員
」
と
記
載
し
て
い
た
記
事
（
一
日
）
の
ほ

か
、
愛
知
県
の
バ
ス
転
落
事
故
の
被
害
者
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
（
七
日
夕
刊
）
事
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
平
和
や
人

権
活
動
に
対
し
て
功
績
の
あ
っ
た
女
性
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、「
女
性
大
統
領
」「
女
性
活
動
家
」「
女
性
平
和
活
動
家
」「
女
性
民
主
活

動
家
」「
女
性
人
権
活
動
家
」「
女
性
平
和
運
動
家
」
と
い
っ
た
、
様
ざ
ま
な

〞
女
性
〝
冠
詞
つ
き
の
語
が
各
紙
に
並
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
〞
女
性
〝
冠
詞
の
つ
く
語
の
種
類
（
異
な
り
語
数
）
は
、
全
部
で

八
三
種
類
に
及
ん
だ
。

女
性
冠
詞
」
で
第
三
番
目
に
出
現
頻
度
が
高
か
っ
た
、〞
女
子
〝
が
か
ん

む
り
に
つ
く
語
は
、
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
が
二
〇
件
、
毎
日
が
三

七
件
、
読
売
が
二
一
件
の
、
合
計
七
八
件
が
数
え
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
最
も

出
現
頻
度
が
高
か
っ
た
語
は
「
女
子
学
生
」
で
、
朝
日
五
件
、
毎
日
一
三

件
、
読
売
ゼ
ロ
件
の
合
計
一
八
件
で
あ
っ
た
。
毎
日
の
夕
刊
ス
ポ
ー
ツ
面
で

の
「
エ
ビ
さ
ん
の
食
べ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
立
命
館
大
学
教
員
の
連
載
署

名
コ
ラ
ム
や
、
週
一
回
夕
刊
掲
載
の
学
生
記
者
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
パ
る
」
と

29 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

表3 女性冠詞“女子”のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 女子学生 5 13 18

2 女子生徒 3 6 6 15

3 女子大生 4 6 3 13

4 女子高校生 2 7 9

5 女子高生 3 4 7

6 女子中高生 1 2 3

7 女子ゴルファー 1 1 2

女子アナ 2 2

女子部員 2 2

女子中学生 1 1 2

女子選手 1 1 2

12 女子小学生 1 1

女子サッカー選手 1 1

女子囲碁部員 1 1

合 計 20 37 21 78



い
う
紙
面
で
「
女
子
学
生
」
が
使
わ
れ
て
い
た
影
響
が
大
き
い
。
書
き
手
は
い
ず
れ
も
女
性
な
の
だ
が
、
女
性
自
身
が
「
女
性
で
あ
る

こ
と
」
を
強
調
す
る
表
現
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
性
別
を
有
徴
化
す
る
こ
と
ば
を
無
自
覚
的
・
無
批
判
的
に
使
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
に

も
、「
女
性
冠
詞
」
が
な
か
な
か
減
ら
な
い
一
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
女
性
（
毎
日
・
八
日
）、

六
〇
年
安
保
で
死
亡
し
た
学
生
・
樺
美
智
子
の
遺
稿
集
復
刻
に
関
す
る
記
事
（
毎
日
・
八
日
夕
刊
）
の
中
な
ど
で
「
女
子
学
生
」
が
複

数
回
使
用
さ
れ
て
い
た
。

二
番
目
に
多
か
っ
た
「
女
子
生
徒
」
は
、
朝
日
で
三
件
、
毎
日
で
六
件
、
読
売
で
六
件
の
合
計
一
五
件
が

数
え
ら
れ
、「
部
活
中
の
事
故
で
顧
問
を
書
類
送
検
」（
毎
日
、
一
四
日
）、「
高
１
転
落
し
重
傷
」（
読
売
、

三
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
見
出
し
の
記
事
の
中
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
三
番
目
に
多
い
「
女
子
大

生
」
と
四
番
目
の
「
女
子
高
校
生
」
は
、
と
も
に
毎
日
で
多
く
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
者
は
「
わ
い

せ
つ
容
疑
慶
大
生
を
逮
捕
」（
一
日
）、
後
者
は
「
殺
人
未
遂
高
３
逮
捕
」（
六
日
）
と
の
見
出
し
を
つ
け
た

記
事
の
中
で
、
被
害
者
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
た
。
男
性
の
容
疑
者
が
、
無
徴
の
存
在
と
し
て
無
冠
詞
の
ま

ま
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
彼
女
た
ち
は
、
有
徴
の
被
害
者
と
し
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ

る
形
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
例
年
で
は
「
女
子
高
校
生
」「
女
子
高
生
」
が
上
位
に
あ
が
る
の
だ
が
、

今
回
こ
の
二
つ
は
四
位
と
五
位
で
、
や
や
減
じ
た
恰
好
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
含
め
、〞
女
子
〝
の
つ
く
語
は
、
合
計
一
四
種
類
み
ら
れ
た
。

第
四
番
目
は
〞
女
流
〝
で
あ
る
。
表
４
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
毎
日
で
一
件
、
読
売
で
二
件
み
ら

れ
、
合
計
三
件
、
三
種
類
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
が
、「
女
流
唄
方
」
は
毎
日
の
訃
報
欄
で
、「
女
流
作
家
」
は

読
売
の
ム
ー
ミ
ン
の
作
者
を
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
流
作
家
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
」（
七
日
夕
刊
）
と
紹
介

30國學院法學第54巻第4号 (2017)

表4 女性冠詞“女流”のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 女流作家 1 1

女流唄方 1 1

女流画家 1 1

合 計 0 1 2 3



し
て
い
る
記
事
で
、
ま
た
、「
女
流
画
家
」
は
同
じ
く
読
売
の
展
覧
会
を
案
内
す
る
情
報
欄
に
お
い
て
「
片
岡
球
子
、
三
岸
節
子
ら
女

流
画
家
の
名
品
を
一
堂
に
」（
一
一
日
夕
刊
）
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
に
、「
女
流
棋
士
」「
女
流
本
因
坊
」
と
い
う
〞
女
流
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
伝
統
技
能
な

ど
の
団
体
が
与
え
る
固
有
名
詞
と
し
て
の
技
能
・
職
能
名
の
た
め
、
カ
ウ
ン
ト
対
象
か
ら
は
除
外
し
て
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
調

査
の
過
去
の
論
文
で
も
し
ば
し
ば
ふ
れ
て
き
た
よ
う
に
、「
男
流
」
と
い
う
対
語
は
な
く
、〞
伝
統
的
〝
な

技
能
・
職
能
名
称
と
は
い
え
女
性
を
亜
流
扱
い
す
る
ト
ー
ン
の
強
い
名
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
団
体
と
し

て
も
再
考
す
べ
き
時
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

８
）

う
か
。

⑵

男
性
冠
詞
〞
男
〝〞
男
性
〝〞
男
子
〝
の
つ
く
語

で
は
、
男
性
が
「
男
性
冠
詞
」
に
よ
っ
て
男
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
語
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。「
男
性
冠
詞
」
表
現
の
主
要
な
も
の
は
、〞
男
〝
が
つ
く
も
の
、〞
男
性
〝
が
つ
く
も
の
、〞
男
子
〝

が
つ
く
も
の
の
三
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
計
結
果
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
を
示
し
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
朝
日
四
件
、
毎
日
一
八
件
、
読

売
一
四
件
、
合
計
で
三
六
件
が
数
え
ら
れ
、
異
な
り
語
数
は
四
種
類
で
あ
っ
た
。〞
女
〝
冠
詞
の
異
な
り

語
数
一
一
種
類
と
比
較
す
る
と
半
数
以
下
で
あ
る
。〞
男
〝
冠
詞
の
う
ち
最
も
多
用
さ
れ
て
い
た
語
は

「
男
児
」
で
、
朝
日
で
四
件
、
毎
日
で
一
七
件
、
読
売
で
一
一
件
、
合
計
三
二
件
が
数
え
ら
れ
た
。

毎
日
で
「
男
児
」
が
多
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
里
親
家
庭

４
分
の
１
不
和
で
解
除
」（
五
日
）
と

い
う
見
出
し
の
、
児
童
養
護
施
設
に
関
す
る
記
事
中
に
お
け
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
部
分
で
、「
男
児
」
が

八
件
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
、
先
に
も
言
及
し
た
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
常
設
紙
面
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表5 男性冠詞“男”のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 男児 4 17 11 32

2 男声合唱団 2 2

3 男神 1 1

男優 1 1

合 計 4 18 14 36



「
希
望
新
聞
」
の
「
伝
言
板
」
欄
で
、「
男
児
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
四
日
）。
こ
の
、「
子
ど
も
用
自
転
車
あ
り
ま
す
」
と
い
う
小
見

出
し
の
説
明
文
に
は
、「
男
児
用
は
黒
と
赤
が
基
調
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
女
児
用
は
青
が
基
調
で
サ
ン
リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
シ
ナ
モ
ン
』
の
絵
柄
付
き
で
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」
と
「
サ
ン
リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
う
対
比

は
、
子
ど
も
用
の
自
転
車
に
も
明
瞭
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
区
分
け
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

読
売
の
「
男
児
」
の
多
さ
は
、
五
日
夕
刊
の
「
柔

道
教
室
指
導
者
に
罰
金
１
０
０
万
」
と
い
う
見
出
し

の
記
事
に
お
い
て
五
件
、
八
日
の
「
誤
っ
て
牛
乳
混

ぜ
る

給
食
で
ア
レ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
見
出
し
の
記

事
に
お
い
て
四
件
、
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
て
い
る
こ
と

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
を
示
し

た
表
６
を
み
て
み
る
と
、
朝
日
二
四
件
、
毎
日
二
八

件
、
読
売
三
九
件
、
合
計
九
一
件
の
使
用
頻
度
で
、

異
な
り
語
数
は
四
六
種
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳

は
、
第
一
位
が
「
男
性
社
員
」
で
、
朝
日
四
件
、
毎

日
三
件
、
読
売
五
件
の
合
計
一
二
件
で
あ
っ
た
。
続

く
第
二
位
の
「
男
性
会
社
員
」
は
、
朝
日
一
件
、
毎

日
二
件
、
読
売
六
件
の
合
計
九
件
で
、
第
三
位
の
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表6 男性冠詞“男性”のつくことば
（単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 男性社員 4 3 5 12

2 男性会社員 1 2 6 9

3 男性教諭 1 4 3 8

4 男性秘書 5 5

男性運転手 1 1 3 5

6 男性客 1 2 1 4

7 男性アイドルグループ 3 3

男性内科医 1 2 3

9 男性警備員 2 2

男性選手 2 2

男性受刑者 2 2

男性警備員 1 1 2

13 男性教師 1 1

男性作業員 1 1

男性上司 1 1

男性職員 1 1

男性政務秘書官 1 1

男性店員 1 1

男性入国警備官 1 1

男性カメラマン 1 1

男性機長 1 1

男性組員 1 1



「
男
性
教
諭
」
は
、
朝
日
一
件
、
毎
日
四
件
、
読

売
三
件
の
合
計
八
件
で
あ
っ
た
。
以
下
「
男
性
秘

書
」「
男
性
運
転
手
」「
男
性
客
」
な
ど
が
続
く

が
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
で
あ
る
。

読
売
で
五
件
み
ら
れ
た
「
男
性
社
員
」
は
、
そ

の
う
ち
の
四
件
が
一
四
日
夕
刊
の
、
小
沢
一
郎
民

主
党
元
代
表
の
公
判
に
関
す
る
社
会
面
記
事
に
お

い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
同
紙
の
「
男
性
会

社
員
」
六
件
に
つ
い
て
は
、
特
筆
す
べ
き
記
事
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。

〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
は
表
７
に
掲

げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
朝
日
一
一
件
、
毎
日
一
三

件
、
読
売
九
件
の
合
計
三
三
件
が
数
え
ら
れ
、
異

な
り
語
数
は
九
種
類
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
「
男
子

生
徒
」
が
、
朝
日
五
件
、
毎
日
九
件
、
読
売
四
件
の
合
計
一
八
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
男
子
学
生
」
が
、
朝
日
三
件
、
読
売
一
件

の
合
計
四
件
で
、
以
下
は
い
ず
れ
も
合
計
二
件
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
男
子
生
徒
」
は
、
朝
日
「
高
１
水
死
さ
せ
た
疑
い

少

年
２
人
を
逮
捕
」（
一
三
日
夕
刊
）
で
二
件
、
毎
日
「
ひ
っ
た
く
り
容
疑

少
年
ら
３
人
逮
捕
」（
七
日
）
で
二
件
、「
水
戸
・
高
１
水

死

『
川
に
突
き
落
と
し
た
』」（
一
三
日
）
で
二
件
と
い
っ
た
よ
う
に
、
事
件
報
道
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
。〞
男
流
〝
が
か
ん
む
り
に
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順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

男性芸人 1 1

男性指導者 1 1

男性受刑者 1 1

男性准教授 1 1

男性巡査長 1 1

男性巡査部長 1 1

男性スタッフ 1 1

男性内科医師 1 1

男性ヘルパー 1 1

男性保護者 1 1

男性ランナー 1 1

男性アルバイト店員 1 1

男性課長補佐 1 1

男性記者 1 1

男性経営者 1 1

男性競輪選手 1 1

男性作業員 1 1

男性私設秘書 1 1

男性獣医師 1 1

男性主任教諭 1 1

男性主任航空管制官 1 1

男性巡査長 1 1

男性弁護士 1 1

男性漫画家 1 1

合 計 24 28 39 91



つ
く
こ
と
ば
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

⑶

性
別
冠
詞
の
各
紙
別
傾
向

こ
れ
ま
で
の
各
種
女
性
冠
詞
を
新
聞
別
に
示
し
た
表
１
〜
表
４
、
各
種
男
性
冠
詞
を
新

聞
別
に
示
し
た
表
５
〜
表
７
を
も
と
に
、
新
聞
ご
と
の
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の
内
訳
を

示
し
た
も
の
が
、
グ
ラ
フ
１
で
あ
る
。

女
性
冠
詞
に
つ
い
て
は
、
四
種
類
の
冠
詞
の
合
計
で
、
朝
日
が
一
二
〇
件
、
毎
日
が
一

七
〇
件
、
読
売
が
一
一
七
件
と
、
三
紙
の
中
で
は
毎
日
の
使
用
頻
度
が
最
も
高
か
っ
た
。

毎
日
は
、〞
女
〝〞
女
性
〝〞
女
子
〝
の
各
冠
詞
の
使
用
頻
度
が
い
ず
れ
も
他
紙
よ
り
多
く

使
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
中
で
も
〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
他
紙
に
比

し
て
三
〇
件
近
く
多
く
な
っ
て
お
り
、
や
や
目
立
っ
て
い
る
。

男
性
冠
詞
の
、
三
種
類
を
合
計
し
た
数
は
、
朝
日
が
三
九
件
と
最
も
少
な
く
、
毎
日
が

五
九
件
、
読
売
が
六
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
三
紙
と
も
に
〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く

こ
と
ば
の
使
用
が
多
い
中
で
、
特
に
読
売
で
〞
男
性
〝
冠
詞
が
他
紙
よ
り
も
一
〇
件
ほ
ど

多
く
な
っ
て
い
る
。

⑷

性
別
冠
詞
の
紙
面
別
傾
向

次
に
、
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
紙
面
別
に
み
た
場
合
、
各
紙
面
で
ど
の
よ
う
な
冠
詞
表
現
が
使
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
を

三
紙
合
計
で
示
し
た
の
が
、
女
性
冠
詞
の
紙
面
別
掲
載
頻
度
を
示
し
た
表
８
と
男
性
冠
詞
の
紙
面
別
掲
載
頻
度
を
示
し
た
表
９
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
「
掲
載
紙
面
」
と
は
、
冒
頭
の
分
析
方
法
の
と
こ
ろ
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
新
聞
の
「
面
名
称
」
と
必
ず
し
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表7 男性冠詞“男子”のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 合 計

1 男子生徒 5 9 4 18

2 男子学生 3 1 4

3 男子高校生 2 2

男子中学生 2 2

男子選手 1 1 2

男子児童 1 1 2

7 男子社員 1 1

男子プロ 1 1

男子タレント 1 1

合 計 11 13 9 33



も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
研
究
会
が
朝
日
・
毎
日
・
読

売
三
新
聞
に
共
通
す
る
紙
面
名
を
コ
ー
ド
化
し
、
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
の
解
説
記
事
は
「
文
化
・
メ

デ
ィ
ア
」
に
、
東
日
本
大
震
災
の
特
集
は
「
社
会
」
に
、
そ
れ

ぞ
れ
分
類
し
て
あ
る
。
本
論
で
は
共
通
紙
面
名
を
「
紙
面
」
と

呼
び
、
全
て
「

」
で
表
記
し
て
い
る
。

ま
ず
、
表
８
に
み
る
よ
う
に
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く

語
の
使
用
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
三
紙
合
計
五
四
件
と

最
も
多
く
、
二
位
の
「
社
会
」
で
の
四
二
件
を
加
え
る
と
、

〞
女
〝
冠
詞
総
数
一
六
三
件
の
う
ち
の
約
六
割
が
こ
の
両
紙
面

で
使
わ
れ
て
い
る
。

文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
数
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
は

「
女
優
」
で
、
三
紙
合
計
で
四
〇
件
に
の
ぼ
る
。「
社
会
」
で

は
、「
女
児
」
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
三
紙
合
計
で
二
九
件

に
達
し
た
。
ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
で
〞
女
〝
冠
詞
が
二
八
件

み
ら
れ
た
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
中
で
も
、
先
に
例
と
し
て
あ

げ
た
よ
う
に
「
女
王
」
が
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
、
二
三
件
に
達

し
た
。

35 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

グラフ1 各紙別女性冠詞・男性冠詞の内訳(単位：件)

朝日新聞
(39件)

読売新聞
(62件)

毎日新聞
(59件)

読売新聞
(117件)

毎日新聞
(170件)

朝日新聞
(120件)

0

男性冠詞(３紙合計160件)女性冠詞(３紙合計407件)
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〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
は
「
社
会
」
の
三
八
件
に
、「
文
化
・
メ
デ

ィ
ア
」
と
「
国
際
」
の
各
三
二
件
が
続
く
。
ま
た
「
総
合
・
政
治
」
に
も
二
二

件
登
場
し
、「
国
際
」「
総
合
・
政
治
」
以
外
の
紙
面
で
は
、「
１
面
」
で
九
件
、

「
経
済
」
で
一
〇
件
の
〞
女
性
〝
冠
詞
が
み
ら
れ
た
。

〞
女
子
〝
が
つ
く
語
は
、「
社
会
」
の
二
八
件
を
筆
頭
に
「
文
化
・
メ
デ
ィ

ア
」
で
も
一
七
件
み
ら
れ
た
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。「
社
会
」
で
は
、「
女
子
生

徒
」
が
三
紙
合
計
で
八
件
、「
女
子
学
生
」
が
七
件
み
ら
れ
、「
文
化
・
メ
デ
ィ

ア
」
で
は
「
女
子
高
生
」「
女
子
高
校
生
」
が
合
わ
せ
て
七
件
、「
女
子
大
生
」

の
四
件
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
。

〞
女
流
〝
が
つ
く
語
に
関
し
て
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
二
件
、「
社
会
」

に
一
件
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
表
９
に
よ
り
〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
を
み
て
み
る
と
、
全
三

六
件
中
六
割
の
二
四
件
が
「
社
会
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は

毎
日
と
読
売
の
「
社
会
」
で
「
男
児
」
が
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て

お
り
、
三
紙
合
計
で
二
一
件
に
達
し
た
。

〞
男
性
〝
の
つ
く
語
は
、
九
一
件
中
六
割
の
五
八
件
が
〞
男
〝
冠
詞
同
様
に

「
社
会
」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
、「
地
域
」「
文
化
・
メ

デ
ィ
ア
」「
総
合
・
政
治
」
で
も
み
ら
れ
た
。「
社
会
」
で
比
較
的
登
場
す
る
こ
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表8 掲載面別女性冠詞内訳(３紙合計)
(単位：件)

１面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

“女”のつくことば 1 12 5 6 3 54 12 28 42 163

“女性”のつくことば 9 22 32 10 3 5 32 7 5 38 163

“女子”のつくことば 2 4 7 3 17 9 8 28 78

“女流”のつくことば 2 1 3

合 計 12 38 44 10 12 8 105 28 41 109 407

表9 掲載面別男性冠詞内訳(３紙合計)
(単位：件)

１面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

“男”のつくことば 1 2 1 4 4 24 36

“男性”のつくことば 6 2 2 1 7 13 2 58 91

“男子”のつくことば 1 2 1 2 11 3 13 33

“男流”のつくことば

合 計 7 5 2 3 2 13 28 5 95 160



と
の
多
か
っ
た
〞
男
性
〝
冠
詞
つ
き
の
語
は
、「
男
性
社
員
」
の
三
紙
八
件
、「
男
性
会
社
員
」
の
七
件
で
あ
っ
た
。

〞
男
子
〝
の
つ
く
語
は
、「
社
会
」
と
「
地
域
」
で
そ
れ
ぞ
れ
一
三
件
、
一
一
件
と
目
立
っ
て
お
り
、
特
に
「
男
子
生
徒
」
が
、「
社

会
」
で
一
〇
件
、「
地
域
」
で
八
件
登
場
し
た
。
こ
れ
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
男
の
生
徒
に
よ
る
犯
罪
が
こ
れ
ら
の
面
で
報
じ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
。

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
総
じ
て
、
女
性
冠
詞
は
、「
社
会
」
の
ほ
か
、
文
化
面
、
レ
ジ
ャ
ー
情
報
、
芸
能
、
番
組
特
集
な
ど
を

含
む
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
多
く
出
現
し
て
い
る
が
、「
総
合
・
政
治
」「
国
際
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
男
性
の

登
場
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
紙
面
分
野
に
あ
っ
て
、
女
性
の
登
場
や
行
動
が
〞
特
異
な
も
の
〝
と
し
て
み
ら
れ
、
扱
わ
れ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
そ
れ
に
対
し
て
、
男
性
冠
詞
は
、
主
に
「
社
会
」
に
登
場
し
、
次
い
で
「
地
域
」
で
み
ら
れ
る
、
と
い
う
違

い
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
紙
面
の
う
ち
の
「
１
面
」「
総
合
・
政
治
」「
国
際
」「
経
済
」「
科
学
」
を
〞
硬
派
系
〝、「
教
育
」「
生
活
」「
文
化
・
メ
デ

ィ
ア
」「
地
域
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
〞
軟
派
系
〝、「
社
会
」
を
〞
社
会
系
〝
と
大
き
く
三
つ
に
く
く
っ
て
、
各
紙
面
へ
の
性
別
冠
詞
の
出

現
頻
度
を
み
て
み
よ
う
。〞
硬
派
〝〞
軟
派
〝
と
は
、
新
聞
社
内
の
〞
業
界
用
語
〝
で
、
政
治
・
経
済
・
国
際
系
の
面
が
〞
硬
派
面
〝、

社
会
面
も
含
め
た
そ
れ
以
外
の
面
が
〞
軟
派
面
〝
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、「
社
会
」
に
分
類
さ
れ
る
ウ
ェ

イ
ト
が
高
か
っ
た
の
で
、
通
例
〞
軟
派
面
〝
に
入
れ
ら
れ
る
社
会
面
を
、〞
社
会
系
〝
と
し
て
独
立
さ
せ
て
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け

る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
女
性
冠
詞
の
出
現
頻
度
は
、〞
硬
派
系
〝
一
〇
四
件
、
二
五
・
六
％
、〞
軟
派
系
〝
一
九
四
件
、
四
七
・
六
％
、〞
社
会

系
〝
一
〇
九
件
、
二
六
・
八
％
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
〞
軟
派
系
〝
お
よ
び
〞
社
会
系
〝
の
面
で
は
〞
女
〝
が
か
ん
む
り

に
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
、〞
硬
派
系
〝
の
面
に
お
い
て
は
〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
中
で
も
〞
硬
派
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系
〝
に
〞
女
性
〝
冠
詞
が
多
い
の
は
、「
女
性
首
相
」「
女
性
大
統
領
」「
女
性
○
○
活
動
家
」
と
い
っ
た
人
物
が
登
場
し
た
か
ら
で
あ

る
。一

方
、
男
性
冠
詞
は
〞
硬
派
系
〝
で
一
四
件
、
八
・
八
％
、〞
軟
派
系
〝
で
五
一
件
、
三
一
・
九
％
、〞
社
会
系
〝
で
九
五
件
、
五

九
・
三
％
使
用
さ
れ
て
い
た
。
最
も
多
い
〞
社
会
系
〝
で
は
、〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
け
ら
れ
る
語
が
多
く
、「
男
性
秘
書
」「
男

性
社
員
」
が
各
五
件
み
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
登
場
人
物
が
匿
名
で
扱
わ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
り
、
名
が
明
示
さ
れ
な
い
場
合
は
職
業
名

に
性
別
冠
詞
が
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
人
物
を
表
現
す
る
た
め
の
第
一
の
指
標
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
〞
硬
派
系
〝
で
性
を
有
徴
化
さ
れ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
や
す
く
、
男
性
は
〞
社
会
系
〝
で
性
が

有
徴
化
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

⑸

性
別
冠
詞
の
女
男
別
比
率
と
頻
度
の
違
い

女
性
冠
詞
の
三
紙
合
計
四
〇
七
件
と
男
性
冠
詞
の
三
紙
合
計
一
六
〇
件
の
合
計
五
六
七
件

を
一
〇
〇
％
と
し
て
、
女
男
別
内
訳
を
示
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
２
で
あ
る
。
全
性
別
冠
詞
の

う
ち
、
女
性
冠
詞
が
七
一
・
八
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
冠
詞
は
二
八
・
二
％

と
、
女
男
比
は
三
対
一
で
あ
り
、
女
性
冠
詞
の
方
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

次
に
、
四
つ
の
冠
詞
別
の
使
用
頻
度
を
、
女
男
別
に
左
右
に
配
置
し
て
比
較
し
た
の
が
グ

ラ
フ
３
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
各
冠
詞
別
比
率
を
女
男
別
に
示
し
て
比
較
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ

４
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
３
に
み
る
よ
う
に
、〞
女
〝
の
つ
く
こ
と
ば
と
〞
女
性
〝
の
つ
く
こ
と

ば
は
と
も
に
一
六
三
件
で
、
グ
ラ
フ
４
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
冠
詞
表
現
の
そ
れ
ぞ
れ
四
割
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グラフ2 女性冠詞と男性冠詞の比率
(３紙合計567件)

男 冠詞
28.2％
(16件)

女 冠詞
71.8％
(407件)
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グラフ4 性別冠詞の女男別内訳比率(３紙合計)

女性冠詞
(407件)

男性冠詞
(160件)
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(合計59語)(単位：件)

女性冠詞のつく語の種類
(合計111語)(単位：件)



を
占
め
て
い
る
。〞
女
子
〝
の
つ
く
こ
と
ば
は
グ
ラ
フ
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
七
八
件
で
、
グ
ラ
フ
４
に
よ
る
と
、
女
性
冠
詞
の
二
割
、

〞
女
流
〝
の
つ
く
こ
と
ば
は
三
件
で
、
一
％
弱
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
男
性
冠
詞
表
現
で
は
、
実
数
を
示
し
た
グ
ラ
フ
３
と
比
率
で
示
し
た
グ
ラ
フ
４
に
み
る
よ
う
に
、〞
男
性
〝
の
つ

く
こ
と
ば
が
最
多
の
九
一
件
で
六
割
弱
を
占
め
、〞
男
〝
の
つ
く
こ
と
ば
は
三
六
件
、
二
割
と
、〞
女
〝
と
〞
女
性
〝
が
同
数
だ
っ
た
女

性
冠
詞
の
場
合
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
〞
男
子
〝
の
つ
く
こ
と
ば
も
三
三
件
、
二
割
と
な
っ
て
お
り
、〞
男
〝
冠
詞

と
大
差
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
男
性
冠
詞
で
は
も
っ
ぱ
ら
〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
中
心
で
あ
る
と
い
え
る
。〞
男

流
〝
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

⑹

性
別
冠
詞
の
経
年
変
化

性
別
冠
詞
の
経
年
変
化
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
５
で
あ
る
。
女
性
冠
詞
の
全
体
数
は
、
八
五
年
は
四
〇
二
件
、
九
一
年
は
三
三
七

件
、
九
六
年
は
四
三
二
件
、
〇
一
年
は
三
九
〇
件
、
〇
六
年
は
六
〇
一
件
、
一
一
年
は
四
〇
七
件
と
増
減
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
確
た

る
傾
向
は
つ
か
み
に
く
い
。
た
だ
し
、
全
体
を
な
ら
せ
ば
四
〇
〇
件
程
度
で
推
移
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
〇
六
年
が
突
出
し

て
い
る
の
は
、
自
殺
記
事
や
裁
判
記
事
な
ど
に
お
い
て
、「
女
児
」
と
い
う
語
が
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
男
性
冠
詞
の
全
体
数
は
、
八
五
年
は
二
三
件
、
九
一
年
は
四
九
件
、
九
六
年
は
八
〇
件
、
〇
一
年
は
一
一
六
件
、
〇

六
年
は
二
八
七
件
、
一
一
年
は
一
六
〇
件
で
推
移
し
て
い
る
。
や
は
り
〇
六
年
に
突
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
校
で
の
事
故
に
関
し

て
「
男
児
」
や
「
男
性
教
諭
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
〇
六
年
を
特
異
な
年
と
考
え
れ
ば
、
男
性
冠
詞
は
総
じ
て
わ
ず

か
ず
つ
な
が
ら
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

冠
詞
の
内
訳
別
で
み
る
と
、
女
性
冠
詞
は
〞
女
〝〞
女
性
〝〞
女
子
〝
の
間
で
、
年
に
よ
り
使
用
頻
度
に
増
減
が
み
ら
れ
る
が
、
男
性

冠
詞
は
お
お
む
ね
〞
男
性
〝
の
つ
く
こ
と
ば
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
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性
別
冠
詞
全
体
を
一
〇
〇
％
と
し
て
女
男

別
比
率
の
経
年
変
化
を
み
た
も
の
が
グ
ラ
フ

６
で
あ
る
。
調
査
開
始
時
に
は
九
対
一
だ
っ

た
女
男
比
は
、
徐
々
に
男
性
冠
詞
の
比
率
が

高
ま
り
、
こ
の
と
こ
ろ
男
性
冠
詞
が
全
体
の

三
割
前
後
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
様
子
が

み
て
と
れ
る
。
性
を
強
調
す
る
効
果
を
も

つ
、
職
業
な
ど
の
語
頭
に
性
別
を
つ
け
る
性

別
冠
詞
表
現
は
、
必
ず
し
も
減
少
す
る
傾
向

に
は
な
く
、〞
女
〝〞
女
性
〝〞
女
子
〝
の
三

つ
の
「
女
性
冠
詞
」
の
使
用
は
継
続
し
て
い

る
が
、
一
方
で
〞
男
性
〝
を
中
心
と
し
た

「
男
性
冠
詞
」
が
増
加
す
る
方
向
に
あ
る
よ

う
だ
。
こ
れ
は
、「『
高
１
川
に
突
き
落
と
し

た
』」（
読
売
、
一
三
日
夕
刊
）
と
い
う
見
出

し
が
つ
い
た
記
事
の
中
の
、「
市
内
の
県
立

高
校
１
年
の
女
子
生
徒

15
）と
市
立
中
学
３

年
の
男
子
生
徒

14
）」
と
い
う
表
現
に
あ
ら
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グラフ5 女男別性別冠詞の経年変化(３紙合計)(単位：件)
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“女”／“男”のつくことば
“女性”／“男性”のつくことば
“女子”／“男子”のつくことば
“女流”／“男流”のつくことば



わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
冠
詞
を
用
い
る
時
に
は

男
性
冠
詞
も
同
時
に
使
用
す
る
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
並
行
表
現
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
一
因
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は

男
性
冠
詞
が
増
え
て
い
る
分
、
性
別
を
区
別
し
、
強

調
す
る
傾
向
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
も
み
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
動
向
を
注
意
深
く
分
析
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
、

〞
女
子
〝〞
男
子
〝
を
か
ん
む
り
に
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
語
尾
に
つ
け
る
「
○
○
女
子
」「
○
○
男
子
」

と
い
う
こ
と
ば
を
、
様
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
見

聞
き
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
草
食
系
男
子
」
と
そ

れ
に
対
す
る
「
肉
食
女
子
」
と
い
う
こ
と
ば
が
一
世

を
風
靡
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。「
理
系
女
子
」

「
カ
メ
ラ
女
子
」「
戦
闘
女
子
」
な
ど
語
尾
に
「
女

子
」
の
つ
く
こ
と
ば
の
他
に
も
、「
女
子
力
」「
女
子

会
」
と
い
っ
た
語
も
メ
デ
ィ
ア
に
は
し
ば
し
ば
登
場
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グラフ6 性別冠詞の女男比率経年変化(３紙合計)
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す
る
。
ま
た
、「
女
子
」
だ
け
で
な
く
、「
女
」
を
語
尾
に
つ
け
て
「
ジ
ョ
」
と
読
ま
せ
、
理
系
の
女
子
を
「
リ
ケ
ジ
ョ
」
と
称
し
た

り
、
歴
史
好
き
の
女
性
を
「
歴
女
（
レ
キ
ジ
ョ
）」
と
呼
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
る
（「
○
○
ジ
ョ
」
に
関
し
て
は
、「
熟
女
」
と
い
う
表
記
は

以
前
か
ら
み
ら
れ
た
）。
本
調
査
期
間
中
の
新
聞
記
事
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
語
尾
に
「
女
子
」
が
つ
く
こ
と
ば
は
そ
れ
ほ
ど
目
立

た
な
か
っ
た
が
（
テ
レ
ビ
欄
で
は
数
多
く
み
ら
れ
た
）、
本
論
で
は
、
本
調
査
研
究
会
誌
当
時
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
れ

ら
の
表
現
を
、「
女
性
で
あ
る
こ
と
・
男
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
表
現
」
の
一
形
態
と
し
て
、
の
ち
に
分
析
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
に
分
類
し
た
。

２

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

⑴

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

女
性
の
性
別
や
役
割
を
強
調
す
る
表
現
や
こ
と
ば
と
し
て
、
か
つ
て
の
「
看
護
婦
」
や
「
保
母
」
な
ど
の
よ
う
に
、
女
性
が
就
く
こ

と
を
自
明
と
し
た
、
女
性
の
性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
職
業
名
は
、
人
び
と
に
、
職
業

と
性
別
を
結
び
つ
け
て
と
ら
え
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
一
九
九
九
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ
う
い
っ

た
職
業
名
は
、
企
業
に
お
け
る
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
、「
看
護
師
」
や
「
保
育
士
」
へ
と
改
変
が

行
わ
れ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
業
語
の
使
用
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
ま
た
人
び
と
の
間
で
も
少
し
ず
つ
浸
透
し

始
め
て
は
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
常
的
に
何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
る
職
業
や
役
割
・
仕
事
の
呼
び
名
に
、
今
で
も
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
こ
と

ば
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
新
聞
も
例
外
で
は
な
く
、
今
回
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
、
調
査
期
間
中
に
三
紙
合
計
で
一
五

七
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
表
10
に
示
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
別
に
み
る
と
、
朝
日
で
八
二
件
と
他
紙
よ
り
も
多
く
な
っ
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て
お
り
、
毎
日
は
三
五
件
、
読
売
は
四
〇
件
で
あ
っ
た
。

個
別
の
語
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
従
軍
慰
安
婦
」「
元
慰
安
婦
」
を
含
む
「
慰
安
婦
」
で
、
朝
日
一
七
件
、
毎
日
五

件
、
読
売
九
件
、
三
紙
合
計
で
三
一
件
が
数
え
ら
れ
た
。
第
四
回
調
査
で
は
九
件
で
五
位
、
第
五
回
調
査
で
は
二
九
件
で
一
位
だ
っ
た

こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
語
は
、
新
聞
記
事
中
で
の
使
用
頻
度
が
常
時
上
位
に
あ
る
。
次
に
多
か
っ
た
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
は
、

朝
日
七
件
、
毎
日
四
件
、
読
売
一
五
件
の
合
計
二
六
件
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
第
三
位
の
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
は
、
朝
日
八
件
、
毎

日
八
件
、
読
売
四
件
の
合
計
二
〇
件
、
以
下
、「
ク
ラ
ブ
の
マ
マ
」「
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
」
な
ど
を
含
む
、
文
字
通
り
の
母
親
を
除
い
た
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表10 女性の性を含み込んだ職業語
(単位：件)

順位 朝日 毎日 読売 合計

1 慰安婦 17 5 9 31

2 フラガール 7 4 15 26

3 ヒロイン 8 8 4 20

4 ママ 11 4 1 16

5 ＯＬ 11 2 13

6 保育ママ 4 4

7 ホステス 2 1 3

メード 3 3

囲碁ガール 3 3

乳母 3 3

11 オフィスレディ 2 2

キャリアウーマン 1 1 2

歌姫 1 1 2

仙女 2 2

舞姫 2 2

魔女 1 1 2

17 ＢＧ 1 1

オフィスガール 1 1

お手伝いさん 1 1

カーリング娘 1 1

シスター 1 1

ソープ嬢 1 1

家政婦 1 1

修道女 1 1

踊り子 1 1

ウェートレス 1 1

ジョガーママ 1 1

看板娘 1 1

芸者 1 1

子女 1 1

女中 1 1

風俗ギャル 1 1

遊女 1 1

賄い婦 1 1

シンデレラ 1 1

ミス東大 1 1

芸者さん 1 1

女将さん 1 1

津軽采女 1 1

合 計 82 35 40 157



職
業
と
し
て
の
「
マ
マ
」
一
六
件
、「
Ｏ
Ｌ
」
一
三
件
が
上
位
を
占
め
た
。
語
の
種
類
す
な
わ
ち
「
異
な
り
語
数
」
は
三
九
種
類
で
あ

っ
た
。

一
位
の
「
慰
安
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
が
朝
日
で
一
七
件
と
、
三
紙
中
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
た
理
由
は
、
日
本
政
府
に
補
償
を
求
め

る
「
元
慰
安
婦
の
請
求
権
問
題
」
に
関
連
す
る
記
事
の
中
で
、
一
〇
月
一
日
に
五
件
、
一
二
日
夕
刊
に
三
件
、
一
三
日
に
五
件
使
用
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、
七
日
の
日
韓
外
相
会
談
を
報
じ
る
記
事
の
中
で
も
三
件
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
毎
日
は
、
一
二
日
の

「『
政
治
外
交
』
で
前
原
流
」
お
よ
び
一
二
日
夕
刊
の
「
慰
安
婦
問
題

国
連
で
訴
え
」
と
い
う
見
出
し
の
つ
い
た
記
事
の
中
で
、
ま

た
、
読
売
は
、
一
二
日
の
「『
慰
安
婦
問
題
』
で
人
道
的
措
置
検
討
」
お
よ
び
一
三
日
の
「
従
軍
慰
安
婦
問
題

国
連
で
賠
償
訴
え

韓
国
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
の
中
で
、「
慰
安
婦
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

二
位
の
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
は
、
読
売
で
の
使
用
が
一
五
件
と
、
三
紙
合
計
二
六
件
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
福
島
県
い
わ
き
市
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
従
業
員
の
女
性
た
ち
が
、
被
災
地
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
い
ち
早
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
興
行
を
再
開
し
た
こ
と
を
同
紙
が
取
り
上
げ
た
た
め
で
あ
り
、
他
紙
も
同
様
に
明
る
い
話

題
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
三
位
の
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
記
事
例
と
し
て
は
、「
朝
ド
ラ
見
て
る
？
」（
毎
日
、
六
日
夕

刊
）
と
い
っ
た
主
人
公
の
女
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
マ
マ
」
が
四
位
に
浮
上
し
た
の
は
、
朝
日
一
日
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
面
「
耕
論
」
に
掲
載
さ
れ
た
、「
ス
ナ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い

津
波
の
苦
労
飲
み
干
す
べ
し
」
と
い
う
３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
論
じ
た
記
事
の
中
で
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

ま
た
、
五
位
の
「
Ｏ
Ｌ
」
に
つ
い
て
は
、
朝
日
一
日
夕
刊
「
昭
和
史
再
訪
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
記
事
の
中
で
、
六
三
年
に
女
性
雑
誌

が
会
社
員
の
女
性
を
さ
す
呼
称
を
公
募
し
た
際
に
、「
オ
フ
ィ
ス
・
レ
デ
ィ
（
略
称
Ｏ
Ｌ
）」
が
新
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
経
緯
が
語
ら

れ
る
中
で
、
こ
の
こ
と
ば
が
何
度
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
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総
じ
て
、「
婦
」「
ガ
ー
ル
」「
マ
マ
」
が
つ
く
こ
と
ば
、
ま
た
「
ヒ
ロ
イ
ン
」「
ホ
ス
テ
ス
」
な
ど
英
語
表
記
に
お
け
る
女
性
形
が
、

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
し
て
目
に
つ
く
。

⑵

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
と
対
を
な
す
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
に
関
し
て
は
、
三
紙
合
計
で
二
一
三
件
が
数
え

ら
れ
た
。
内
訳
は
表
11
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。
朝
日
で
三
八
件
、
毎
日
と
読
売
で
は
さ
ら
に
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
件
、
九
五
件
が

使
用
さ
れ
て
い
た
。

46國學院法學第54巻第4号 (2017)

表11 男性の性を含み込んだ職業語
(単位：件)

順位 朝日 毎日 読売 合計

1 ＯＢ 5 9 27 41

2 サラリーマン 4 17 19 40

3 ヒーロー 12 10 17 39

4 カメラマン 2 5 8 15

5 ビジネスマン 2 8 4 14

6 英雄 2 7 3 12

7 雨男 6 6

8 イクメン 5 5

9 チェアマン 4 4

紳士 3 1 4

11 キーマン 3 3

マスター 3 3

興銀マン 3 3

14 シンデレラボーイ 1 1 2

営業マン 1 1 2

鉄道マン 2 2

両雄 2 2

18 オヤジ 1

おやじさん 1 1

スポークスマン 1 1

銀行マン 1 1

イエスマン 1 1

テレビマン 1 1

マルクス・ボーイ 1 1

慶応ボーイ 1 1

国父 1 1

編集マン 1 1

牧童（カウボーイ） 1 1

ラガーマン 1 1

騎士 1 1

商社マン 1 1

晴れ男 1 1

男爵 1 1

合 計 38 80 95 213



男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
個
別
の
職
業
語
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」
の
略
記
で
あ
る
「
Ｏ
Ｂ
」
で
、
朝
日
五

件
、
毎
日
九
件
、
読
売
二
七
件
の
、
三
紙
合
計
四
一
件
が
数
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
、
第
二
位
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
、
朝
日
四
件
、

毎
日
一
七
件
、
読
売
一
九
件
、
合
計
四
〇
件
の
僅
差
で
続
い
て
い
る
。

ま
た
、「
ヒ
ー
ロ
ー
」
が
、
朝
日
一
二
件
、
毎
日
一
〇
件
、
読
売
一
七
件
の
合
計
三
九
件
で
、
三
位
に
つ
け
て
い
る
。
以
下
、「
カ
メ

ラ
マ
ン
」
一
五
件
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
一
四
件
、「
英
雄
」
一
二
件
が
続
い
て
い
る
。
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
語
の
種
類
は
三
三
語

で
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
異
な
り
語
数
三
九
語
よ
り
も
少
な
い
。

全
体
で
一
位
の
「
Ｏ
Ｂ
」、
二
位
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」、
三
位
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」、
四
位
の
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
ま
で
は
、
い
ず
れ
も

読
売
で
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
二
七
件
、
一
九
件
、
一
七
件
、
八
件
と
、
読
売
の
合
計
九
五
件
の
値
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
読
売
の
「
Ｏ

Ｂ
」
が
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
第
一
位
を
占
め
た
の
は
、「
東
電
年
金
削
減
課
題
山
積
」（
八
日
）
と
い
う
記
事
の
中
で
一

四
件
、「
東
電
の
非
効
率
指
摘

人
件
費
」（
四
日
）
と
い
う
記
事
の
中
で
四
件
と
、
３
・
11
で
噴
出
し
た
東
電
再
建
問
題
と
の
関
連
で

数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

二
番
目
に
多
か
っ
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
、「
年
金
の
き
ほ
ん
１

仕
組
み
を
知
り
た
い
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
に
お
け
る
、

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
専
業
主
婦
」（
読
売
、
一
〇
日
）
と
い
っ
た
記
事
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
被
三
号
保
険
者
の
年
金
を
め
ぐ
る
議

論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
よ
り

詳
し
く
分
析
す
る
。

使
用
頻
度
三
位
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
、「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
変
身
続
け
40
年
」（
毎
日
、
八
日
夕
刊
）、「
チ
リ
鉱
山
事
故
救
出
か
ら
１

年
」（
毎
日
、
一
二
日
）
と
い
う
見
出
し
の
記
事
中
そ
の
他
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
四
位
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
の
具
体
的
使
用
例

と
し
て
は
、
新
聞
週
間
特
集
に
お
け
る
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
関
連
取
材
に
際
し
て
の
「
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
を
乗
せ
た
本
紙
の
ジ
ェ
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ッ
ト
機
」（
読
売
、
一
五
日
）、
五
位
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
の
例
と
し
て
は
、
有
楽
町
・
銀
座
の
顧
客
争
奪
戦
を
扱
っ
た
記
事
の
中
の

「
30
〜
40
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」（
毎
日
、
一
四
日
）、
六
位
「
英
雄
」
の
例
と
し
て
は
、
映
画
「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン

ス
」
を
紹
介
し
た
批
評
で
「
ラ
ク
ダ
で
何
度
も
死
線
を
く
ぐ
っ
た
英
雄
」（
毎
日
、
一
三
日
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
示
し
た
表
10
と
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
示
し
た
表
11
を
見
比
べ
て
明
ら
か
な
の

は
、
女
性
に
関
し
て
は
「
慰
安
婦
」「（
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
）
マ
マ
」「
ホ
ス
テ
ス
」「
メ
ー
ド
」
な
ど
、
他
者
を
ケ
ア
し
他
者
に
サ
ー
ビ

ス
す
る
、
再
生
産
役
割
を
担
う
職
業
語
が
多
い
の
に
対
し
、
男
性
に
つ
い
て
は
そ
う
い
っ
た
役
割
を
担
う
職
業
語
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
性
別
役
割
分
業
の
実
態
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
と
も
に
、

そ
れ
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
職
業
に
就
く
べ
き
は
誰
な
の
か
を
暗
黙
の
う
ち
に
示
唆
す
る
と
い
う
機
能
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
再
生
産
役
割
を
男
性
が
果
た
す
こ
と
を
前
提
と
し
た
ほ
ぼ
唯
一
の
職
業
語
が
、
昨
今
眼
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
た
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
語
で
あ
ろ
う
。

⑶

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
紙
面
別
傾
向

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
、
掲
載
紙
面
別
に
ど
の
よ
う
な
使
用
傾
向
に
あ
る
の
か
を
示
し
た
の
が
表
12
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
三
紙
合
計
の
件
数
で
み
て
み
る
。

ま
ず
、
掲
載
紙
面
別
に
使
用
頻
度
を
み
て
み
る
と
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
合
計
六
九
件
と
、
職
業
語
総
数
一
五
七
件
の
四
四
・

〇
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い
で
「
総
合
・
政
治
」
が
合
計
四
〇
件
、
全
体
比
で
二
五
・
五
％
と
な
り
、
両
紙
面
に
女
性

の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
七
割
近
く
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
計
算
と
な
る
。
三
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
社
会
」
で
、
合
計
一
六

件
、
一
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
個
別
の
職
業
語
で
最
多
の
三
一
件
を
数
え
た
「
慰
安
婦
」
は
、「
総
合
・
政
治
」
で
二
六
件
、「
国
際
」
で
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表12 面別にみた女性の性を含み込んだ職業語(３紙合計)
(単位：件)

順位 １面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

1 慰安婦 26 5 31

2 フラガール 7 3 2 5 9 26

3 ヒロイン 18 1 1 20

4 ママ 11 5 16

5 ＯＬ 1 10 2 13

6 保育ママ 4 4

7 ホステス 1 2 3

メード 3 3

囲碁ガール 3 3

乳母 3 3

11 オフィスレディ 2 2

キャリアウーマン 2 2

歌姫 2 2

仙女 2 2

舞姫 2 2

魔女 2 2

17 ＢＧ 1 1

オフィスガール 1 1

お手伝いさん 1 1

カーリング娘 1 1

シスター 1 1

ソープ嬢 1 1

家政婦 1 1

修道女 1 1

踊り子 1 1

ウェートレス 1 1

ジョガーママ 1 1

看板娘 1 1

芸者 1 1

子女 1 1

女中 1 1

風俗ギャル 1 1

遊女 1 1

賄い婦 1 1

シンデレラ 1 1

ミス東大 1 1

芸者さん 1 1

女将さん 1 1

津軽采女 1 1

合 計 8 40 9 3 1 8 69 2 1 16 157



五
件
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
の
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
二
六
件
み
ら
れ
た
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
に
関
し
て
は
、

「
社
会
」
で
九
件
、「
１
面
」
で
七
件
、
ま
た
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
五
件
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
は
、
特
に
読

売
四
日
社
会
面
の
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
に
観
光
長
官
表
彰
」
と
の
見
出
し
の
記
事
で
四
件
、
一
三
日
社
会
面
の
「
新
人
フ
ラ
ガ
ー
ル
初
舞

台
」
で
三
件
、
一
日
夕
刊
一
面
の
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
再
び
」
で
三
件
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
た
点
が
目
立
っ
て
い
る
。
震
災
被
害
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
女
性
達
が
、
社
会
面
や
一
面
で
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
位
の
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
は
、
小
説
や
舞
台
評
、
テ
レ
ビ
番
組

評
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
一
八
件
と
、
合
計
二
〇
件
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
面
に
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
掲
載
紙
面
と
は
、
か
な
り
強
い
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

四
位
の
「
マ
マ
」
に
関
し
て
は
、「
総
合
・
政
治
」
が
、
一
六
件
中
一
一
件
を
占
め
た
が
、
こ
れ
は
先
述
の
よ
う
に
、
朝
日
の
「
耕

論
」
と
い
う
オ
ピ
ニ
オ
ン
面
で
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。「
Ｏ
Ｌ
」
に
つ
い
て
は
、
朝
日
夕
刊
の
「
昭
和
史
再
訪
」
と

い
う
シ
リ
ー
ズ
で
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
一
三
件
中
一
〇
件
が
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
全
体
が
ど
の
紙
面
で
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
に
関
し
て
は
、
表
13
に
み
る
よ
う
に
、

「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
登
場
す
る
頻
度
が
六
二
件
と
最
多
で
、
男
性
の
職
業
語
総
数
二
一
三
件
中
の
二
九
・
一
％
、
次
い
で
「
総

合
・
政
治
」
が
三
九
件
、
一
八
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
経
済
」
が
二
八
件
、
一
三
・
一
％
、「
社
会
」
が
二
一
件
、
九
・
九

％
で
、
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
先
の
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
四
割
強
、「
総
合
・
政
治
」
に

三
割
弱
出
現
し
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
や
や
傾
向
が
異
な
り
、
よ
り
多
く
の
紙
面
分
野
に
分
散
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

男
性
の
職
業
語
の
使
用
頻
度
を
個
別
の
語
で
み
て
み
る
と
、
最
も
多
か
っ
た
「
Ｏ
Ｂ
」
合
計
四
一
件
の
う
ち
、
四
割
弱
の
一
五
件
が

「
経
済
」
で
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
東
京
電
力
の
人
件
費
や
年
金
に
関
す
る
読
売
の
記
事
が
経
済
面
に
掲
載
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51 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

表13 面別にみた男性の性を含み込んだ職業語(３紙合計)
(単位：件)

順位 １面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

1 ＯＢ 3 5 15 2 2 1 3 10 41

2 サラリーマン 1 12 7 2 16 1 1 40

3 ヒーロー 4 2 2 4 12 3 9 3 39

4 カメラマン 1 1 8 3 1 1 15

5 ビジネスマン 4 2 1 1 1 2 3 14

6 英雄 2 4 1 2 3 12

7 雨男 6 6

8 イクメン 5 5

9 チェアマン 3 1 4

紳士 3 1 4

11 キーマン 2 1 3

マスター 3 3

興銀マン 3 3

14 シンデレラボーイ 1 1 2

営業マン 2 2

鉄道マン 2 2

両雄 2 2

18 オヤジ 1 1

おやじさん 1 1

スポークスマン 1 1

銀行マン 1 1

イエスマン 1 1

テレビマン 1 1

マルクス・ボーイ 1 1

慶応ボーイ 1 1

国父 1 1

編集マン 1 1

牧童(カウボーイ) 1 1

ラガーマン 1 1

騎士 1 1

商社マン 1 1

晴れ男 1 1

男爵 1 1

合 計 10 39 11 28 3 9 62 16 14 21 213



さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
Ｏ
Ｂ
」
の
う
ち
、
二
割
強
の
一
〇
件
は
「
社
会
」
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
読
売
の
「
巨
人
Ｏ

Ｂ
被
災
地
児
童
を
指
導
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
中
で
の
使
用
が
、
そ
の
う
ち
の
多
く
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
合
計
四
〇
件
の
う
ち
四
割
に
あ
た
る
一
六
件
が
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
出
現
し
、
特
に
小
説
『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』
の

作
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
（
毎
日
、
五
日
夕
刊
）
の
中
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
調
査
時
期
に
、
三
号
被
保
険
や
年
金

に
関
す
る
記
事
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
、「
主
婦
（
専
業
主
婦
）」
と
対
に
な
っ
て
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
反
映
し
て
、
三
割
に
あ
た
る
一
二
件
が
「
総
合
・
政
治
」
で
、
二
割
近
く
に
相
当
す
る
七
件
が
「
経
済
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
用

い
ら
れ
て
い
た
。

三
九
件
み
ら
れ
た
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
に
関
し
て
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
の
使
用
が
一
二
件
と
目
立
っ
て
い
る
ほ
か
、「
ス
ポ
ー

ツ
」
で
も
九
件
用
い
ら
れ
て
お
り
、
両
紙
面
分
野
に
お
い
て
、
男
性
が
〞
カ
ッ
コ
イ
イ
〝
主
人
公
と
し
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
頻
度
も
、
女
性
と
同
様
、
掲
載
紙
面
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
、
既
に
み
て
き
た
よ
う
に
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
多
く
登
場
す
る
ほ
か
、「
総

合
・
政
治
」
で
も
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、「
慰
安
婦
」
の
語
が
こ
の
面
で
し
ば
し
ば
扱
わ
れ
、
ま
た
「
マ
マ
」
と
い
う
語
が
論
説

で
扱
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。「
慰
安
婦
」
は
、「
総
合
・
政
治
」
の
ほ
か
に
も
「
国
際
」
で
目
立
ち
、
ま
た
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
は

「
１
面
」
で
も
目
立
っ
た
が
、「
総
合
・
政
治
」「
国
際
」「
１
面
」
と
い
う
い
わ
ば
新
聞
の
顔
と
も
い
え
る
紙
面
分
野
に
女
性
の
性
を
含

み
込
ん
だ
職
業
語
が
出
現
す
る
の
は
、
男
性
と
比
べ
て
ご
く
限
ら
れ
た
〞
職
業
〝
に
お
い
て
の
み
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も
そ

も
、「
慰
安
婦
」
が
政
治
的
・
国
際
的
イ
ッ
シ
ュ
ー
と
な
ら
ず
、
ま
た
、「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
が
震
災
復
興
で
話
題
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
女
性
は
、
こ
れ
ら
の
面
に
、
ほ
と
ん
ど
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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最
後
に
、
紙
面
を
さ
ら
に
大
き
く
〞
硬
派
系
〝〞
軟
派
系
〝〞
社
会
系
〝
の
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
く
く
っ
て
み
て
み
る
と
、
女
性
の
性

を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
頻
度
は
、〞
硬
派
系
〝
六
〇
件
、
三
八
・
二
％
、〞
軟
派
系
〝
八
一
件
、
五
一
・
六
％
、〞
社
会
系
〝
一

六
件
、
一
〇
・
二
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
使
用
頻
度
は
、〞
硬
派
系
〝

八
八
件
、
四
一
・
三
％
、〞
軟
派
系
〝
一
〇
四
件
、
四
八
・
八
％
、〞
社
会
系
〝
二
一
件
、
九
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
三
ジ
ャ
ン
ル
へ

の
出
現
比
率
は
、
女
男
の
間
で
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑷

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
女
男
別
比
率
と
頻
度
の
違
い

グ
ラ
フ
７
は
、
女
性
な
い
し
男
性
の
性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
総
数
三
七
〇
件
を
一
〇
〇
％
と
し
た
時
の
女
男
別
内
訳
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
一
五
七
件
、
四
二
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業

語
は
二
一
三
件
、
五
七
・
六
％
と
六
割
近
く
に
達
し
て
お
り
、
男
性
の
職
業
語
の
方
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

な
お
、
今
回
、
男
性
が
就
く
職
業
で
あ
る
も
か
か
わ
ら
ず
女
性
の
性
が
入
っ
て
い
る
職
業

語
と
し
て
、「
女
形
」
が
三
紙
合
計
で
三
〇
件
、「
オ
ネ
エ
」
が
一
件
み
ら
れ
た
（
表
は
割

愛
）。
新
聞
別
内
訳
は
、「
女
形
」
が
、
朝
日
で
八
件
、
毎
日
で
八
件
、
読
売
で
八
件
、「
オ

ネ
エ
」
が
朝
日
一
件
で
あ
っ
た
。
掲
載
紙
面
別
内
訳
は
、「
女
形
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
芝

翫
の
死
去
を
扱
っ
た
記
事
（
一
〇
日
）
が
、
一
面
と
社
会
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
反

映
し
て
、「
１
面
」
で
七
件
、「
社
会
」
で
七
件
、
そ
し
て
中
村
芝
翫
を
悼
ん
だ
寄
稿
文
が
多

く
載
っ
て
い
た
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
一
三
件
が
数
え
ら
れ
た
。「
オ
ネ
エ
」
一
件
が
載

っ
て
い
た
面
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
。

一
方
、
女
性
が
就
く
職
業
語
に
男
性
の
性
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
男
役
」
と
い
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グラフ7 性別を含み込んだ職業語の
女男比(３紙合計370件)

男性の
語

57.6％
(213件)

女性の
語

42.4％
(157件)



う
語
が
、
朝
日
と
毎
日
で
各
一
件
づ
つ
み
ら
れ
た
（
表
は
割
愛
）
が
、
そ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
紙
面
は
、「
総
合
・
政
治
」
と

「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
女
性
が
就
く
特
別
な
職
業
、
男
性
が
就
く
特
別
な
職
業
は
、
歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統
芸
能
や

宝
塚
な
ど
大
衆
芸
能
の
分
野
で
は
以
前
か
ら
存
在
し
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
文
化
装
置
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た

「
女
形
」
や
「
男
役
」
と
い
う
芸
能
文
化
を
一
概
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
男
性
が
演
じ
る
女
」「
女
性
が
演
じ
る
男
」
と
い

う
性
別
二
分
法
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
。
文
化
や
芸
能
の
分
野
に
お
い
て
性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
用
い
る

際
に
は
、
使
用
す
る
側
も
、
ま
た
読
み
、
聴
き
、
観
る
側
も
、
そ
れ
ら
が
、
歴
史
的
に
限
定
さ
れ
た
〞
役やく
所どころ〝
や
表
現
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
た
上
で
記
事
を
作
成
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
接
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

⑸

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
経
年
変
化

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
分
析
の
最
後
に
あ
た
っ
て
、
使
用
頻
度
を
積
み
挙
げ
て
時
系
列
的
変
化
を
示
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
８
で

あ
る
。
グ
ラ
フ
の
左
側
は
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
頻
度
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
み
る
と
、
三
紙
合
計
で
は
八
五
年

八
九
件
、
九
一
年
一
六
二
件
、
九
六
年
二
五
七
件
と
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
も
の
が
、
〇
一
年
に
一
八
二
件
へ
と
減
少
、
そ
の
後
は

〇
六
年
一
四
九
件
、
一
一
年
一
五
七
件
と
、
ほ
ぼ
同
一
頻
度
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
各
紙
と
も
増

減
の
傾
向
は
大
体
似
通
っ
て
お
り
、
件
数
も
九
一
年
と
〇
一
年
を
除
い
て
お
お
む
ね
同
じ
よ
う
な
数
値
だ
が
、
一
一
年
は
朝
日
が
八
二

件
と
他
の
二
紙
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
日
の
記
事
中
で
、「
慰
安
婦
」「
マ
マ
」「
Ｏ
Ｌ
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
関
連
し
て
い
る
。

グ
ラ
フ
８
の
右
側
は
、
男
性
の
性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
頻
度
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
九
一
年
に
一
一
九
件
だ
っ
た
も
の

が
、
九
六
年
に
は
急
増
し
て
三
一
四
件
、
そ
の
後
は
〇
一
年
に
二
一
八
件
へ
と
減
少
し
、
〇
六
年
に
は
さ
ら
に
減
っ
て
一
四
八
件
と
、

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、
一
一
年
に
は
二
一
三
件
と
、
再
び
〇
一
年
の
水
準
に
戻
っ
た
。
各
紙
別
に
み
る
と
、
九
六
年
は
朝
日
・
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毎
日
の
二
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
〇
件
前
後
を

数
え
た
の
に
対
し
、
〇
一
年
に
は
朝
日
が
一

〇
七
件
と
、
単
独
で
全
体
の
過
半
数
近
く
を

占
め
た
。
そ
し
て
、
〇
六
年
に
な
る
と
、
毎

日
で
、
ま
た
一
一
年
に
は
毎
日
と
読
売
で
、

そ
れ
ぞ
れ
使
用
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

一
一
年
の
毎
日
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
」「
英
雄
」「
雨
男
」
が
、
読
売

で
「
Ｏ
Ｂ
」
の
ほ
か
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

「
ヒ
ー
ロ
ー
」「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
が
多
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

グ
ラ
フ
９
は
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ

職
業
語
と
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

の
合
計
を
一
〇
〇
％
と
し
て
、
両
者
の
比
率

の
経
年
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
（
八
五
年

は
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
数

え
て
い
な
い
）。
女
男
合
計
で
は
、
九
一
年

二
八
一
件
、
九
六
年
五
七
一
件
、
〇
一
年
四
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グラフ8 女男別性別職業語の経年変化(単位：件)
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〇
〇
件
、
〇
六
年
二
九
七
件
、
一
一
年
三
七
〇
件
と
い
う
よ
う

に
、
こ
の
二
〇
年
で
総
数
に
は
か
な
り
の
増
減
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
女
男
比
は
六
対
四
、
五
対
五
、
四
対
六
の
間
を
行
き
来

し
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

⑹

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
分
析

と
こ
ろ
で
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
、「
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
」
を
始
め
と
し
て
、
表
11
に
み
た
よ
う
に
、「
カ
メ

ラ
マ
ン
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」「
チ
ェ
ア
マ
ン
」「
キ
ー
マ
ン
」

「
営
業
マ
ン
」「
鉄
道
マ
ン
」
と
い
っ
た
「
マ
ン
」
が
語
尾
に
つ

く
和
製
英
語
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、「
ボ
ー
イ
」「
雄
」

「
男
」
が
語
尾
に
つ
く
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。「
イ
ク
メ
ン
」

も
、
育
児
を
す
る
男
性
（
メ
ン
）
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
に
含

め
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
マ
ン
」
と
い
う
接
尾
語
は
、
男
性
を
あ

ら
わ
す
だ
け
で
な
く
、
女
性
も
含
め
た
人
間
一
般
を
さ
し
て
用

い
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
が
さ
し
示
す
職
業
に
就

い
て
い
る
女
性
も
実
際
に
い
る
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
マ
ン
」
と
い
う
語
尾
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
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グラフ9 性別を含み込んだ職業語の女男別比率経年変化
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ら
の
職
業
に
は
男
性
が
就
く
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
に
関
し
、
記
事
中
で
の
使
用
法
を
、
①
明
ら
か
に
男
性

を
あ
ら
わ
す
用
法
（
毎
日
七
日
「（
保
険
料
納
付
を
免
除
さ
れ
る
）
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
専
業
主
婦
」
な
ど
）、
②
女
性
も
含
ん
だ
勤

め
人
一
般
を
さ
す
用
法
（
朝
日
一
四
日
「（
医
療
費
に
お
け
る
）
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
窓
口
負
担
」
な
ど
）、
③
男
性
の
会
社
員
を
さ
す
の

か
、
女
男
と
も
含
め
た
勤
め
人
を
さ
す
の
か
判
然
と
し
な
い
曖
昧
な
用
法
（
毎
日
五
日
夕
刊
「
普
通
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
ず
っ
と
会
社
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
）、
④
職
業
の
代
表
と
し
て
扱
う
用
法
（
毎
日

一
〇
日
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
」
な
ど
）
の
、
四
つ
に
分
類
し
て
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
も
そ

れ
に
準
じ
て
、
三
紙
合
計
四
〇
件
に
達
し
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
の
用
法
の
内
訳
を
み
て
み
よ

う
。表

14
は
、
そ
の
四
つ
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
、
①
明
ら
か
に
男
性
を
あ
ら
わ
す
用
法
が
朝
日
二
件
、

毎
日
六
件
、
読
売
一
五
件
の
計
二
三
件
、
②
女
性
も
含
ん
だ
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
が
朝
日
一
件
、
毎

日
二
件
、
読
売
ゼ
ロ
件
の
計
三
件
、
③
男
性
の
会
社
員
を
さ
す
の
か
、
女
男
と
も
含
め
た
勤
め
人
を
さ
す

の
か
判
然
と
し
な
い
曖
昧
な
用
法
が
朝
日
ゼ
ロ
件
、
毎
日
五
件
、
読
売
一
件
の
計
六
件
、
④
職
業
の
代
表

と
し
て
扱
う
用
法
が
朝
日
一
件
、
毎
日
四
件
、
読
売
三
件
の
計
八
件
が
み
ら
れ
た
。
毎
日
で
は
四
種
類
が

分
散
し
て
お
り
、
読
売
で
は
明
ら
か
に
男
性
を
さ
す
用
法
が
多
い
。
読
売
の
明
ら
か
に
男
性
を
さ
す
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
に
つ
い
て
の
使
用
例
と
し
て
は
、「
手
帖
に
予
定
が
び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
充

実
感
を
抱
き
、
毎
日
深
夜
ま
で
飲
み
歩
く
猛
烈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
」（
六
日
夕
刊
）
や
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
っ
た
夫
に
先
立
た
れ
た
妻
」（
一
二
日
）、
小
説
の
主
人
公
の
紹
介
と
し
て
書
か
れ
た
「
東
西
電
機
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表14 サラリーマン」の内訳
(単位：件)

記事における「サラリーマン」の意味 朝日 毎日 読売 合計

①明らかに男性を意味する用法 2 6 15 23

②女男を含め勤め人一般をさす用法 1 2 3

③曖昧な用法 5 1 6

④職業の代表として扱う用法 1 4 3 8

合 計 4 17 19 40



の
宣
伝
部
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」（
一
四
日
夕
刊
）、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

表
15
か
ら
、
掲
載
紙
面
別
に
使
用
頻
度
を
み
て
み
る
と
、
二
三
件
と
最
多
の
登
場
頻
度
で
あ
っ

た
①
明
ら
か
に
男
性
を
あ
ら
わ
す
用
法
に
つ
い
て
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
八
件
、「
総
合
・

政
治
」
で
六
件
、「
経
済
」
で
五
件
使
用
さ
れ
て
い
た
。
②
女
性
も
含
ん
だ
勤
め
人
一
般
を
さ
す

用
法
に
関
し
て
は
、
確
た
る
傾
向
が
見
出
し
づ
ら
い
。
③
男
性
の
会
社
員
を
さ
す
の
か
、
女
男
と

も
含
め
た
勤
め
人
を
さ
す
の
か
判
然
と
し
な
い
曖
昧
な
用
法
の
六
件
に
つ
い
て
は
、
全
て
が
「
文

化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
④
職
業
の
代
表
と
し
て
扱
う
用
法
は
、「
政

治
・
経
済
」
で
の
四
件
が
目
立
っ
た
。

企
業
や
官
公
庁
を
は
じ
め
雇
用
主
に
雇
用
さ
れ
給
与
を
支
払
わ
れ
て
働
く
勤
め
人
の
数
は
、
正

規
・
非
正
規
合
わ
せ
て
、
二
〇
一
六
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
女
男
合
計
で
五
三
三
三

９
）

万
人
。
全
人

口
の
四
割
を
構
成
し
、
そ
の
う
ち
女
性
が
二
四
八
四
万
人
、
男
性
は
二
八
四
九
万
人
で
、
女
性
が

四
六
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
女
性
の
勤
め
人
は
非
正
規
雇
用
が
多
い
も
の
の
、
半
数
近
く
に
達

し
よ
う
と
す
る
女
性
の
勤
め
人
を
含
め
て
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
人
び

と
や
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
そ
の
自
覚
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
「
モ
ー
レ
ツ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
や
、
新
橋
の
飲
み
屋
で
鬱
憤
を
晴
ら

す
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
根
性
」「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
文
化
」

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
悲
哀
」
な
ど
は
、
男
性
の
勤
め
人
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
〞
日
本
的
イ
メ
ー
ジ
〝

だ
が
、
そ
の
働
き
ぶ
り
や
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
、
文
化
は
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
女
性
と
男
性
を
含
め
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表15 面別にみた「サラリーマン」の内訳
(単位：件)

記事における「サラ
リーマン」の意味

1面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

①明らかに男性を意
味する用法

1 6 5 1 8 1 1 23

②女男を含め勤め人
一般をさす用法

2 1 3

③曖昧な用法 6 6

④職業の代表として
あげる

4 2 1 1 8

合 計 1 12 7 2 16 1 1 40



た
給
与
労
働
者
全
体
を
適
切
に
表
現
す
る
語
が
、
文
化
的
に
創
り
出
さ
れ
、
習
慣
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

３

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
使
用
に
よ
る
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

⑴

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語

女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
表
現
の
中
に
は
、
女
性
を
夫
や
家
な
ど
、
い
わ
ば
私
的
な
領
域
と
結
び
つ
け
て
表
現

し
、
た
と
え
ば
「
主
婦
」
の
よ
う
に
そ
の
〞
家
庭
性
〝
を
、「
夫
人
」
の
よ
う
に
夫
へ
の
〞
帰
属
性
〝
を
強
調
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
ば
を
、
本
研
究
会
は
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
と
呼
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
も
、
先
の
、
女
性
冠
詞
つ
き

の
こ
と
ば
や
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
同
様
、
新
聞
と
い
う
多
数
の
読
者
を
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
上
で
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
び
と
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
形
成
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
表
16
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
朝
日
が
九
九
件
、
毎
日
が
一

〇
八
件
、
読
売
が
一
三
五
件
、
合
計
で
三
四
二
件
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
最
も
多
く
み
ら
れ
た
語
は
「
主
婦
」
で
、
各
紙
別
で
は
朝
日
で
四
三
件
、
毎
日
で
三
一
件
、
読
売
で
六
〇
件
の
合
計
一
三

四
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
夫
人
」
で
、
朝
日
一
〇
件
、
毎
日
二
〇
件
、
読
売
一
七
件
、
合
計
四
七
件
が

数
え
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、「
本
人
の
名
」＋

夫
人
」
が
、
朝
日
五
件
、
毎
日
一
〇
件
、
読
売
六
件
、
合
計
二
一
件
で
最
も
多
か
っ

た
。
次
い
で
「
夫
人
」
の
単
独
使
用
と
「
夫
の
肩
書
き
」＋

夫
人
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
件
ず
つ
み
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
は
、
表
16
に
示

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

三
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
王
妃
」
で
、
朝
日
一
〇
件
、
毎
日
二
件
、
読
売
二
〇
件
の
合
計
三
二
件
、
以
下
、「
嫁
」
一
八
件
、「
奥

さ
ん
」
一
七
件
と
い
っ
た
表
現
が
続
く
。
他
に
も
「
お
か
み
さ
ん
」「
女
房
」「
未
亡
人
」「
姑
」
と
い
っ
た
語
が
あ
が
っ
て
い
る
。
異
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な
り
語
数
は
三
五
種
類
で
あ
っ
た
。

主
婦
」
の
具
体
的
な
使
用
例
は
、「
社
説

主
婦
の
年
金
」（
毎
日
、
一
〇
日
）
と
い
う
見
出
し
や
、「
会
津
美
里
町
の
仮
設
住
宅
に

住
む
主
婦

60
）」（
朝
日
、
九
日
）、「
５
歳
の
長
女
を
抱
え
る
区
内
の
主
婦
」（
読
売
、
一
三
日
）、「
主
婦
の
視
点
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
記
事
の
中
で
の
表
現
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。

主
婦
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
を
踏
襲
し
て
「
専
業
主
婦
」
と
い
う
表
現
も
含
め
た
が
、「
専
業
主
婦
」
だ
け
を
抜
き

出
し
て
み
る
と
、
朝
日
で
九
件
、
毎
日
で
一
三
件
、
読
売
で
一
七
件
、
合
計
三
九
件
み
ら
れ
た
。「
専
業
主
婦
」
の
具
体
的
使
用
例
と
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表16 他者との関係で女性をあらわすことば
(単位：件)

順位 朝日 毎日 読売 合計

1 主婦 43 31 60 134

2 夫人 10 20 17 47

内訳①名＋夫人 (5) (10) (6) (21)
②夫人 (2) (4) (5) (11)
③夫の肩書＋夫人 (1) (5) (5) (11)
④夫の姓＋夫人 (2) (1) (3)
⑤夫人その他 (1) (1)

3 王妃 10 2 20 32

4 嫁 5 10 3 18

5 奥さん 2 9 6 17

6 おかみさん 14 14

皇后 13 1 14

8 姫 4 1 4 9

9 妃 2 5 7

10 女房 5 1 6

11 未亡人 1 4 5

12 姑 1 3 4

13 ママ 3 3

愛人 2 1 3

花嫁 2 1 3

新婦 2 1 3

17 皇女 1 1 2

妻妾 2 2

内縁の妻 2 2

令嬢 2 2

21 プリンセス 1 1

王女 1 1

局 1 1

後妻 1 1

小姑 1 1

カカア 1 1

バアさん 1 1

姉さん女房 1 1

新妻 1 1

つや姫レディ 1 1

マダム 1 1

皇太子妃 1 1

先妻 1 1

内妻 1 1

老婦人 1 1

合 計 99 108 135 342



し
て
は
、
毎
日
七
日
の
「
経
済
観
測
」
と
い
う
コ
ラ
ム
で
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
に
お
け
る
専
業
主
婦
の
保
険
料
納
付
を
免
除
し
た

第
３
号
被
保
険
者
制
度
」
と
い
っ
た
記
述
、
ま
た
、
こ
の
語
の
使
用
件
数
が
多
か
っ
た
読
売
紙
上
の
、「
基
礎
か
ら
わ
か
る
専
業
主
婦

の
年
金
」
と
い
う
見
出
し
の
特
集
記
事
（
一
二
日
）
の
中
で
の
言
及
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
一
二
日
の
特
集
で
は
、

記
事
中
に
「
専
業
主
婦
」
が
一
七
件
も
使
わ
れ
て
い
た
（
ち
な
み
に
「
主
婦
」
は
二
件
使
わ
れ
て
い
た
）
ほ
か
、
先
述
し
た
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
明
ら
か
に
男
性
の
勤
め
人
を
さ
す
も
の
と
し
て
四
箇
所
で
使
わ
れ
て
い
た
。
会
社
に
勤
務
す
る
夫
と
、

自
分
で
保
険
料
を
払
わ
な
く
て
も
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
る
無
職
の
妻
と
が
セ
ッ
ト
で
、
か
つ
固
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

専
業
主
婦
」
は
、
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ま
た
は
自
営
で
働
い
て
い
な
い
家
事
・
育
児
に
従
事
す
る
既
婚
女
性
の
こ
と
を
さ
す
が
、

単
に
「
主
婦
」
と
い
う
場
合
、
被
雇
用
な
い
し
自
営
で
働
い
て
い
る
既
婚
女
性
も
含
め
て
、
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ど

れ
ほ
ど
厳
密
に
区
別
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
既
婚
者
の
女
性
は
、
賃
労
働
に
就
い
て
い
て
も
家
事
・
育
児
の

一
義
的
担
い
手
と
み
な
さ
れ
、
ひ
と
し
な
み
に
「
主
婦
」
と
さ
れ
て
し
ま
う
表
現
の
あ
り
方
は
、
既
婚
女
性
の
半
数
を
超
え
る
人
が
働

い
て
い
る
現
在
、
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

夫
に
付
随
す
る
妻
の
こ
と
を
さ
す
、「
夫
人
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
合
計
二
一
件
に
の
ぼ
っ
た
「
名
」＋

夫
人
」
の
例
と
し
て
は
、

野
田
佳
彦
総
理
大
臣
の
妻
に
対
す
る
「
仁
実
夫
人
」（
朝
日
、
二
日
、
読
売
、
一
五
日
）
と
の
記
述
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
合
計
一

一
件
み
ら
れ
た
「
夫
の
肩
書
き
」＋

夫
人
」
に
関
し
て
は
、「
ス
ペ
イ
ン
侯
爵
夫
人
全
財
産
捨
て
結
婚
」（
毎
日
、
七
日
夕
刊
）、「
85
歳

侯
爵
夫
人
『
金
よ
り
愛
』」（
読
売
、
七
日
）
と
い
っ
た
、「
ア
ル
バ
侯
爵
夫
人
」
に
関
す
る
見
出
し
の
記
事
で
数
多
く
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
同
じ
く
一
一
件
が
数
え
ら
れ
た
単
独
で
用
い
ら
れ
る
「
夫
人
」
に
関
し
て
も
、
こ
の
記
事
の
中
で
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。「
王
妃
」

に
関
し
て
は
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
「
ジ
ェ
ツ
ン
・
ペ
マ
王
妃
」
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
婚
」
に
関
連
し
て
、
朝
日
四
日
の
記
事
を
始
め
、
各
紙

で
扱
わ
れ
て
い
た
。
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⑵

他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語

男
性
が
、
女
性
や
家
族
な
ど
他
者
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
語
は
、
表
17
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
一
六
件
、
毎
日
一
一
件
、
読
売

一
八
件
の
、
合
計
四
五
件
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
女
男
別
比
率
に
つ
い
て
論
じ
る
箇
所
で
も
述
べ
る
が
、
女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
こ
と
ば
三
四
二
件
と
比
べ
る
と
、
使
用
頻
度
は
は
る
か
に
低
い
。

そ
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
語
は
「
皇
太
子
」
で
、
朝
日
七
件
、
毎
日
五
件
、
読
売
七
件
、
合
計
一
九
件
が
数
え
ら
れ
、
次
に
「
主

人
」
が
、
朝
日
一
件
、
毎
日
二
件
、
読
売
四
件
、
合
計
七
件
み
ら
れ
た
。
以
下
、「
王
子
」
合
計
四
件
、「
新
郎
」「
旦
那
」「
婿
」「
娘

婿
」
が
各
二
件
で
続
く
。
異
な
り
語
数
は
一
四
種
類
で
あ
っ
た
。

皇
太
子
」
は
、
日
本
の
皇
太
子
だ
け
で
な
く
、
英
国
の
皇
太
子
が
登
場
し
た
。
ま
た
「
主
人
」
に
つ
い
て
は
、「
桐
谷
夫
妻
の
一
期

一
会
」（
読
売
、
四
日
）、「
時
代
の
証
言
者

お
い
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す

岸
朝
子
」（
読
売
、
八
日
）
と
い
っ
た
見
出
し
の
記
事
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー

の
談
話
の
ほ
か
、
署
名
入
り
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

⑶

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
の
紙
面
別
傾
向

掲
載
紙
面
別
に
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
の
出
現
頻

度
が
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
か
を
、
三
紙
合
計
で
示
し
た
の
が
表

18
で
あ
る
。

ま
ず
、
合
計
一
三
四
件
と
最
も
多
か
っ
た
「
主
婦
」
の
語
は
、「
社
会
」

で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
三
三
件
と
四
分
の
一
を
占
め
、
次
い
で

「
総
合
・
政
治
」
で
二
八
件
、「
経
済
」
で
二
五
件
出
現
し
、「
生
活
」
が
二
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表17 他者との関係で男性をあらわす
ことば (単位：件)

順位 朝日 毎日 読売 合計

1 皇太子 7 5 7 19

2 主人 1 2 4 7

3 王子 3 1 4

4 新郎 1 1 2

旦那 2 2

婿 2 2

娘婿 1 1 2

8 プリンス 1 1

若旦那 1 1

主夫 1 1

嫡男 1 1

花婿 1 1

御曹司 1 1

皇子 1 1

合 計 16 11 18 45



一
件
で
続
い
た
。
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、「
主
婦
」
の
中
の
「
専
業
主
婦
」
だ
け
を
み
て
み
る
と
、「
主
婦
」
が
「
社
会
」
と
「
生

活
」
が
主
た
る
舞
台
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
こ
れ
ら
の
面
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
主
に
年
金
に
関
す
る
記
事
に
出

現
す
る
形
で
、「
経
済
」
で
一
六
件
、「
総
合
・
政
治
」
で
九
件
み
ら
れ
た
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

合
計
四
七
件
の
「
夫
人
」
に
関
し
て
は
、「
総
合
・
政
治
」
で
最
多
の
二
五
件
、
六
割
に
達
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
先
に
紹
介
し

た
よ
う
に
、
野
田
総
理
大
臣
の
妻
で
あ
る
「
仁
実
夫
人
」
が
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
毎
日
、
読
売
を
中
心

に
ス
ペ
イ
ン
の
「
侯
爵
夫
人
」
が
登
場
し
た
「
国
際
」
に
お
い
て
も
、
九
件
と
目
に
つ
く
。

合
計
三
二
件
み
ら
れ
た
「
王
妃
」
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
分
類
さ
れ
た
「
今
田
美
奈
子
華
麗
な
る
王
妃
の
食
卓
芸
術
展
」（
読

売
、
六
日
夕
刊
）
と
い
う
記
事
の
中
で
一
四
件
、
四
割
が
使
用
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
ブ
ー
タ
ン
国
王
の
結
婚
相
手
に
つ
い
て
の
記
事
が

載
っ
た
「
国
際
」
に
お
い
て
一
〇
件
を
数
え
た
。

こ
の
ほ
か
、「
嫁
」「
奥
さ
ん
」
は
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
お
か
み
さ
ん
」
が
「
１
面
」
で
一
〇
件
を

占
め
た
の
は
、
毎
日
三
日
夕
刊
の
一
面
の
「
知
り
た
い
！

落
語
家
弟
子
支
え

お
か
み
さ
ん
は
太
陽
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
の
中

で
、
落
語
家
一
門
・
林
家
の
海
老
名
香
代
子
が
、「
お
か
み
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
何
度
も
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
合
計
三
四
二
件
中
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
九
二
件
、
二
六
・

九
％
、「
総
合
・
政
治
」
が
六
九
件
、
二
〇
・
二
％
、「
社
会
」
が
六
〇
件
、
一
七
・
五
％
と
、
合
計
六
割
強
が
こ
の
三
ジ
ャ
ン
ル
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
男
性
が
他
者
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
か
を
、
掲
載
紙
面
別
に
み
た
の
が
表
19
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
の

「
皇
太
子
」
は
、
一
九
件
中
七
割
を
占
め
る
一
三
件
が
「
社
会
」
で
扱
わ
れ
て
い
た
。「
主
人
」
は
「
生
活
」「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で

各
二
件
み
ら
れ
、
あ
と
は
他
の
紙
面
に
一
件
づ
つ
で
分
散
し
て
い
る
。

63 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)
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表18 面別にみた他者との関係で女性をあらわすことば(３紙合計)
(単位：件)

順位 １面 総合・政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

1 主婦 4 28 2 25 21 14 7 33 134

2 夫人 3 25 9 6 1 3 47

3 王妃 1 3 10 2 14 2 32

4 嫁 1 10 1 6 18

5 奥さん 4 1 7 2 1 2 17

6 おかみさん 10 4 14

皇后 1 13 14

8 姫 9 9

9 妃 1 2 1 3 7

10 女房 1 5 6

11 未亡人 4 1 5

12 姑 4 4

13 ママ 3 3

愛人 2 1 3

花嫁 1 1 1 3

新婦 1 2 3

17 皇女 2 2

妻妾 2 2

内縁の妻 2 2

令嬢 2 2

21 プリンセス 1 1

王女 1 1

局 1 1

後妻 1 1

小姑 1 1

カカア 1 1

バアさん 1 1

姉さん女房 1 1

新妻 1 1

つや姫レディ 1 1

マダム 1 1

皇太子妃 1 1

先妻 1 1

内妻 1 1

老婦人 1 1

合 計 21 69 25 25 5 27 92 14 4 60 342



全
体
と
し
て
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
合
計

四
五
件
中
、「
社
会
」
に
お
い
て
一
五
件
、
三
三
・
三
％
が
用
い
ら
れ
て
お
り

（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
皇
太
子
」
で
あ
る
）、
次
い
で
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
の

一
三
件
、
二
八
・
九
％
が
主
た
る
掲
載
面
と
な
っ
て
い
る
。「
１
面
」
に
お
い

て
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
、「
１
面
」「
総
合
・
政
治
」「
国
際
」「
経
済
」「
科
学
」
を
〞
硬
派

系
〝、「
教
育
」「
生
活
」「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」「
地
域
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
〞
軟

派
系
〝、「
社
会
」
を
〞
社
会
系
〝
と
、
大
き
く
三
つ
に
く
く
っ
た
紙
面
ジ
ャ
ン

ル
別
に
、
女
性
を
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
す
語
の
使
用
頻
度
を
み
て
み
る

と
、〞
硬
派
系
〝
で
一
四
〇
件
、
四
一
・
〇
％
、〞
軟
派
系
〝
で
一
四
二
件
、
四

一
・
五
％
、〞
社
会
系
〝
で
六
〇
件
、
一
七
・
五
％
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、

男
性
を
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
す
語
に
関
し
て
は
、〞
硬
派
系
〝
一
一
件
、

二
四
・
四
％
、〞
軟
派
系
〝
一
九
件
、
四
二
・
三
％
、〞
社
会
系
〝
一
五
件
、
三

三
・
三
％
と
、
出
現
頻
度
自
体
が
、
女
性
に
比
べ
て
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
大
幅

に
低
い
ほ
か
、
女
性
と
異
な
り
、
硬
派
系
の
面
に
登
場
す
る
割
合
が
極
度
に
低

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
治
や
国
際
な
ど
〞
硬
派
〝
の
紙
面
に
男
性
は
主

に
主
体
と
し
て
登
場
し
、
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
う
事
実
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

65 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

表19 面別にみた他者との関係で男性をあらわすことば(３紙合計)
(単位：件)

順位 1面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

1 皇太子 2 3 1 13 19

2 主人 1 2 2 1 1 7

3 王子 2 1 1 4

4 新郎 1 1 2

旦那 1 1 2

婿 1 1 2

娘婿 1 1 2

8 プリンス 1 1

若旦那 1 1

主夫 1 1

嫡男 1 1

花婿 1 1

御曹司 1 1

皇子 1 1

合 計 6 4 1 3 13 3 15 45



⑷

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
の
女
男
別
比
率
と
頻
度
の
違
い

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
三
四
二
件
お
よ
び
男
性
が
あ
ら

わ
さ
れ
る
こ
と
ば
四
五
件
の
合
計
三
八
七
件
を
一
〇
〇
％
と
し
て
、
女
男
別
の
内
訳

を
示
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
10
で
あ
る
。
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語

が
三
四
二
件
、
八
八
・
四
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら

わ
さ
れ
る
語
は
四
五
件
、
一
一
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
の
種
類
（
異
な

り
語
数
）
は
、
三
五
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
男
性
は
一
四
語
で
あ
り
、
大
き
な
開

き
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
符
合
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑸

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語

の
経
年
変
化

女
性
な
い
し
は
男
性
が
、
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
に
関
し
て
、
新
聞
ご
と
に
積
み
上
げ
、
経
年
変
化
を
み
た
も
の
が
グ

ラ
フ
11
で
あ
る
。
ま
ず
グ
ラ
フ
の
左
側
で
、
女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
の
推
移
を
み
る
と
、
三
紙
合
計
の
件
数
は
、

八
五
年
に
五
七
九
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
に
は
二
八
一
件
へ
と
大
き
く
減
少
。
そ
の
後
九
六
年
に
三
七
〇
七
件
へ
と
増
加
し
た

も
の
の
、
〇
一
年
に
は
二
五
八
件
へ
と
再
び
減
少
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
〇
六
年
に
は
二
八
七
件
、
一
一
年
に
は
三
四
二
件
と
、
こ

の
二
回
で
ま
た
少
し
ず
つ
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
各
年
と
も
三
紙
間
で
は
そ
れ
ほ
ど
極
端
な
件
数
の
違
い
は
み
ら
れ
ず
、

増
減
の
仕
方
も
比
較
的
類
似
し
て
い
る
。

グ
ラ
フ
11
の
右
側
は
、
男
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
八
五
年
六
三
件
、
九
一
年
三
五
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グラフ10 他者との関係で性別を
あらわすことば
(３紙合計387件)

他者との関係で男性
をあらわすことば
11.6％(45件)

他者との関係で女性
をあらわすことば
88.4％(342件)



件
、
九
六
年
三
七
件
、
〇
一
年
四
三
件
、
〇
六
年

八
三
件
、
一
一
年
四
五
件
と
増
減
し
て
い
る
が
、

確
た
る
傾
向
は
見
い
出
し
に
く
い
。
ま
た
、
各
紙

別
に
も
大
差
は
み
ら
れ
な
い
。

グ
ラ
フ
12
は
、
女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
語
と
男
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ

さ
れ
る
語
を
合
計
一
〇
〇
％
と
し
、
両
者
の
比
率

の
経
年
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
女
男
合
計
総

数
は
、
八
五
年
六
四
二
件
、
九
一
年
三
一
六
件
、

九
六
年
四
〇
七
件
、
〇
一
年
三
〇
一
件
、
〇
六
年

三
七
〇
件
、
一
一
年
三
八
七
件
と
い
っ
た
増
減
を

示
し
て
い
る
。
女
男
そ
れ
ぞ
れ
実
数
値
は
年
に
よ

っ
て
異
な
る
も
の
の
、
女
男
別
比
率
は
、
〇
六
年

の
八
対
二
を
除
い
て
、
全
て
が
ほ
ぼ
九
対
一
で
推

移
し
て
い
る
。

67 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

グラフ11 女男別他者との関係で性別をあらわすことばの
経年変化(単位：件)
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４

女
性
で
あ
る
こ
と
が
不
必
要
に
強
調
さ
れ
る

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

⑴

女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

私
た
ち
は
、
往
々
に
し
て
性
別
、
人
種
や
民
族
な

ど
に
対
す
る
単
純
化
さ
れ
、
類
型
化
さ
れ
た
先
入
観

や
固
定
観
念
に
よ
っ
て
、
他
者
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
あ
る
。
中
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、
人
び
と
の
意
識
に
深
く
根
づ
い

て
お
り
、
女
性
に
対
す
る
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
要

因
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ

プ
マ
ン
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
機
能
と
し
て
、
第

一
に
、
認
知
に
対
す
る
経
済
性
、
す
な
わ
ち
手
間
を

か
け
ず
に
対
象
を
認
識
で
き
る
こ
と
、
第
二
に
、
自

己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
防
衛
す
る
、
す
な
わ
ち

理
解
不
能
な
も
の
に
よ
っ
て
自
分
の
存
立
や
自
尊
心

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
あ
げ
て

10
）

い
る
。

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
こ
れ
ま
で
、
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グラフ12 他者との関係で性別をあらわすことばの女男比率経年変化
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女
性
に
つ
い
て
の
紋
切
り
型
表
現
を
、
①
「
女
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
、
②
「
母
親
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現
、
③
「
主
婦
役
割
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
、
④
性
的
存
在
・
そ
の
他
の
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
、
の
四
つ
に
大
き
く
分
類
し
て
、
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、「
女
ら
し
さ
」「
母
親
ら
し
さ
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
下
位
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
関
す
る
二
〇
一
一
年
の
調
査
結
果
の
数
値
と
記
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
表
20
で
あ
る
。
ま
ず
、「
女

ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
文
章
や
表
現
の
う
ち
、
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
、
朝
日
三
一
件
、
毎
日
二
六

件
、
読
売
一
九
件
の
合
計
七
六
件
み
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
テ
ニ
ス
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
た
ラ
ド
ワ
ン
ス
カ
に
関
す
る
「
淡
い

ピ
ン
ク
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
青
色
の
コ
ー
ト
に
映
え
た
」
と
い
う
記
述
（
朝
日
、
二
日
）、
ブ
ー
タ
ン
の
国
王
の
妻
に
関
す
る
「
若
い
国

王
に
市
井
の
美
女
」
と
い
う
見
出
し
（
朝
日
、
四
日
夕
刊
）、
一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
で
活
躍
し
た
チ
ャ
ス
ラ
フ
ス
カ
に
つ
い
て
の

「『
五
輪
の
名
花
』
20
年
ぶ
り
の
来
日
」
と
い
う
見
出
し
（
毎
日
、
九
日
）、
中
国
の
少
数
民
族
・
満
族
の
伝
統
人
形
を
「
満
族
は
美
人

が
多
い
と
さ
れ
、
目
鼻
立
ち
の
つ
く
り
も
繊
細
だ
」
と
形
容
す
る
記
事
（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
女
性
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
、
表
20
二
段
目
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
六
三
件
、
毎
日
三
六

件
、
読
売
五
四
件
、
三
紙
合
わ
せ
て
一
五
三
件
に
達
し
た
。
こ
れ
は
、
全
分
類
項
目
中
最
多
で
あ
り
、
女
性
に
対
す
る
全
て
の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現
四
四
四
件
中
の
三
四
％
を
占
め
て
い
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
を
解
説
し
た
「
不
実
な

男
と
知
り
つ
つ
ひ
か
れ
て
や
ま
な
い
女
心
」（
朝
日
、
三
日
）、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
を
「
汚
職
許
さ
ぬ

『
鉄
の
女
』」
と
打
ち
出
す
見
出
し
（
朝
日
、
八
日
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
に
女
性
冠
詞
の
箇
所
で
言
及
し
た
「
女
子
力
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
分
類
し
た
。「
身
に
着
け

る
物
や
香
水
に
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、
女
子
力
は
半
端
な
く
高
い
」（
読
売
、
五
日
夕
刊
）
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
「
女
ら
し
い
」
と
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表20 女性に関するステレオタイプに基づく表現
(単位：件)

記 事 例 朝日 毎日 読売 合計

容姿、服装、
年齢などに関
するもの

「淡いピンクのユニフォームが青色のコートに映
えた」「清楚な美少女」「職場の花」（朝日）「肌
を露出したドレス姿のお嬢さんがなんと多いこ
と」「妖精のような美少女」「６人の美女が笑顔
で「アニョハセヨ」と出迎えてくれた」（毎日）
「きゃしゃな体、あどけない顔立ち」「満族は美
人が多いとされ」（読売）

31 26 19 76

女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
（
女
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割などに関
するもの

「汚職許さぬ「鉄の女」」「夫を影で支えた妻」
「不実な男と知りつつひかれてやまない女心」
「男の子が身近にいると「かわいいところを見せ
なきゃ」と常に視線を意識してしまい、あえて
自分を弱く見せる」「着物を着ると、女性はみん
な目が変わる」（朝日）「魔女的」「しなやかでた
くましい女性の存在」（毎日）「女子力」「「お得
感」もあり女性に人気」「心身のリラックスやダ
イエットの効果が期待でき、幅広い女性から支
持されている」「女性らしい素顔の一方で、こと
野球に関しては一途」「女性向けのカラフルなス
ポーツタイプ」（読売）

63 36 54 153

その他の女性
に関するステ
レオタイプ

「「ドラマ10」は家事を終えた女性が深く浸れる
内容」「アフリカ人女性初の平和賞を受賞」「女
の戦い」（朝日）「なでしこ型政治」「女性の地位
向上は政治体制の民主化を準備するという側面
を持つ」（毎日）「女子会」「婚期を逸しそうな三
女」「小学校の頃バイオリンを習っていたんです
が、当時、女の子の習い事というイメージ」（読
売）

36 18 17 71

小 計 130 80 90 300

女性は母にな
るなるものと
の前提に立つ
もの

「インテリ女でも例外なく５人も６人も子供を産
み」（朝日）「４人の子どもを持つ母でもある」
（毎日）

1 1 2母
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
（
母
親
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割に関する
もの

「発展で失ったものも多い。その一つは「母性」
ではないでしょうか」（朝日）「２児の母ならで
ばの切羽詰まった悲痛なやり取り」「赤ちゃんを
抱いたお母さん」「まさに「母は強し」です」
（毎日）「母親ならではの歌詞がほほえましい」
「母の一人は「街中よりは安心だけど安全な
（略）場所ではやく遊ばせたい」と願う」「元女
優でお母さんの小桜葉子さんは明るく、太っ腹」
（読売）

14 20 28 62

その他の母親
に関するステ
レオタイプ

「「母」という存在のノスタルジーが国を越えて
共感を呼ぶのだろう」「革命の母」「市民は「マ
マ・サーリーフ」と親しみを込めて呼ぶ」（朝
日）「母なる宗教」「ママ友」「私にとってそれは
母の味」（毎日）「32歳で３人の子の母親でもあ
る」「結婚・出産を経ての６作目」「聖母のよう
な存在」「一児の母である（略）外資系女性社
員」（読売）

13 9 19 41

小 計 28 30 47 105



い
う
こ
と
ば
で
女
性
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
も
の
が
、
最
近
は

「
女
子
力
」
と
い
う
新
た
な
装
い
を
ほ
ど
こ
し
た
こ
と
ば
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

女
ら
し
さ
」
に
関
す
る
そ
の
他
の
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
表
20
三
段
目
に

示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
三
六
件
、
毎
日
一
八
件
、
読
売
一
七
件
の
合
計
七
一
件
が
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
た
。
記
事
の
具
体
例
と
し
て
は
「
生
鮮
野
菜
を
扱
う
店
を
増
や
し
、
女
性
客
の
割
合
を

今
の
35
％
か
ら
早
期
に
40
、
50
％
に
上
げ
た
い
」（
朝
日
、
一
四
日
）、「
初
の
女
性
鑑
識
官
」

（
毎
日
、
四
日
夕
刊
）、「
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
、
女
の
子
の
習
い

事
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
か
っ
た
」（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
表
現
が

み
ら
れ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
サ
ー
リ
ー
フ
を
「
ア
フ
リ
カ
初
の
女
性
大
統
領
」

（
毎
日
、
八
日
）
と
記
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
記
事
も
、
こ
こ
に
分
類
し
て

11
）

あ
る
。

ま
た
、「『
女
子
会
』
花
盛
り
」（
読
売
、
五
日
）
と
い
う
見
出
し
に
お
け
る
「
こ
の
店
で

女
子
会
を
開
く
場
合
、（
略
）
デ
ザ
ー
ト
盛
り
合
わ
せ
を
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ
ン
デ
ュ
に

変
え
ら
れ
る
ほ
か
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
な
ど
が
食
べ
放
題
と
な
る
」
と
い
う
記
述
の
よ
う
に
、

「
女
子
会
」
と
い
う
こ
と
ば
が
し
ば
し
ば
登
場
し
、
こ
の
こ
と
ば
に
ま
つ
わ
る
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
表
現
が
み
ら
れ
た
。「
女
子
会
」
の
ほ
か
に
も
、「
○
○
女
子
」「
○
○
ガ
ー
ル
」
な
ど
、

「
女
子
」
や
「
ガ
ー
ル
」
と
い
う
語
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年

の
中
頃
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

肉
食
女
子
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
〇
六
年
に
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
深
澤
真
紀
が
最
初
に
命
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記 事 例 朝日 毎日 読売 合計

主
婦
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現

主婦の役割に
関するもの

「お正月の支度をするのは女ばかりで、男は知ら
ん顔で映画を見に行く」（朝日）「調理全般はマ
マの担当でした」（毎日）「50～60歳代の主婦層
に人気という」「主婦の視点でのアドバイス」
「結婚以来、欠かさず作ってきた夫のお弁当」
（読売）

1 2 8 11

そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ 性的存 在、

妻・嫁・姑役
割等

「商売女」「夫の出世のために自宅でパーティー
を開く」「嫁入り」（朝日）「夫の陰で奮闘する噺
家の「おかみさん」」「世話女房」「もっとも「ト
ルコ風呂」といっても現在のソープランドとは
違い、水着姿の女性がサービスするだけなのだ
が」「首相の女房役の藤村修官房長官」（毎日）
「復帰を支えたジリアン夫人」「若妻」（読売）

7 13 8 28

合 計 166 125 153 444



名
し
た
と
さ
れ
て
い

12
）

る
が
、
同
時
期
に
深
澤
が
名
づ
け
た
「
草
食
男
子
」
は
、
〇
九
年
の
流
行
語
大
賞
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
選
ば
れ
た
。

マ
ン
ガ
家
・
安
野
モ
ヨ
コ
が
名
付
け
親
と
な
っ
て
、
同
じ
く
〇
九
年
の
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
「
女
子
力
」
の
ほ
か
、

「
女
子
会
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
二
〇
一
〇
年
の
流
行
語
ト
ッ
プ
テ
ン
に
あ
が
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、「
山
ガ
ー
ル
」「
森
ガ
ー
ル
」

「
写
ガ
ー
ル
」
な
ど
、
若
い
女
性
を
さ
す
「
ガ
ー
ル
」
と
い
う
英
語
を
付
帯
し
た
新
造
語
を
眼
に
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
「
女
子
」

や
「
ガ
ー
ル
」
の
つ
く
こ
と
ば
の
多
用
は
、
女
性
が
様
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
気
運
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

一
方
で
、
時
代
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
女
子
」
で
あ
る
こ
と
に
価
値
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
の
疑
念
も
、

ぬ
ぐ
い
き
れ

13
）

な
い
。

こ
れ
ら
「
女
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
小
計
す
る
と
、
表
20
の
よ
う
に
、
朝
日
が
一
三
〇
件
で
最
多
、
毎
日
は

八
〇
件
で
や
や
少
な
く
、
読
売
は
九
〇
件
、
三
紙
合
計
で
三
〇
〇
件
と
な
っ
た
。

次
に
、「
母
親
ら
し
さ
」
を
め
ぐ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
し
て
、
女
性
は
母
親
に
な
る
も
の
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
表
現
は
、

表
20
四
段
目
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
で
一
件
、
毎
日
一
件
の
計
二
件
が
み
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
表
20
五
段
目
の
母
親
の
心
理
、

行
動
、
役
割
に
関
し
て
は
、
朝
日
一
四
件
、
毎
日
二
〇
件
、
読
売
二
八
件
と
、
合
計
六
二
件
に
達
し
た
。
記
事
と
し
て
は
、「
女
手
一

つ
で
あ
あ
い
っ
た
商
売
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
」（
朝
日
、
六
日
）、「
時
折
笑
う
様
子
は
指
導
者
と
い
う
よ
り
も
、
ア
フ
リ
カ
の

典
型
的
な
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
振
る
舞
い
で
も
あ
っ
た
」（
毎
日
、
八
日
）、「
で
も
、
一
番
お
い
し
い
の
は
『
マ
マ
が
作
っ
た
ご
は
ん
』

と
い
う
歌
詞
が
、
共
感
を
呼
び
そ
う
だ
」（
読
売
、
五
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
、
母
親
と
し
て
の
役
割
を
決
め
つ
け
る
よ
う
な
文
章
や
紋

切
り
型
の
文
章
が
目
立
っ
た
。

表
20
六
段
目
の
そ
の
他
の
母
親
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
つ
い
て
は
、
朝
日
一
三
件
、
毎
日
九
件
、
読
売
一
九
件
の
合
計

四
一
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、「
市
民
は
『
マ
マ
・
サ
ー
リ
ー
フ
』
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ぶ
」（
朝
日
、
八
日
）、「
二
三
子
は
ネ
パ
ー
ル
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を
訪
れ
る
日
本
人
登
山
隊
の
隊
員
か
ら
母
親
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
る
」（
朝
日
、
一
一
日
夕
刊
）、「
命
の
母
な
る
水
は
遠
い
宇
宙
か

ら
の
恵
み
だ
っ
た
か
」（
毎
日
、
六
日
夕
刊
）、「
32
歳
で
３
人
の
子
の
母
親
で
も
あ
る
」（
読
売
、
八
日
）、
な
ど
の
記
事
を
例
と
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
嵐
会
で
は
、
マ
マ
友
と
の
会
話
に
あ
り
が
ち
な
家
庭
や
学
校
、
仕
事
の
愚
痴
が
な
い
」（
読
売
、
四

日
）
の
よ
う
に
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
ば
で
あ
る
「
マ
マ
友
」
と
い
う
こ
と
ば
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
、
こ
こ
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
こ

の
文
章
は
ま
た
、「
母
親
た
ち
の
会
話
は
家
庭
や
学
校
、
仕
事
の
愚
痴
を
言
い
合
う
も
の
だ
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
る

と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
「
母
親
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
小
計
す
る
と
、
朝
日
二
八
件
、
毎
日
三
〇
件
、
読
売

四
七
件
の
合
計
一
〇
五
件
と
な
っ
た
。

表
20
下
段
の
、「
主
婦
役
割
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
朝
日
一
件
、
毎
日
二
件
、
読
売
八
件
の
合
計
一
一
件
が
数
え

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
勤
め
人
の
夫
と
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
従
事
す
る
妻
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
解
説
の
ほ
か
、
前
節
で
も
紹
介
し
た
「
主
婦
の
視
点
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
」（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
、
十
年
一
日
の
ご
と
き
紋
切
り
型
の
表
現
が
み
ら
れ
た
。

最
後
に
、
表
20
最
下
段
「
そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」
に
お
け
る
、
女
性
を
性
的
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
と
、「
嫁
」
や
「
姑
」
を
含
む
「
妻
」
役
割
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
つ
い
て
み
る
と
、
朝
日
七
件
、
毎
日
一
三
件
、

読
売
八
件
の
合
計
二
八
件
が
み
ら
れ
、「（
Ｂ
Ｇ
は
）
俗
語
で
『
商
売
女
』
の
意
味
」（
朝
日
、
一
日
夕
刊
）、「
夫
唱
婦
随
で
始
め
た
１

軒
の
喫
茶
店
」（
毎
日
、
四
日
）、「
い
い
世
話
女
房
ぶ
り
」（
毎
日
、
一
三
日
夕
刊
）、「
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
公
私
と
も
に
自
分
を
支

え
て
き
た
妻
」（
読
売
、
一
三
日
夕
刊
）、
と
い
っ
た
記
述
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
内
閣
官
房
長
官
や
野
球
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
、「
女
房
役
」
と
い
う
〞
決
ま
り
文
句
〝
が
、
今
回

も
三
件
み
ら
れ
た
。
総
理
大
臣
や
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
支
え
る
役
柄
を
こ
の
よ
う
に
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
男
性
に
つ
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い
て
の
表
現
で
は
あ
る
も
の
の
、
妻
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、「
妻
役
割
」
に
関
す

る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
含
む
「
そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」
に
分
類
し
て
い
る
。「
首
相
の
女
房
役
の
藤
村
修
官
房
長
官
」

（
毎
日
、
一
五
日
）、「
首
相
就
任
時
に
女
房
役
で
あ
る
官
房
長
官
に
大
平
を
起
用
し
た
こ
と
」（
読
売
、
一
日
）、
と
い
っ
た
政
治
関
係

の
記
事
や
、
東
都
大
学
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
す
る
「
序
盤
に
先
制
さ
れ
て
も
、
女
房
役
が
途
中
交
代
し
て
も
」（
読
売
、
一
四
日
）

と
い
っ
た
表
現
は
、
ま
さ
に
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
男
性
が
総
理
大
臣
や
投
手
と
い
う
主
役
と
し
て
登
場
し
、
一
方
で
、
そ
の
主

役
の
男
性
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
脇
役
の
男
性
が
、
表
に
出
て
来
な
い
存
在
で
あ
る
妻＝

女
房
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
語
ら
れ
て
い
る
。

⑵

男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

そ
れ
で
は
、
男
性
に
つ
い
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
種
類
や
分
量
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

表
21
に
示
し
た
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
う
ち
、
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
関
す
る
も
の
は
、
朝
日
二

三
件
、
毎
日
一
一
件
、
読
売
一
九
件
の
合
計
五
三
件
み
ら
れ
た
。「
若
さ
や
容
姿
も
合
わ
せ
、
身
近
な
国
王
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
集

め
る
」（
朝
日
、
四
日
）、「
当
時
の
二
枚
目
の
中
で
も
ず
ば
抜
け
て
美
男
子
だ
っ
た
」（
朝
日
、
一
五
日
）、「
１
９
３
セ
ン
チ
の
長
身
。

素
足
で
彫
刻
を
磨
く
姿
が
画
に
な
る
」（
毎
日
、
六
日
）、「
紺
色
の
ス
ー
ツ
に
薄
い
紫
色
の
ネ
ク
タ
イ
姿
で
」（
読
売
、
六
日
夕
刊
）、

「
ダ
ン
デ
ィ
ー
で
銀
座
好
き
（
な
渡
辺
温
）」（
読
売
、
一
四
日
）、「
彫
り
の
深
い
顔
立
ち
と
鋭
い
眼
光
で
周
囲
を
睨
む
姿
」（
読
売
、
一

五
日
）
な
ど
、「
イ
ケ
メ
ン
」（
朝
日
、
一
日
ほ
か
）
と
い
う
こ
と
ば
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
、
男
性
の
容
貌
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

〞
い
い
男
ぶ
り
〝
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
事
は
少
な
く
な
い
。
一
方
で
、「
風
采
が
上
が
ら
ず
、
75
歳
の
後
期
高
齢
者
」（
毎
日
、
一
日
）

と
い
っ
た
〞
冴
え
な
い
男
〝
に
つ
い
て
の
紋
切
り
型
表
現
も
み
ら
れ
た
。

男
性
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
表
21
二
段
目
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
で
四
六
件
、
毎
日

で
二
六
件
、
読
売
で
六
四
件
み
ら
れ
、
合
計
す
る
と
一
三
六
件
に
達
し
た
。
こ
れ
は
、
全
男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
二
五
四
件
の
五
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表21 男性に関するステレオタイプに基づく表現
(単位：件)

記 事 例 朝日 毎日 読売 合計

容姿、服装、
年齢などに関
するもの

「女性を惑わせる繊細な色男役が似合った」「若
さや容姿も合わせ、身近な国王として絶大な人
気を集める」（朝日）「風采が上がらず、75歳の
後期高齢者」「193センチの長身。素足で彫刻を
磨く姿が画になる」「ハンサムな慶大生」（毎日）
「紺色のスーツに薄い紫色のネクタイ姿で」「超
イケメン」（読売）

23 11 19 53

男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
（
男
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割などに関
するもの

「裏表のないピュアな男」「永遠の釣り少年」（朝
日）「恨みつらみなどまったく持たないのが落合
博満という男だ」「姫守る兵士のキャラ」「わん
ぱく坊主」「男は黙って、の「美学」」（毎日）
「最近は男の人が草食系と言われ熱いものを失っ
ている。今こそ血を濃くして熱さを取り戻す」
「熱血漢」「男ってことへのプライドが」「凛々し
い」「やる時は、やる男」（読売）

46 26 64 136

その他の男性
に関するステ
レオタイプ

「ちょい悪オヤジ」「ラッキーボーイ」（朝日）
「党の清新なイメージづくりを担う」（毎日）「政
治の世界を理解していないサラリーマン的発想
だ」（読売）

8 6 6 20

小 計 77 43 89 209

男性は父にな
るなるものと
の前提に立つ
もの

「将来のイクメン」「前回の優勝時には生まれて
いなかった（略）まな娘の夢を叶えた最高の父」
（読売）

2 2
父
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
（
父
親
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割に関する
もの

「子どもと妻のことを思うと、危険な原発はすぐ
にも廃止してほしい」「自分を鍛えてくれる父を
まだ求めている」（朝日）「伊藤さんはお父さん
のようにあったかくて、面白くて」（毎日）「上
原謙さんは家庭的なお父さんでした」「厳格な
父」「娘を嫁に出した父親の寂しさ」「家でも父
親として君臨していたが」（読売）

16 2 13 31

その他の父親
に関するステ
レオタイプ

「大黒柱」（朝日）「建国の父」（毎日） 2 2 4

小 計 18 4 15 37

夫
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現

夫の役割に関
するもの

「家族愛と反骨心が今回も山崎を奮い立たせた」
「食事を妻にまかせきりでは、自分の摂取カロリ
ーを調整できない」（朝日）「夫唱婦随で始めた
一軒の喫茶店」（毎日）

2 1 3

そ
の
他
の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ

性的存在、そ
の他

「看板に「トルコ風呂・温泉のデパート」とあ
る。信州からやって来たうぶな若者が「何です
か、これ」と聞くと」（毎日）「色男」「川で洗濯
をする女がむき出しにしていた白い脛を見た仙
人が、空を飛ぶ神通力を失い、地上に落ちた話」
「モテ男」（読売）

2 3 5

合 計 97 50 107 254



四
％
に
相
当
し
、
女
性
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
全
女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
占
め
る
割

合
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。「
問
題
を
普
遍
化
し
て
客
観
的
な
正
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
男
性
的
な
倫
理
」（
朝
日
、
二
日
）、「
あ
の

日
の
男
泣
き
が
、
失
わ
れ
か
け
て
い
た
カ
ル
プ
ス
人
気
を
復
活
さ
せ
た
」（
朝
日
、
六
日
夕
刊
）、「
男
は
黙
っ
て
、
の
『
美
学
』
か
」

（
毎
日
、
一
四
日
夕
刊
）、「（
無
精
子
症
と
わ
か
り
）
男
の
プ
ラ
イ
ド
が
崩
れ
そ
う
な
出
来
事
に
見
舞
わ
れ
る
」（
読
売
、
六
日
夕
刊
）、

「
真
に
不

独
立
の
男
子
の
生
涯
と
は
い
か
な
る
も
の
か
」（
読
売
、
八
日
）、「
最
近
は
男
の
人
が
草
食
系
と
言
わ
れ
熱
い
も
の
を
失
っ

て
い
る
。
今
こ
そ
血
を
濃
く
し
て
熱
さ
を
取
り
戻
す
」（
読
売
、
一
二
日
夕
刊
）、「
男
と
し
て
の
生
き
方
の
ポ
リ
シ
ー
」（
読
売
、
一
四

日
夕
刊
）
な
ど
、
男
は
〞
勇
ま
し
く
〝
あ
る
べ
し
と
い
っ
た
形
容
が
、
乱
用
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、「
最
近
話
題
の
『
年
の

差
婚
』。
男
性
の
夢
？
」（
朝
日
、
一
二
日
）
と
い
っ
た
表
現
も
み
ら
れ
た
。「
年
の
差
」
と
は
、
通
常
、
男
性
が
年
上
で
女
性
が
か
な

り
年
下
の
ケ
ー
ス
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
も
〞
勇
ま
し
さ
〝
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
果
実
系
男
子
」（
朝
日
、
一
五
日
）、「
レ
ギ
ン
ス
男
子
」（
読
売
、
八
日
）、「
ジ
ー
パ
ン
刑
事
と
は
対
極
の
草
食

系
男
子
」（
読
売
、
八
日
夕
刊
）
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
表
現
も
出
て
き
て
い
る
。「
〇
〇
系
男
子
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
に
み
る

よ
う
に
、
女
性
の
も
の
と
さ
れ
る
趣
味
を
持
ち
、
行
動
様
式
を
取
る
、
あ
ま
り
〞
勇
ま
し
く
な
い
〝
男
性
を
、「
男
子
」
と
呼
ぶ
よ
う

で
あ
る
。

そ
の
他
の
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
表
21
三
段
目
に
み
る
よ
う
に
、
朝
日
八
件
、
毎
日
六
件
、
読

売
六
件
の
合
計
二
〇
件
が
数
え
ら
れ
た
。
具
体
的
な
記
事
例
と
し
て
は
、「『
母
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
』
こ
ら
え
き
れ
ぬ
よ
う
に
顔
を
く

し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
た
照
之
の
涙
は
、
45
年
間
の
雪
を
溶
か
す
に
十
分
、
熱
か
っ
た
」（
朝
日
、
七
日
）、「
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
」（
朝
日
、

八
日
）、「（
小
泉
進
次

衆
議
院
議
員
は
）
党
の
清
新
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
担
う
」（
毎
日
、
七
日
）
と
い
っ
た
記
述
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、「
ち
ょ
い
悪
オ
ヤ
ジ
」（
朝
日
、
七
日
）
と
い
う
こ
と
ば
も
流
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
分
類
し
た
。

76國學院法學第54巻第4号 (2017)



な
お
、「
成
人
男
性
約
１
０
０
人
分
の
致
死
量
に
あ
た
る
15
・
06
グ
ラ
ム
を
紛
失
し
た
と
発
表
し
た
」（
読
売
、
七
日
）
と
い
う
記
事

が
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
こ
う
い
う
と
き
に
「
男
性
」
が
例
に
あ
げ
ら
れ
る
の
か
。
公
正
で
正
確
な
表
現
が
、
も
と
め
ら
れ
る
事
実
報
道
に

お
い
て
さ
え
、
男
性
標
準
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
当
然
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
小
計
す
る
と
、
表
21
に
み
る
よ
う
に
、
朝
日
七
七
件
、
毎
日
四
三
件
、

読
売
八
九
件
の
、
三
紙
合
わ
せ
て
二
〇
九
件
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
、「
父
親
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
う
ち
、
男
性
は
父
に
な
る
も
の
と
の
前
提
に
立
つ
表
現
は
、
表
21
四
段

目
に
示
し
た
よ
う
に
、
読
売
で
二
件
み
ら
れ
た
の
み
だ
っ
た
。「
将
来
の
〞
イ
ク
メ
ン
〝
間
違
い
な
し
？
」（
一
三
日
夕
刊
）
の
よ
う

な
、「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
先
に
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
る
が
、
文
脈
に
よ
っ
て

「
父
親
に
な
る
も
の
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
し
て
も
重
複
し
て
分
類
し
た
。

一
方
、
父
親
の
心
理
、
行
動
、
役
割
に
関
す
る
も
の
は
表
21
五
段
目
の
よ
う
に
、
朝
日
一
六
件
、
毎
日
二
件
、
読
売
一
三
件
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、「
先
ほ
ど
ま
で
笑
っ
て
い
た
父
親
も
、
静
か
に
泣
い
て
い
た
」（
朝
日
、
七
日
）、「
子
ど
も
と
妻
の
こ
と
を
思
う
と
、

危
険
な
原
発
は
す
ぐ
に
も
廃
止
し
て
ほ
し
い
」（
朝
日
、
一
〇
日
）、「
娘
を
嫁
に
出
し
た
父
親
の
寂
し
さ
」（
読
売
、
四
日
夕
刊
）、「
厳

格
な
父
」（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
な
ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

表
21
六
段
目
の
、
そ
の
他
の
父
親
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、「
家
族
愛
と
反
骨
心
が
今
回
も
山
崎
を
奮
い
立
た
せ
た
」（
朝

日
、
一
一
日
夕
刊
）、「
建
国
の
父
」（
毎
日
、
九
日
）
な
ど
朝
日
で
二
件
、
毎
日
で
二
件
み
ら
れ
、
読
売
は
ゼ
ロ
件
だ
っ
た
。
こ
れ
ら

父
親
ら
し
さ
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
合
計
す
る
と
、
朝
日
一
八
件
、
毎
日
四
件
、
読
売
一
五
件
の
計
三
七
件
と
な
っ
た
。

次
に
、
夫
の
役
割
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
表
21
下
段
に
あ
る
よ
う
に
、
朝
日
で
二
件
、
毎
日
で
一
件
、
読
売
で
ゼ
ロ

件
み
ら
れ
、「
夫
唱
婦
随
」（
毎
日
、
四
日
）
と
い
っ
た
表
現
が
典
型
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

77 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)



表
21
最
下
段
、
男
性
を
性
的
な
存
在
と
し
て
固
定
化
す
る
表
現
や
、

そ
の
他
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
朝
日
が
ゼ
ロ
件
、
毎
日
が
二
件
、
読
売

は
三
件
で
あ
っ
た
。「（
マ
ン
ガ
に
書
か
れ
た
自
分
だ
が
）
漫
画
よ
り
色

男
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
読
売
、
一
日
）、「
川
で
洗
濯
を
す
る
女

が
む
き
出
し
に
し
て
い
た
白
い
脛
を
見
た
仙
人
が
、
空
を
飛
ぶ
神
通
力

を
失
い
、
地
上
に
落
ち
た
話
」（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
記

事
が
み
ら
れ
た
が
、
男
性
と
い
え
ば
〞
好
色
〝
な
性
質
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
発
想
に
根
ざ
し
た
文
章
や
こ
と
ば
は
、
こ
の
仙
人
の
話
の
み
だ

っ
た
。

⑶

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
紙
面
別
傾
向

次
に
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
出
現
状
況
を
、
掲
載
紙
面
別
に
分

析
し
て
み
よ
う
。
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
三
紙
合
計

に
つ
い
て
は
表
22
に
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
三
紙

合
計
に
つ
い
て
は
表
23
に
掲
げ
た
。

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
三
紙
と
も
「
文
化
・
メ

デ
ィ
ア
」
で
多
く
み
ら
れ
、
特
に
「
女
ら
し
さ
」
の
心
理
、
行
動
、
役

割
に
関
す
る
表
現
が
朝
日
二
〇
件
、
毎
日
一
七
件
、
読
売
一
六
件
の
合

計
五
三
件
、
次
に
容
姿
、
服
装
、
年
齢
に
関
す
る
表
現
が
、
朝
日
一
八
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表22 ３紙合計掲載面別女性のステレオタイプ表現
(単位：件)

１面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

容姿、服装、年齢など
に関するもの

3 4 7 3 3 3 37 1 8 7 76

心理、行動、役割など
に関するもの

6 19 8 12 4 23 53 12 6 10 153

女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
（
女
ら
し
さ
）

その他の女性に関する
ステレオタイプ

2 16 4 3 13 23 2 5 3 71

小 計 11 39 19 18 7 39 113 15 20 20 300

女性は母になるなるも
のとの前提に立つもの

1 1 2母
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
（
母
親
ら
し

さ
）

心理、行動、役割に関
するもの

2 4 3 1 7 9 29 7 62

その他の母親に関する
ステレオタイプ

4 4 8 3 5 12 1 4 41

小 計 6 8 12 1 10 14 42 1 11 105

主婦ステレオ
タイプ表現

主婦の役割に関するも
の

2 1 4 3 1 11

その他のステ
レオタイプ

性的存在、妻・嫁・姑
役割等

4 2 1 1 16 1 3 28

合 計 21 51 32 20 17 58 174 16 20 35 444



件
、
毎
日
七
件
、
読
売
一
二
件
の
合
計
三
七
件
と
多
く
み
ら
れ
た
。
こ

の
結
果
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
の
「
女
ら
し

さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
三
紙
合
わ
せ
て
一
一
三
件

に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、「
母
親
ら
し
さ
」
の
心
理
、
行
動
、
役
割
に
関

す
る
表
現
も
、
朝
日
八
件
、
毎
日
一
二
件
、
読
売
九
件
の
合
計
二
九
件

と
や
や
多
く
な
っ
て
お
り
、「
母
親
ら
し
さ
」
全
体
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
は
、
合
わ
せ
て
四
二
件
と
な
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
朝
日
の
「
総
合
・
政
治
」
で
女
性
の
心
理
、
行

動
、
役
割
に
関
す
る
も
の
が
一
三
件
と
目
立
っ
た
。「
総
合
・
政
治
」

で
の
「
女
ら
し
さ
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
三
紙
を
合
わ
せ
る

と
三
九
件
と
な
る
。
ま
た
、
読
売
の
「
生
活
」
で
、
女
性
の
心
理
、
行

動
、
役
割
な
ど
に
関
す
る
表
現
お
よ
び
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
関

す
る
表
現
が
目
立
ち
、「
生
活
」
に
関
す
る
「
女
ら
し
さ
」
の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現
も
、
合
計
三
九
件
と
な
っ
た
。

表
22
に
よ
り
、
紙
面
の
ど
の
分
野
に
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
が
多
い
か
を
み
て
み
る
と
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
お
い
て
、

女
性
や
母
親
の
心
理
、
容
姿
な
ど
に
ふ
れ
る
表
現
を
中
心
に
一
七
四
件

が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
次
に
「
生
活
」
で
五
八
件
、「
総
合
・
政
治
」
で
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表23 ３紙合計掲載面別男性ステレオタイプ表現
(単位：件)

１面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

容姿、服装、年齢など
に関するもの

1 3 6 2 3 20 6 9 3 53男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
（
男
ら
し
さ
）

心理、行動、役割など
に関するもの

3 19 3 6 1 9 55 10 26 4 136

その他の男性に関する
ステレオタイプ

4 1 10 3 2 20

小 計 4 26 9 6 4 12 85 16 38 9 209

男性は父になるなるも
のとの前提に立つもの

1 1 2父
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
（
父
親
ら
し
さ
）

心理、行動、役割に関
するもの

2 2 1 4 15 2 3 2 31

その他の父親に関する
ステレオタイプ

1 2 1 4

小 計 3 2 1 4 15 2 6 4 37

夫ステレオタ
イプ表現

夫の役割に関するもの 2 1 3

その他のステ
レオタイプ

性的存在、その他 4 1 5

合 計 4 29 11 7 8 14 104 18 45 14 254



五
一
件
が
続
き
、
比
率
に
す
る
と
こ
れ
ら
三
種
の
紙
面
で
女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。

男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
紙
面
別
傾
向
に
つ
い
て
は
、
三
紙
を
合
計
し
た
表
23
で
み
る
と
、
女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
同
様
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
多
く
み
ら
れ
、
一
〇
四
件
と
男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
全
体
の
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

中
で
も
、「
男
性
ら
し
さ
」
の
心
理
、
行
動
、
役
割
に
関
す
る
表
現
が
五
五
件
、
そ
し
て
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
関
す
る
表
現
が

二
〇
件
み
ら
れ
た
。
ま
た
「
父
親
ら
し
さ
」
の
心
理
、
行
動
、
役
割
に
関
す
る
表
現
は
一
五
件
が
数
え
ら
れ
た
。

一
方
、
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
傾
向
と
や
や
異
な
る
の
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
で
合
計
四
五
件
、
約
二
割
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
数

え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。〞
パ
ワ
ー
（
力
）〝
の
世
界
を
扱
う
こ
の
領
域
で
は
、
男
性
に
つ
い
て
の
紋
切
り
型
表
現
が
多
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
か
た
ち
で
あ
る
。

紙
面
を
さ
ら
に
大
き
く
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
く
く
っ
て
女
男
別
に
み
て
み
る
と
、
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
つ
い
て
は
、

〞
硬
派
系
〝
に
一
二
四
件
、
二
七
・
九
％
、〞
軟
派
系
〝
に
二
八
五
件
、
六
四
・
二
％
、〞
社
会
系
〝
に
三
五
件
、
七
・
九
％
と
い
う
分

布
と
な
っ
た
。「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
含
ま
れ
る
〞
軟
派
系
〞
が
六
割
以
上
を
占
め
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
総
合
・
政
治
」

を
含
む
〞
硬
派
系
〝
の
ウ
ェ
イ
ト
も
低
く
は
な
い
。
片
や
男
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、〞
硬
派
系
〝
五
一
件
、
二
〇
・
一
％
、

〞
軟
派
系
〝
一
八
九
件
、
七
四
・
四
％
、〞
社
会
系
〝
一
四
件
、
五
・
五
％
と
な
っ
た
。
実
数
で
も
比
率
で
も
、
女
性
の
方
が
〞
硬
派

系
〝
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
扱
わ
れ
る
傾
向
が
強
い
。〞
硬
い
〝
紙
面
に
女
性
を
登
場
さ
せ
る
際
に
は
、
記
者
が
、

認
知
の
経
済
性
の
た
め
に
、
文
字
通
り
「
鉄
の
女
」（
毎
日
、
八
日
）
や
「
革
命
の
母
」（
朝
日
、
八
日
）
と
い
っ
た
定
型
文
を
用
い
、

読
者
も
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
認
知
に
関
す
る
経
済
的
な
閲
読
行
為
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑷

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
女
男
別
比
率
と
頻
度
の
違
い

あ
ら
た
め
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
女
男
別
総
数
を
み
て
み
る
と
、
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
三
紙
合
計
で
四
四
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四
件
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
二
五
四
件

で
、
両
者
の
合
計
は
六
九
八
件
と
な
っ
た
。
こ
の
総
数
を
一
〇

〇
％
と
す
る
と
、
グ
ラ
フ
13
の
よ
う
に
、
女
男
そ
れ
ぞ
れ
六

三
・
六
％
対
三
六
・
四
％
の
比
率
と
な
り
、
女
性
に
関
す
る
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
、
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

女
男
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
内
容
別
の
内
訳

は
、
グ
ラ
フ
14
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
左
右
を
比
較
し
て
み

る
と
、
女
男
と
も
似
た

よ
う
な
傾
向
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

中
で
も
、
女
男
と
も

「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し

さ
」
を
強
調
す
る
表
現

の
う
ち
、「
心
理
、
行

動
、
役
割
な
ど
に
関
す

る
も
の
」
が
そ
れ
ぞ
れ

一
五
三
件
、
一
三
六
件
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グラフ14 ステレオタイプ表現

男性に関するステレオタイプ表現
(３紙合計254件)(単位：件)

女性に関するステレオタイプ表現
(３紙合計444件)(単位：件)

0 15010050050100150200

心理、行動、役割など
に関するもの

容姿、服装、年齢など
に関するもの

その他の女性に関す
るステレオタイプ

女性は母になるもの
との前提に立つもの

心理、行動、役割に関
するもの

その他の母親に関す
るステレオタイプ

主婦の役割に関する
もの

性的存在、妻・嫁・姑
役割等

容姿、服装、年齢など
に関するもの

心理、行動、役割など
に関するもの

その他の男性に関す
るステレオタイプ

男性は父になるもの
との前提に立つもの

心理、行動、役割に関
するもの

その他の父親に関す
るステレオタイプ

夫の役割に関するも
の

性的存在、その他

女
性
／
男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現

女
／
男
ら
し
さ
）

母
親
／
父
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現

母
／
父
ら
し
さ
）

主
婦
／

夫
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ

そ
の
他

の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ

76

153

71

2

62

41

11

28

53

136

20

2

31

4

3

5

グラフ13 ステレオタイプに基づく表現
の女男比率(３紙合計698件）

男性ステ
レオタイ
プ表現
36.4％
(254件)

女性ステ
レオタイ
プ表現
63.6％
(444件)



と
最
も
多
い
が
、
次
に
多
い
の
は
「
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
関
す
る
も
の
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
七
六
件
、
五
三
件
を
数
え
た
。
こ
れ

ら
二
項
目
に
関
し
て
は
、
女
男
間
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
。「
母
親
ら
し
さ
」「
父
親
ら
し
さ
」
に
関
し
て
も
、「
心
理
、
行
動
、

役
割
な
ど
に
関
す
る
も
の
」
が
そ
れ
ぞ
れ
六
二
件
、
三
一
件
と
、
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
項
目
に
比
べ
多
用
さ
れ
て
い
る
。

⑸

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
経
年
変
化

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
つ
い
て
の
六
回
に
わ
た
る
（
男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
関
し
て
は
四
回
分
の
）
調
査
結
果
を
積
み
上

げ
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
が
、
グ
ラ
フ
15
で
あ
る
。

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
一
九
八
五
年
が
特
に
多
く
、
合
計
で
三
九
九
件
み
ら
れ
た
が
、
九
一
年
に
大
幅
に
減
っ

て
七
六
件
と
な
り
、
そ
の
後
は
お
お
む
ね
増
加
傾
向
に
転
じ
、
今
回
は
八
五
年
の
水
準
を
超
え
る
四
四
四
件
を
数
え
た
。
内
訳
は
、

「
女
性
ら
し
さ
」
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
に
関
す
る
表
現
と
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
関
す
る
表
現
が
お
お
む
ね
一
位
と
二
位

を
占
め
て
い
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
が
、
八
五
年
以
降
、
心
理
、
行
動
、
役
割
に
つ
い
て
の
記
述
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

女
性
と
は
こ
う
い
う
も
の
」
と
決
め
つ
け
つ
け
る
よ
う
な
表
現
は
、「
鉄
の
女
」「
美
人
」「
女
性
向
け
」
の
よ
う
な
〞
決
ま
り
文

句
〝
の
ほ
か
、「
○
○
女
子
」「
女
子
会
」「
女
子
力
」、
さ
ら
に
は
「
母
親
ら
し
さ
（
そ
の
他
）」
に
分
類
し
た
「
マ
マ
友
」
と
い
っ
た

新
し
い
こ
と
ば
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
殖
さ
せ
な
が
ら
、
比
較
的
こ
と
ば
づ
か
い
に
慎
重
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
を
も
巻
き
込
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
ば
は
、
い
っ
た
ん
使
い
出
せ
ば
、
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
捨
象
す
る
（
認
知
的
経
済
性
を
発

揮
す
る
）
こ
と
で
〞
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
〝
た
め
、
さ
ら
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
も
っ
と
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
ば
の
多

く
は
そ
う
長
続
き
せ
ず
、
一
時
の
流
行
と
し
て
や
が
て
は
す
た
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
）。

一
方
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
九
六
年
に
六
四
件
、
〇
一
年
に
一
〇
五
件
、
〇
六
年
に
二
〇
七
件
、
そ
し
て
今

回
は
二
五
四
件
と
、
明
ら
か
に
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
中
で
も
男
性
の
容
姿
、
服
装
、
年
齢
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
る
記
事
が
〇
六
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グラフ15 女男別ステレオタイプ表現の経年変化(３紙合計)(単位：件)
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年
か
ら
増
加
し
、
ま
た
今
回
は
、
男
性
の
心
理
、
行
動
、
役
割
な
ど
に

つ
い
て
の
表
現
の
伸
び
が
著
し
く
、
女
性
の
そ
れ
よ
り
も
急
ピ
ッ
チ
で

増
え
て
い
る
。

グ
ラ
フ
16
は
、
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
男
性
に
対

す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
合
計
を
一
〇
〇
％
と
し
、
そ
の
内
訳
比

率
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
全
体
に
占
め
る
男
性
表
現
の
ウ
ェ
イ
ト
が
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。「
男
泣
き
」「
大
黒
柱
」「
熱
血
漢
」
と
い
っ
た
古
典
的
な
表

現
に
加
え
、「
イ
ケ
メ
ン
」「
イ
ク
メ
ン
」「
草
食
系
」「
ち
ょ
い
悪
オ
ヤ

ジ
」
と
い
っ
た
新
し
い
こ
と
ば
が
紙
面
上
に
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
性
別
を
形
容
す
る
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
り
多
様
な
表
現
が
現
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
男
性
も
女
性
同
様
、
さ
ら
な
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
の
型
に
は
め
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
今
後
の
推

移
を
注
意
深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

特
に
「
イ
ケ
メ
ン
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
容
姿
や
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
関
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
女
性
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
も
と
づ
い

て
言
及
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
男
性
も
ま
た
そ
う
し
た
言
及
の
対
象
に
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グラフ16 性別ステレオタイプ表現の女男比率経年変化(３紙合計)
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な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、〞
見
た
目
〝
に
価
値
を
置
く
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
の

よ
う
な
社
会
の
趨
勢
に
、
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ

14
）

れ
る
。

女
性
隠
し
表
現
の
動
向

５

女
性
の
存
在
が
新
聞
紙
面
の
お
も
て
か
ら
隠
さ
れ
る
表
現

⑴

男
性
を
世
帯
・
家
族
の
代
表
と
み
な
す
表
現

こ
れ
ま
で
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
表
現
を
み
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
が
紙
面
に
登
場
さ
せ
ら
れ
ず
、

そ
の
存
在
が
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
表
現
も
あ
る
。
家
族
を
世
帯
単
位
で
と
ら
え
る
傾
向
の
強
い
日
本
で
は
、
た
と
え
ば
あ
る
家
が

火
事
に
な
っ
た
と
き
も
、
そ
の
家
の
夫
や
父
、
あ
る
い
は
祖
父
と
い
っ
た
、
男
性
が
世
帯
・
家
族
の
代
表
者
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
女
性
や
子
ど
も
が
、
事
件
・
事
故
の
当
事
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
夫
や
父
な
ど
男
性
が
世
帯
主
や
保
護
者
と
し
て
記

事
の
最
初
に
提
示
さ
れ
、
そ
の
あ
と
で
そ
の
妻
、
そ
の
子
ど
も
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
慣
例
と
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し

た
、
女
性
が
、
社
会
的
代
表
制
を
剥
奪
さ
れ
、
主
体
と
し
て
の
あ
り
よ
う
を
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
う
表
現
を
、
本
研
究
で
は
〞
女
性
隠

し
〝
表
現
と
呼
ん
で
き
た
。
こ
の
章
で
は
〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
量
的
調
査
の
集
計
結
果
を
示
し
、
考
察
を
加
え
る
。

ま
ず
最
初
に
、
新
聞
記
事
に
記
載
さ
れ
た
姓
名
の
う
ち
、
姓
を
●
で
、
名
を
Ａ
、
Ｂ
な
ど
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
場
合
、「
●

Ａ
さ
ん
方
」
の
「
Ａ
」
に
男
性
名
が
記
さ
れ
、
家
族
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
は
、
表
24
上
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日

三
件
、
毎
日
三
件
、
読
売
二
件
、
合
計
八
件
が
数
え
ら
れ
た
。
一
方
「
●
Ａ
さ
ん
方
」
の
「
Ａ
」
に
女
性
名
が
入
り
、
家
族
を
代
表
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
表
現
は
、
朝
日
一
件
、
毎
日
三
件
、
読
売
三
件
の
合
計
七
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
は
両
者
の
数
値
に
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ほ
と
ん
ど
違
い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
後
の
経
年
比
較
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は

「
●
Ａ
さ
ん
方
」
の
「
Ａ
」
に
は
男
性
名
が
多
用
さ
れ
、
世
帯
を
代
表
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
女
性
名
が
入
る
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
に
近
か
っ
た
。

次
い
で
、
子
ど
も
の
保
護
者
と
し
て
、
女
男
の
ど
ち
ら
が
出
て
く
る
か
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

「
●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
（
次
女
・
三
女
な
ど
）」
の
「
Ｂ
」
が
男
性
（
父
親
等
）
で
あ
る
ケ
ー
ス
は
、
表
24

中
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
五
件
、
毎
日
七
件
、
読
売
八
件
の
計
二
〇
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、「
Ｂ
」
に
女
性
（
母
親
等
）
が
入
っ
て
い
た
の
は
、
朝
日
五
件
、
毎
日
五
件
、
読
売
一
件
の
合
計

一
一
件
で
あ
っ
た
。
男
性
が
保
護
者
と
し
て
出
現
す
る
件
数
が
女
性
の
ほ
ぼ
二
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、

先
の
「
●
Ａ
さ
ん
方
」
の
場
合
と
同
じ
く
、「
●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」
の
「
Ｂ
」
が
女
性
で
あ
る
事
例
が

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

今
回
、
家
族
の
代
表
と
し
て
に
せ
よ
、
親
の
代
表
と
し
て
に
せ
よ
、
女
性
名
が
い
つ
も
よ
り
多
く
使

用
さ
れ
て
い
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
別
記
事
や
紙
面

で
、
津
波
被
害
に
遭
っ
て
無
事
だ
っ
た
り
死
に
別
れ
た
り
し
た
家
族
・
夫
婦
に
つ
い
て
の
記
事
が
多

く
、
そ
の
中
で
女
性
が
〞
主
人
公
〝
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
昨
今
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
単
身
者
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
増
加
と
い
う
、
日
本

に
お
け
る
家
族
形
態
の
変
化
も
影
響
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑵

男
性
の
姓
名
の
あ
と
に
付
随
し
て
表
現
さ
れ
る
女
性
の
名

次
に
、
既
婚
者
が
記
事
の
中
で
扱
わ
れ
る
際
に
、「
●
Ｃ
さ
ん
（
男
性
・
夫
）
の
妻
」「
●
Ｃ
さ
ん
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表24“女性隠し”の表現 家族や夫婦の代表
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

家 族 「●Ａさん方」のＡが男性 3 3 2 8
「●Ａさん方」のＡが女性 1 3 3 7

保護者 「●Ｂさんの長女」のＢが男性 5 7 8 20
「●Ｂさんの長女」のＢが女性 5 5 1 11

夫 婦 「●Ｃさん（男性）の妻」という表現 21 29 15 65
「●Ｃさん（女性）の夫」という表現 6 10 7 23

＊●(マル印)は姓、Ａなどアルファベットは名を表す



（
女
性
・
妻
）
の
夫
」
の
よ
う
に
、
当
該
者
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
夫
な
い
し
妻
の
姓
名
が
ま
ず
先
に
表
示
さ
れ
、
そ
れ
に
付
随
す
る

形
で
本
人
が
表
現
さ
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
表
24
下
段
は
、
夫
と
妻
の
う
ち
ど
ち
ら
に
付
随
し
て
表
示
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
、
そ
の
出
現
頻
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、「
●
Ｃ
さ
ん
（
男
性
）
の
妻
」
と
い
う
よ
う
に
、
女
性
が
男
性
（
夫
）
に
付
随

し
て
紹
介
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
朝
日
二
一
件
、
毎
日
二
九
件
、
読
売
一
五
件
の
合
計
六
五
件
み
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
●
Ｃ
さ
ん

（
女
性
）
の
夫
」
の
よ
う
に
、
男
性
が
女
性
に
付
随
し
て
表
現
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
朝
日
六
件
、
毎
日
一
〇
件
、
読
売
七
件
の
合
計
二

三
件
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
男
性
に
付
随
し
て
紹
介
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
男
性
が
女
性
に
付
随
し
て
紹
介
さ
れ
る
ケ
ー
ス

の
お
よ
そ
三
倍
に
達
し
て
お
り
、
夫
婦
の
代
表
は
男
性
（
夫
）
で
あ
る
と
い
う
表
現
が
、
新
聞
で
は
い
ま
だ
に
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
経
年
変
化
の
と
こ
ろ
で
示
す
よ
う
に
、
妻
の
姓
名
の
あ
と
に
夫
が
出
て
く
る
事
例
が
、
こ
の
と
こ
ろ
や
や
増
え
て
い

る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

新
聞
紙
面
上
で
、
家
族
、
保
護
者
、
夫
婦
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
る
際
に
、〞
女
性
隠
し
〝
あ
る
い
は
〞
男
性
隠
し
〝
の
表
現
が

ど
れ
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
家
族
、
保
護
者
、
夫
婦
の
代
表
と
し
て
男
性
名
な
い
し
女
性
名
が
用
い
ら
れ
る
六
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
、
使
用
合
計
を
一
〇
〇
％
と
し
て
比
率
化
し
て
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
17
で
あ
る
。
女
性
の
姓
名
が
男
性
の
姓
名
に
付
随
し

て
、
男
性
が
家
族
を
代
表
す
る
ケ
ー
ス
、
親
の
名
に
男
性
名
が
用
い
ら
れ
て
保
護
者
を
代
表
す
る
ケ
ー
ス
、
夫
の
姓
名
に
妻
の
名
が
付

随
し
て
男
性
が
夫
婦
を
代
表
す
る
ケ
ー
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
〇
％
、
一
四
・
九
％
、
四
八
・
五
％
で
、
こ
れ
ら
〞
女
性
隠
し
〝
表
現

の
合
計
は
六
九
・
四
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
女
性
の
姓
名
に
男
性
が
付
随
す
る
〞
男
性
隠
し
〝
表
現
は
、
家
族
五
・
二
％
、
保

護
者
八
・
二
％
、
夫
婦
一
七
・
二
％
の
合
計
三
〇
・
六
％
で
、〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
二
分
の
一
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
総
じ
て

〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
背
景
に
は
、
男
性
が
「
人
間
」
と
し
て
の
標
準
・
規
準
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
・
文
法
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
女
性
が
事
件
・
事
故
の
当
事
者
な
い
し
記
事
の
中
心
人
物
と
い
う
、
い
わ
ば
〞
主
人
公
〝
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
さ
え
、
男
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性
や
夫
の
方
が
主
と
な
っ
た
、
そ
の
〞
付
随
者
〝
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
に
も
変
化
の
兆
し
が
全
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
。

⑶

〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
紙
面
別
傾
向

新
聞
紙
面
上
で
家
族
、
保
護
者
、
夫
婦
が
言
及
さ
れ
る
際
、
掲
載
紙
面
に
よ
っ
て

〞
女
性
隠
し
〝
表
現
が
用
い
ら
れ
る
頻
度
に
違
い
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
、
三
紙

合
計
で
示
し
た
の
が
表
25
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
家
族
、
保
護
者
、
夫
婦
に
関

す
る
表
現
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
社
会
」
に
お
い
て
〞
女
性
隠
し
〝
表
現
が
最

も
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
中
で
も
「
●
Ｃ
さ
ん
（
男
性
・
夫
）
の

妻
」
と
い
う
表
現
が
「
社
会
」
で
三
〇
件
と
多
用
さ
れ
て
い
た
点
が
特
徴
的
と
い
え

よ
う
。
こ
の
表
現
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
と
「
総
合
・
政
治
」
で
も
、
お
の
お

の
一
一
件
、
一
〇
件
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
夫
が
妻
に
付
随
し
て
あ
ら

わ
さ
れ
る
「
●
Ｃ
さ
ん
（
女
性
・
妻
）
の
夫
」
と
い
う
表
現
は
、「
社
会
」
に
お
い
て
一
七
件
用
い
ら
れ
て
い
た
。
前
回
ま
で
に
比
べ
、

今
回
こ
の
表
現
が
数
を
増
や
し
て
い
る
の
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
津
波
で
夫
を
亡
く
し
た
妻
が
、

社
会
面
の
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
シ
リ
ー
ズ
記
事
な
ど
に
登
場
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

次
に
、
各
紙
面
を
大
き
く
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
く
く
っ
て
、
そ
こ
で
の
〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
一
面
や
政
治

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
〞
硬
派
系
〝
分
野
で
目
立
つ
の
は
、「
●
Ｂ
さ
ん
（
男
性
）
の
長
女
（
次
女
・
三
女
な
ど
）」
と
い
う
表
現

と
、「
●
Ｃ
さ
ん
（
男
性
）
の
妻
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
●
Ｃ
さ
ん
の
妻
」
と
い
う
表
現
は
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
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グラフ17 家族・保護者・夫婦の代表の内訳比率
(３紙合計134件)

夫婦「●Ｃさん
(男性)の夫」と
いう表現
17.2％(23件)

家族「●Ａさ
ん方」のＡが
男性
6.0％(8件)

保護者「●Ｂさ
んの長女」の
Ｂが女性
8.2％(11件)

保護者「●Ｂさ
んの長女」のＢ
が男性
14.9％(2件)

家族「●Ａさ
ん方」のＡが
女性
5.2％(7件)

夫婦「●Ｃさん
(男 )の妻」と
いう表現
48.5％(6件)

女
性
隠
し
69.4
％



ど
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
〞
軟
派
系
〝
で
も
多
く
み
ら
れ
た
。

⑷

〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
経
年
変
化

家
族
・
親
・
夫
婦
に
関
す
る
新
聞
表
現
に
お
い
て
、
女
性
が
隠
さ
れ
る
（
な
い
し
は
男
性
が
隠
さ
れ

る
）
表
現
が
調
査
時
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
増
減
し
て
い
る
か
を
示
し
た
の
が
、
グ
ラ
フ
18
で
あ
る
。

ま
ず
、
家
族
の
代
表
と
し
て
、「
●
Ａ
さ
ん
方
」
の
Ａ
に
男
性
が
入
る
表
現
は
、
八
五
年
当
初
は
五
〇

件
と
、
相
当
数
み
ら
れ
た
が
、
九
一
年
に
は
激
減
し
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
一
〇
件
以
内
で
推
移
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
数
件
の
違
い
で
し
か
な
い
が
、
九
一
年
以
降
増
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
れ
に

対
し
、「
●
Ａ
さ
ん
方
」
の
Ａ
に
女
性
が
入
る
場
合
は
、
毎
回
ゼ
ロ
件
か
数
件
で
推
移
し
て
き
た
が
、
今

回
は
男
性
と
ほ
ぼ
同
数
の
七
件
と
な
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
保
護
者
を
示
す
「
●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」
の

Ｂ
が
男
性
の
場
合
は
、
八
五
年
の
一
一
件
か
ら
増
減
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
今
回
は
二
〇
件
と
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
多
か
っ
た
。
一
方
で
、「
●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」
の
Ｂ
に
女
性
が
入
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
一
一
件
と
、
大
き
く
増
え
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
世
帯
（
家
族
）
の
代
表
、
親
（
保
護
者
）
の
代
表
と
し
て
新
聞
に
氏
名
を
掲
載
さ
れ
る

女
性
は
、
殺
人
事
件
で
殺
害
さ
れ
た
当
事
者
、
火
事
で
死
亡
し
た
当
事
者
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
で
津

波
か
ら
難
を
逃
れ
た
母
親
な
ど
の
事
例
で
み
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
当
人
が
も
と
も
と
単
身
者
だ
っ
た
の
で

「
●
Ａ
さ
ん
方
」
と
な
っ
た
の
か
、
母
子
家
庭
だ
っ
た
の
で
「
●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」
と
な
っ
た
の
か
、
つ

ま
り
単
身
者
の
女
性
や
母
子
家
庭
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
夫
婦
の
場
合

で
も
妻
（
女
性
）
が
世
帯
や
親
（
保
護
者
）
の
代
表
と
し
て
記
述
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
の
か
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表25 掲載面別“女性隠し”の表現 家族、夫婦の代表(３紙合計)
(単位：件)

１面総合･政治国際経済科学教育生活文化･メディア地域スポーツ社会合計

「●Ａさん方」のＡが男性 1 2 5 8
家 族

「●Ａさん方」のＡが女性 2 2 3 7

「●Ｂさんの長女」のＢが男性 1 1 6 1 11 20
保護者

「●Ｂさんの長女」のＢが女性 11 11

「●Ｃさん(男性)の妻」という表現 4 10 1 6 11 1 2 30 65
夫 婦

「●Ｃさん(女性)の夫」という表現 1 1 2 2 17 23



ど
う
か
ま
で
は
、
記
事
上
の
表
記
か
ら
だ
け
で
は
明
確

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

次
に
、
記
事
中
の
夫
婦
に
関
し
て
、
妻
ま
た
は
夫
の

ど
ち
ら
が
代
表
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
経
年
変
化
を
み
て
み
る
と
、
〇
一
年
の
「
●
Ｃ
さ

ん
（
男
性
）
の
妻
」
と
い
う
表
現
、
あ
る
い
は
〇
六
年

の
「
●
Ｃ
さ
ん
（
女
性
）
の
夫
」
と
い
う
表
現
の
よ
う

に
、
数
値
が
突
出
し
て
い
る
時
期
も
あ
る
が
、
お
し
な

べ
て
「
●
Ｃ
さ
ん
（
男
性
）
の
妻
」
の
よ
う
に
夫
が
夫

婦
を
代
表
す
る
表
現
も
、「
●
Ｃ
さ
ん
（
女
性
）
の
夫
」

の
よ
う
に
妻
が
夫
婦
を
代
表
す
る
表
現
も
、
と
も
に
増

加
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
夫

が
夫
婦
の
代
表
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
の
方
が
は
る
か

に
多
い
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
も
の
の
、
今
回
は
、

３
・
11
に
関
連
す
る
記
事
の
中
で
、「
釜
石
市

略
）の

八
幡
登
志
男
さ
ん

80
）と
妻
の
イ
ネ
さ
ん

80
）は
」

（
読
売
、
七
日
夕
刊
）
の
よ
う
に
、
女
性
が
男
性
に
付

随
す
る
形
で
記
述
さ
れ
る
記
事
だ
け
で
な
く
、「『
な
で
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グラフ18 家族・親・夫婦の代表の経年変化(３紙合計)(単位：件)
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●
Ｃ
さ
ん

女
性
）の
夫
」

と
い
う
表
現

●
Ｃ
さ
ん

男
性
）の
妻
」

と
い
う
表
現

●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」

の
Ｂ
が
女
性

●
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」

の
Ｂ
が
男
性

●
Ａ
さ
ん
方
」

の
Ａ
が
女
性

●
Ａ
さ
ん
方
」

の
Ａ
が
男
性



し
こ
直
売
店
』
を
営
む
藤
原
か
つ
子
さ
ん
と
夫
の
康
男
さ
ん
」（
毎
日
、
六
日
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
夫
で
あ
る
男
性
が
妻
で
あ
る
女

性
に
付
随
す
る
形
の
書
き
方
も
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
妻
が
夫
に
付
随
す
る
形
で
紹
介
さ
れ
る
、
こ
れ
ま
で
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
表
現
方
法
だ
け
で
な
く
、
夫

が
妻
に
付
随
し
て
紹
介
さ
れ
る
記
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
事
実
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
数
値
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
単
に
シ
ン
グ
ル
女
性
、
夫
を
亡
く
し
た
女
性
の
単
身
者
、
母
子
家
庭
の
増
加
、
あ
る
い
は
女
性
が
事
件
や
事
故
の
当
事
者
に
な
る

こ
と
が
増
え
て
き
た
趨
勢
を
反
映
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ず
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
家
族
形
態

で
あ
れ
、
女
性
が
男
性
の
背
後
に
隠
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
記
事
の
夫
婦
の
代
表
と
し
て
夫
同
様
に
妻
が
、
親
の
代
表
と
し
て
父
親

同
様
に
母
が
、
そ
の
こ
と
が
ら
に
応
じ
て
、
主
体
と
し
て
適
切
に
表
現
さ
れ
る
た
め
に
新
聞
は
、
男
性
が
カ
ッ
プ
ル
や
イ
エ
を
代
表
す

る
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
社
会
慣
習
や
社
会
意
識
を
、
根
源
的
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
に
資
す
る
記
事
を
積
極
的
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
も
、
女
性
が
〞
隠
さ
れ
な
い
〝
表
現
を
率
先
し
て
構
築
す
る
努
力
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

⑸

男
性
標
準
を
内
包
し
た
「
少
年
」「
青
年
」
等
の
使
用

男
性
が
標
準
・
規
準
と
な
る
こ
と
ば
の
事
例
と
し
て
、
先
に
、
性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
章
で
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
を
取
り
上
げ
た
が
、
男
性
を
標
準
・
規
準
と
し
た
こ
と
ば
の
別
の
事
例
と
し
て
、
性
別
を
含
み
込
ん
で

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
手
が
男
性
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
〞
女
性
隠
し
〝
の
表
現
が
存
在
す
る
。
女
男
を
含
む
年
少
者
や

若
年
を
意
味
す
る
「
少
年
」「
青
年
」
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
少
年
法
、
青
年
の
家
、
と
い
っ
た
用
語
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
年
も

青
年
も
公
的
に
は
女
男
を
含
む
若
い
年
齢
層
の
人
び
と
を
さ
す
こ
と
ば
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
男
性
の
若
年
層
を
さ
す
こ
と
ば

と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

表
26
は
、「
少
年
」「
青
年
」「
青
少
年
」
と
い
っ
た
語
が
記
事
中
で
含
意
し
て
い
る
性
別
に
つ
い
て
判
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、「
少
年
」
は
、
朝
日
三
六
件
、
毎
日
四
一
件
、
読
売
四
〇
件
の
合
計
一

一
七
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
明
ら
か
に
男
子
」
を
さ
す
と
考
え
ら

れ
る
用
法
が
九
割
超
の
一
一
一
件
を
占
め
た
の
に
対
し
、
女
子
も
含
む
「
未
成
年

一
般
」
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
も
の
は
ゼ
ロ
件
で
、「
そ
の
他
の
使
い
方
」（
判
断
で

き
ず
）
が
六
件
み
ら
れ
た
。

毎
日
七
日
「
ひ
っ
た
く
り
容
疑

少
年
ら
３
人
逮
捕
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事

で
は
、「
少
年
」
が
、
見
出
し
も
含
め
て
四
件
み
ら
れ
た
。
こ
の
犯
行
に
は
女
子

も
か
か
わ
っ
て
お
り
、「
少
女
」
が
三
件
用
い
ら
れ
て
い
た
。
結
局
、
ひ
っ
た
く

り
を
し
た
の
は
高
校
一
年
の
「
男
子
生
徒
」、
と
び
職
の
「
少
年
」、
無
職
の
「
少

女
」
の
三
名
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
前
述
の
見
出
し
の
中
で
は
、「
少
年
」
が
中
心

に
記
さ
れ
、「
少
女
」
は
「
ら
」
に
還
元
さ
れ
て
、
そ
の
存
在
は
明
示
さ
れ
な
い

ま
ま
で
あ
る
。
同
様
に
、
別
の
事
件
の
記
事
「
少
年
ら
再
逮
捕
へ
」（
毎
日
、
一

三
日
）
と
い
う
二
箇
所
の
見
出
し
で
み
ら
れ
た
「
少
年
」
も
、
記
事
本
文
中
で

「
少
女
」
と
「
少
年
」
が
女
男
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
男
子

を
意
味
し
て
い
る
用
法
と
い
え
よ
う
。

少
年
」
の
語
は
、
未
成
年
者
の
女
子
を
含
む
場
合
も
あ
る
が
（
第
五
回
調
査

で
は
二
〇
三
件
中
四
二
件
み
ら
れ
た
）、
今
回
は
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
う
し

た
用
法
は
一
件
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
野
球
少
年
ら
」（
朝
日
、
九
日
）、
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表26“女性隠し”の表現 男性標準のことば
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

少年 小計 36 41 40 117

少年①明らかに男子 35 41 35 111
少年

少年②女子男子含む未成年
少年③その他 1 5 6

少年少女 4 1 3 8少年少女･
少女 少女 30 31 32 93

青少年 小計 1 2 3

青少年①明らかに男子
青少年

青少年②女子男子含む一般 1 2 3
青少年③その他

青年 小計 10 16 8 34

青年①明らかに男性 9 16 7 32
青年

青年②女性男性含む
青年③その他 1 1 2



「
被
災
地
支
援
で
少
年
更
生
」（
読
売
、
八
日
）
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
事
者
た
ち
が
男
子
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
女
子

を
含
む
の
か
、
記
事
の
み
で
は
判
別
し
づ
ら
か
っ
た
た
め
、「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
こ
と
ば
の
表
層
で
は
性
別
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
事
実
上
は
若
年
の
男
子
を
意
味
す
る
「
少

年
」
に
「
少
女
」
を
加
え
た
「
少
年
少
女
」
と
い
う
語
を
み
た
と
こ
ろ
、
三
紙
合
計
で
八
件
が
数
え
ら
れ
た
。
ま
た
、「
少
女
」
単
独

使
用
は
朝
日
三
〇
件
、
毎
日
三
一
件
、
読
売
三
二
件
の
合
計
九
三
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
聞
で
は
、「
少
年
」
は
事
実
上
未

成
年
の
男
子
を
意
味
し
、
未
成
年
の
女
子
は
「
少
女
」
と
称
し
分
け
ら
れ
て
お
り
、
女
男
に
対
す
る
表
現
が
非
対
称
的
で
あ
る
。
ま

た
、
行
政
用
語
の
「
少
年
」
の
よ
う
に
、「
少
年
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
男
子
と
と
も
に
女
子
を
含
め
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
こ
と
ば
に
は
、
男
の
年
少
者
を
さ
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
女
の
年
少
者
も
含
め
た
年
少
者
一
般
を
さ
し
て
い
る

の
か
定
か
で
は
な
い
と
い
う
曖
昧
さ
が
、
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
。

青
少
年
」「
青
年
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、「
青
少
年
」
に
関
し
て
は
、
三
件
中
い

ず
れ
も
が
女
性
も
男
性
も
含
む
若
者
一
般
を
さ
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
単
に
「
青
年
」
と
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
朝

日
一
〇
件
、
毎
日
一
六
件
、
読
売
八
件
の
合
計
三
四
件
中
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
三
二
件
が
明
ら
か
に
男
性
を
さ
し
て
お
り
、
女

性
も
含
む
と
思
わ
れ
る
「
青
年
」
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
青
年
の
抗
議
自
殺
が
始
ま
り
」
と
い
う
小
見
出
し

（
毎
日
、
一
日
）
や
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
に
生
き
た
青
年
作
家
の
内
面
の
憂
い
と
焦
燥
感
が
混
然
と
な
り
、
に
じ
み
出
え
て
く
る
よ

う
で
も
あ
る
」（
読
売
、
一
七
日
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
表
面
上
は
性
別
を
示
唆
す
る
語
を
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

一
見
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
み
え
る
「
少
年
」「
青
年
」
と
い
う
語
が
、
そ
の
実
男
の
少
年
・
青
年
を
さ
し
て
数
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
れ
と

は
区
別
さ
れ
る
形
で
女
の
少
年
が
「
少
女
」
と
呼
ば
れ
、
女
の
青
年
が
「
女
子
青
年
」「
青
年
女
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
実
態
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
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こ
れ
ら
「
少
年
」「
青
年
」
な
ど
男
性
標
準
の
こ
と
ば
が
ど
の
面
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
三
紙
合
計
の
結
果
を
表
27
に
示
し
た
。
ま
ず
、「
少
年
」（
合

計
一
一
七
件
）
に
関
し
て
は
、
明
ら
か
に
男
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
が
「
社

会
」
分
野
で
四
一
件
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
四
一
件
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

「
少
年
少
女
」（
合
計
八
件
）
は
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
六
件
用
い
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
「
少
女
」
は
合
計
九
三
件
で
、
そ
の
う
ち
四
六
件
が
「
文
化
・
メ
デ

ィ
ア
」
に
登
場
し
、
一
五
件
が
「
地
域
」、
一
四
件
が
「
社
会
」
で
使
用
さ
れ
て
い

た
。青

少
年
」
に
関
し
て
は
、
数
が
少
な
い
た
め
確
た
る
傾
向
は
つ
か
め
な
い
が
、

「
青
年
」（
合
計
三
四
件
）
は
、
明
ら
か
に
男
性
を
意
味
す
る
語
と
し
て
、「
文
化
・

メ
デ
ィ
ア
」
で
最
も
多
い
一
九
件
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、「
少
年
」「
少
女
」「
青
年
」
と
い
っ
た
若
い
世
代
を
あ
ら
わ
す

こ
と
ば
は
、
署
名
エ
ッ
セ
イ
や
芸
術
・
芸
能
に
関
す
る
紹
介
・
評
論
な
ど
が
多
く
含

ま
れ
る
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
で
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

こ
れ
ら
少
年
、
青
年
な
ど
の
語
を
、
各
紙
面
を
大
き
く
三
つ
に
く
く
っ
た
紙
面
ジ

ャ
ン
ル
別
に
み
て
み
る
と
、「
少
年
」
は
、〞
軟
派
系
〝
で
五
五
件
、〞
社
会
系
〝
で

四
六
件
、〞
硬
派
系
〝
で
一
六
件
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

94國學院法學第54巻第4号 (2017)

表27 掲載面別“女性隠し”の表現 男性標準のことば(３紙合計)
(単位：件)

１面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

少年 小計 3 7 5 1 2 41 10 2 46 117

少年①明らかに男子 3 7 5 1 2 41 9 2 41 111
少年②女子男子含む未成年
少年③その他 1 5 6

少年少女 6 1 1 8
少女 3 11 1 3 46 15 14 93

青少年 小計 2 1 3

青少年①明らかに男子
青少年②女子男子含む一般 2 1 3
青少年③その他

青年 小計 1 5 1 1 4 19 3 34

青年①明らかに男性 1 4 1 1 3 19 3 32
青年②女性男性含む
青年③その他 1 1 2



一
方
、「
少
女
」
は
、〞
軟
派
系
〝
で
の
使
用
が
六
四
件
と
最
多
で
、〞
硬
派
系
〝
一
五
件
、〞
社
会
系
〝
一
四
件
と
、
こ
の
二
分
野
で

の
使
用
頻
度
は
高
く
な
い
。「
青
年
」
の
使
用
も
〞
軟
派
系
〝
で
二
三
件
と
最
も
多
く
、〞
硬
派
系
〝
で
八
件
、〞
社
会
系
〝
で
三
件
と

な
っ
た
。「
少
年
」
は
主
と
し
て
〞
軟
派
系
〝
と
〞
社
会
系
〝、「
少
女
」
と
「
青
年
」
は
も
っ
ぱ
ら
〞
軟
派
系
〝
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で

使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

⑹

そ
の
他
の
男
性
標
準
の
表
現

事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
た
ち
の
人
数
を
報
じ
る
時
や
人
口
統
計
を
掲
載
す
る
時
な
ど
に
、
全
体
の
人
数
を
示
し
、
そ
の
あ

と
で
女
性
に
関
し
て
「
う
ち
女
性
〇
〇
人
」
と
述
べ
た
り
、
女
性
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
表
示
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
内
数

を
用
い
た
記
事
表
現
も
、
男
性
を
標
準
と
し
た
〞
女
性
隠
し
〝
表
現
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
回
、
女
性
を
内
数
扱
い
す
る
記

事
に
つ
い
て
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
た
（
表
は
割
愛
）。

そ
の
結
果
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
と
も
、
八
日
の
「
危
機
業
務
従
事
者
の
叙
勲
発
表
」
に
関
す
る
記
事
で
、「
叙
勲
の
受
賞
者
３
６

２
７
人
（
う
ち
女
性
９
人
）」（
読
売
）
と
い
う
表
現
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
女
性
を
内
数
扱
い
す
る
記
事
が
朝
日
で
一
件
、
毎
日
で

五
件
、
読
売
で
二
件
み
ら
れ
た
。

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
動
向

６

敬
称
の
使
い
分
け
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現

⑴

同
一
記
事
中
に
み
ら
れ
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
の
使
い
分
け

新
聞
に
あ
ら
わ
れ
た
女
性
と
男
性
に
対
す
る
非
対
等
な
表
現
と
し
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
二
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重
規
準
）
表
現
で
あ
る
。

新
聞
記
事
の
中
で
、
同
じ
地
位
や
業
績
を
有
し
て
い
る
女
男
が
記
事
に
さ
れ
る
際
に
、「
男
性
は
も
っ
ぱ
ら
〞
業
績
〝
や
〞
公
的
役

割
〝、
女
性
は
〞
美
〝
や
〞
ケ
ア
役
割
〝」
に
言
及
さ
れ
、
両
性
に
対
し
て
異
な
る
言
説
の
規
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
ま
た
、
女
性
の
敬
称
に
は
「
さ
ん
」
を
、
男
性
の
敬
称
に
は
「
氏
」
を
使
い
分
け
る
傾
向
が
新
聞
に
は
み
ら
れ
る
が
、
フ
ォ
ー
マ

ル
で
権
威
的
な
印
象
を
与
え
る
「
氏
」
を
男
性
に
、
よ
り
日
常
的
で
親
近
感
は
あ
る
も
の
の
権
威
は
氏
よ
り
下
と
の
印
象
を
与
え
が
ち

な
「
さ
ん
」
を
女
性
に
つ
け
る
敬
称
の
使
い
分
け
は
、
新
聞
が
日
常
的
に
使
い
続
け
て
い
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
と
い

え
る
だ

15
）

ろ
う
。

第
六
回
目
の
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
過
去
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
た
と
え
ば
「
男
性
は
〞
業
績
〝
や
〞
公
的
役
割
〝、
女
性
は

〞
美
〝
や
〞
ケ
ア
役
割
〝」
と
い
っ
た
意
識
的
・
無
意
識
的
な
性
別
役
割
分
業
観
に
基
づ
く
、
女
性
と
男
性
を
異
な
っ
た
規
準
で
表
現

し
、
報
道
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
二
重
規
準
表
現
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
物
の
姓
名
の
あ
と
に
つ
け
ら
れ
る
「
さ

ん
」
や
「
氏
」
な
ど
の
敬
称
が
女
男
で
異
な
る
傾
向
は
、
相
変
わ
ら
ず
数
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
の
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
女
男
に
よ
る

使
い
分
け
が
定
型
化
し
た
形
で
表
現
さ
れ
て
き
た
の
が
、
の
ち
に
み
る
死
亡
記
事
欄
で
あ
る
。

最
初
に
、
一
般
記
事
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

表
28
は
、
同
じ
記
事
中
に
女
性
と
男
性
の
双
方
が
登
場
す
る
場
合
に
、
①
女
性
に
「
さ
ん
」、
男
性
に
「
氏
」
の
敬
称
を
つ
け
る
使

い
分
け
、
②
そ
れ
以
外
の
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
分
け
（
表
の
上
段
）、
③
女
性
に
も
男
性
に
も
「
氏
」
を
つ
け
る
同
一

敬
称
、
④
女
性
と
男
性
の
双
方
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
同
一
敬
称
（
表
の
下
段
）
な
ど
、
敬
称
の
女
男
に
よ
る
使
い
分
け
を
パ
タ
ー
ン

化
し
て
、
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
み
る
と
、
ま
ず
、
同
一
記
事
中
に
女
男
が
登
場
し
た
も
の
の
う
ち
、
女
性
に
「
さ
ん
」、
男
性
に
「
氏
」
を
つ
け
る
使
い
分
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け
事
例
は
、
朝
日
一
三
件
、
毎
日
一
五
件
、
読
売
一
一
件
の
、
三
紙
合
計
三
九
件
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
女
男
別
敬
称
は
、

合
計
三
〇
件
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
女
子
の
子
ど
も
が
「
さ
ん
」
で
男
子
が
「
君
」
の
使
い
分
け
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
た
ほ

か
、
女
性
に
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
、
複
数
の
男
性
に
「
さ
ん
」
と
「
氏
」、
女
性
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
複
数
の
男
性
に
「
さ
ん
」、

女
性
が
「
さ
ん
」
で
子
ど
も
が
「
さ
ん
」
と
「
君
」
な
ど
、
様
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
が
み

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
女
男
で
敬
称
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
朝
日
一
六
件
、

毎
日
三
二
件
、
読
売
二
一
件
の
合
計
六
九
件
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
同
一
記
事
中
に
女
男
が
登
場
す
る
際
に
、
女
男
双
方
と
も
に
同
じ
敬

称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
女
性
男
性
と
も
に
「
氏
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の

は
、
朝
日
一
一
件
、
毎
日
一
九
件
、
読
売
一
六
件
の
合
計
四
六
件
で
あ
っ
た
。
一
方
、
女

男
と
も
に
「
さ
ん
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
朝
日
九
八
件
、
毎
日
一
〇
一
件
、

読
売
九
三
件
、
合
計
二
九
二
件
で
、
そ
れ
以
外
は
表
に
み
る
通
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
女

男
で
敬
称
を
使
い
分
け
て
い
な
い
事
例
の
合
計
は
、
朝
日
一
一
〇
件
、
毎
日
一
二
〇
件
、

読
売
一
一
〇
件
の
、
合
計
三
四
〇
件
で
、
使
い
分
け
を
し
て
い
な
い
数
は
、
使
い
分
け
を

し
て
い
る
数
の
五
倍
弱
で
あ
る
。

同
一
記
事
中
に
女
男
双
方
が
登
場
す
る
記
事
に
お
け
る
敬
称
の
使
い
分
け
の
有
無
の
比

率
を
グ
ラ
フ
19
に
よ
っ
て
み
て
み
る
と
、
女
性
と
男
性
が
同
一
記
事
中
に
登
場
す
る
件
数

は
合
計
四
〇
九
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
女
男
別
敬
称
の
も
の
は
女
性
が
「
さ
ん
」、
男
性

が
「
氏
」
の
使
い
分
け
が
三
九
件
、
九
・
五
％
、
そ
の
他
の
使
い
分
け
が
三
〇
件
、
七
・
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表28 同一記事中に女男双方が登場する際の敬称の使われ方
（単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

女性「さん」／男性「氏」 13 15 11 39
女性「氏」／男性「さん」

女
男
で
使
い
分
け

女性「女史」／男性「氏」
女性「ちゃん」／男性「君」
その他の女男別敬称 3 17 10 30

小 計 16 32 21 69

女性「氏」／男性「氏」 11 19 16 46
女性「さん」／男性「さん」 98 101 93 292

女
男
と
も
同

敬
称

女性「ちゃん」／男性「ちゃん」 1 1
その他の女男同敬称 1 1

小 計 110 120 110 340



三
％
で
、
両
者
合
わ
せ
て
一
六
・
八
％
と
な
る
。

全
体
で
八
割
以
上
が
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
な
い
わ
け
だ
が
、
女
性
に
は

「
さ
ん
」
を
つ
け
、
男
性
に
は
「
氏
」
を
つ
け
る
二
重
規
準
に
基
づ
い
た
用
法

が
い
ま
だ
に
一
割
以
上
存
在
す
る
事
実
に
は
、
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
つ
い
て
の
記
事
で
、
同

じ
社
会
運
動
家
同
士
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
「
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
」
に
対
し
て
男
性
の
「
ト
ウ
・
ゾ
ウ
・
ラ
ッ
ト
氏
」（
朝
日
、

一
日
）、「
民
主
化
指
導
者
」
の
「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
」
に
対
し
て
、

外
相
の
「
ワ
ナ
マ
ル
ン
ル
ウ
ィ
ン
氏
」（
毎
日
、
二
日
）
の
よ
う
に
、
ま
た
、

こ
の
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
と
〇
九
年
に
同
賞

を
受
賞
し
た
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー

さ
ん
」
と
「
オ
バ
マ
氏
」
の
よ
う
に
敬
称
を
使
い
分
け
た
り
（
朝
日
、
八
日
夕

刊
）、
過
去
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に
対
し
、「
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
」
と
「
劉
暁
波
氏
」
と
敬
称
を
使
い
分
け
る

ケ
ー
ス
（
読
売
、
一
日
）
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
日
本
の
文
化
人
に
つ
い
て
も
、「
森
ミ
ド
リ
さ
ん
」
と
「
阿
刀
田
高
氏
」（
読
売
、
八

日
夕
刊
）
の
よ
う
に
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
方
に
二
重
規
準
が
み
ら
れ
た
。

⑵

単
独
出
現
の
場
合
に
み
ら
れ
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
傾
向

以
上
は
、
同
じ
記
事
の
中
に
女
男
が
セ
ッ
ト
で
登
場
し
た
場
合
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
が
、
新
聞
記
事
の
中
で

は
、
登
場
人
物
が
一
人
の
場
合
の
方
が
む
し
ろ
多
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
場
合
に
、
女
性
な
い
し
男
性
に
ど
の
よ
う
な
敬
称
が
つ
け
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グラフ19 同一記事中に女男双方が登場する場合の
敬称使い分けの有無(３紙合計409件)

女性 さん」／
男性 氏」
9.5％(39件)

女性 氏」／
男性 氏」
11.2％(46件)

その他女性
男性同敬称
0.2％(1件)

その他女男
別敬称
7.3％(30件)

女性 ちゃん」／
男性 ちゃん」
0.2％(1件)

女性 さん」／
男性 さん」
71.4％(292件)

使い分け
16.8％



ら
れ
て
い
る
か
を
集
計
し
、
比
較
し
て
み
た
。
表
29
は
、
女
性
ま
た
は
男
性
が
記
事
中
に
単
独
で
出
現
し
た
際
の
呼
称
を
カ
ウ
ン
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。
女
性
が
単
独
で
出
現
す
る
も
の
は
朝
日
三
六
九
件
、
毎
日
四
四
四
件
、
読
売
四
三
一
件
、
三
紙
合
計
一
二
四
四
件
と

な
っ
た
。

表
29
の
上
段
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
が
単
独
で
登
場
し
、「
氏
」
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
朝
日
三
五
件
、
毎
日
二
八
件
、
読
売
二
三

件
の
合
計
八
六
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
に
「
さ
ん
」
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
朝
日
三
二
六
件
、
毎
日
四
〇
〇
件
、
読
売

三
八
八
件
の
、
合
計
一
一
一
四
件
で
あ
っ
た
。
女
性
が
「
さ
ん
」
の
呼

称
で
登
場
す
る
場
合
は
、「
氏
」
で
登
場
す
る
場
合
の
一
三
倍
で
あ
り
、

女
性
は
圧
倒
的
に
「
さ
ん
」
づ
け
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
女

性
が
「
ち
ゃ
ん
」「
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
」
な
ど
で
呼
ば
れ
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
表
29
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
今
回
、
女
性
に
「
女
史
」

と
い
う
呼
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
は
一
件
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
男
性
が
紙
面
上
に
単
独
で
出
現
す
る
ケ
ー
ス
は
、

表
29
中
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
朝
日
一
六
四
八
件
、
毎
日
一
四
六
四

件
、
読
売
一
六
〇
一
件
、
三
紙
合
計
で
は
四
七
一
三
件
に
達
す
る
。
こ

れ
は
、
女
性
の
総
登
場
数
一
二
四
四
件
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
く
、
四

倍
近
く
と
な
る
。
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表29 同一記事中に一方の性が単一敬称で登場する際の敬称
（単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

女性単独「氏」 35 28 23 86
女性単独「女史」
女性単独「さん」 326 400 388 1114

女
性
単
独
使
用

女性単独「ちゃん」 8 12 11 31
女性単独その他
女性ニックネーム 4 9 13

小 計 369 444 431 1244

男性単独「氏」 977 644 698 2319
男性単独「さん」 627 796 839 2262
男性単独「ちゃん」 6 5 11

男
性
単
独
使
用

男性単独「君」 17 12 37 66
男性単独その他 1 1 2
男性ニックネーム 21 11 21 53

小 計 1648 1464 1601 4713

女性内別敬称 10 2 2 14
男性内別敬称 27 11 11 49

そ
の
他
の

敬
称
使
用

同性内別敬称と異性内別敬称 8 5 1 14
性別不明 7 17 4 28



内
訳
を
み
る
と
、
男
性
が
単
独
で
登
場
し
、
そ
の
人
物
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
朝
日
九
七
七
件
、
毎
日
六
四
四
件
、

読
売
六
九
八
件
の
、
合
計
二
三
一
九
件
で
あ
る
。
一
方
「
さ
ん
」
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
朝
日
六
二
七
件
、
毎
日
七
九
六
件
、
読

売
八
三
九
件
で
、
三
紙
合
計
で
は
二
二
六
二
件
と
な
り
、「
氏
」
と
「
さ
ん
」
が
お
よ
そ
半
半
ず
つ
、
と
い
っ
た
恰
好
で
あ
る
。
先
に

み
た
女
性
に
つ
け
ら
れ
る
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
一
三
倍
に
も
達
す
る
数
量
的
ギ
ャ
ッ
プ
に
比
べ
る
と
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
男
性
が
「
君
」
で
出
現
す
る
ケ
ー
ス
が
計
六
六
件
、
ま
た
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
出
現
す
る
ケ
ー
ス
が
合
計
五
三
件
み
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
表
29
下
段
に
み
る
よ
う
に
、
女
性
が
複
数
登
場
し
た
際
に
、
あ
る
人
に
は
「
氏
」
が
、
別
の
人
に
は
「
さ
ん
」
が
付
さ

れ
る
、
あ
る
い
は
同
一
人
物
が
二
度
目
に
言
及
さ
れ
る
際
に
「
氏
」
が
「
さ

ん
」
に
変
わ
る
、
母
親
が
「
さ
ん
」
で
娘
が
「
ち
ゃ
ん
」
の
組
み
合
わ
せ
、

と
い
っ
た
、
同
一
記
事
内
で
異
な
る
敬
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
計
一

四
件
み
ら
れ
た
。
ま
た
同
一
記
事
中
に
男
性
が
複
数
登
場
し
た
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
敬
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
朝
日
を
中
心
に
合
計
四
九

件
を
数
え
た
。

こ
れ
ら
、
ど
ち
ら
か
の
性
が
単
独
で
出
現
す
る
場
合
の
合
計
を
一
〇
〇
％

と
し
て
、
女
男
別
の
敬
称
別
件
数
を
図
示
し
た
も
の
が
、
グ
ラ
フ
20
で
あ

る
。
総
登
場
件
数
は
、「
そ
の
他
の
敬
称
使
用
」
を
除
い
て
、
五
九
五
七
件

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
女
性
が
単
独
で
登
場
し
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
わ
ず
か
一
・
四
％
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
女
性
に
「
さ
ん
」
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
全
体
の
一
八
・
七
％
で
あ
る
。
一
方
、
男
性
が
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グラフ20 記事中に女男が単独で登場する場合の敬称
の使われ方(３紙合計5957件)

男性 独
さん」
38.0％
(2262件)

男性単独
ちゃん」
0.2％(11件)

男性単独
君」
1.1％(66件)

男性単独
その他
0.0％(2件)

男性ニック
ネーム
0.9％(53件)

女性単独 氏」
1.4％(86件)

女性 独
さん」
18.7％
(1114件)

女性単独 ちゃん」
0.5％(31件)

女性ニックネーム
0.2％(13件)

男性 独
氏」

38.9％
(2319件)



単
独
で
登
場
す
る
場
合
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
量
が
拮
抗
し
て
お
り
、

前
者
が
三
八
・
九
％
、
後
者
が
三
八
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
要
約
的
に
い
え
ば
、
新
聞
に

登
場
す
る
女
男
の
割
合
は
、
男
性
が
大
多
数
を
占
め
、
彼
ら
に
対
し
て
、「
さ
ん
」
ま
た
は

「
氏
」
が
、
ほ
ぼ
同
比
率
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
女
性
は
、
出
現
す
る
割
合
自
体
が

少
な
い
中
で
、
ひ
と
た
び
登
場
し
た
場
合
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
さ
ん
」
づ
け
で
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
る
。

な
お
、
単
独
で
登
場
し
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
記
載
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
男
性

で
は
「
寅
さ
ん
」「
ダ
ル
」「
さ
か
な
ク
ン
」「
ナ
ベ
サ
ダ
」「
浜
ち
ゃ
ん
」、
女
性
で
は
「
Ｅ

Ｐ
Ｏ
」「
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
（
ミ
ユ
）
さ
ん
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

⑶

同
一
記
事
中
に
み
ら
れ
る
「
さ
ん
」「
氏
」
使
い
分
け
の
紙
面
別
傾
向

表
30
は
、
同
一
記
事
の
中
に
女
男
両
方
が
登
場
す
る
場
合
の
、
敬
称
の
つ
け
ら
れ
方
を
紙

面
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
30
上
段
の
女
性
が
「
さ
ん
」、
男
性
が
「
氏
」
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
は
、「
総
合
・
政
治
」
と
「
国
際
」
で
目
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
件
、
一
四
件
と

な
っ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
ビ
ル
マ
に
お
け
る
ス
ー
チ
ー
と
政
治
家
の
男
性
に
対
す
る

「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
例
や
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に
関
す
る
性
別
に
よ
る

呼
称
の
使
い
分
け
を
始
め
と
し
て
、
政
治
や
国
際
に
関
連
す
る
面
で
看
取
さ
れ
た
こ
と
と
符

合
す
る
。
ま
た
、「
社
会
」
で
六
件
み
ら
れ
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
小
沢
一
郎
が
政
治
資
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表30 面別にみた同一記事中に男女双方が登場する場合の敬称使い分け
(３紙合計)(単位：件)

１面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

女性「さん」／男性「氏」 2 11 14 1 1 4 6 39
女性「氏」／男性「さん」

女
男
で
使
い
分
け

女性「女史」／男性「氏」
女性「ちゃん」／男性「君」
その他の女男別敬称 3 2 4 4 3 14 30

小 計 2 14 16 5 1 8 3 20 69

女性「氏」／男性「氏」 3 16 15 7 2 3 46
女性「さん」／男性「さん」 8 27 10 3 7 38 59 25 3 112 292

女
男
と
も
同

敬
称

女性「ちゃん」／男性「ちゃん」 1 1
その他の女男同敬称 1 1

小 計 11 43 25 3 7 38 67 27 3 116 340



金
規
正
法
違
反
の
容
疑
で
強
制
起
訴
さ
れ
た
裁
判
を
め
ぐ
る
談
話
記
事
で
、「
江
川
紹
子
さ
ん
」「
高
村
薫
さ
ん
」
と
女
性
の
識
者
た
ち

が
み
な
「
さ
ん
」
づ
け
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
中
、
小
沢
一
郎
に
つ
い
て
語
る
際
に
は
全
て
「
小
沢
氏
」
と
な
っ
て
い
た
（
朝
日
、
七

日
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
女
男
別
敬
称
が
「
社
会
」
で
一
四
件
と
多
か
っ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
シ
リ
ー
ズ
記
事
の
中
で
、
罹
災
し
た
家
族
が

取
り
あ
げ
ら
れ
る
際
に
、
親
た
ち
が
「
さ
ん
」
で
子
ど
も
た
ち
が
「
ち
ゃ
ん
」「
君
」
で
記
載
さ
れ
る
事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
合
計
六
九
件
み
ら
れ
た
女
男
別
使
い
分
け
の
掲
載
ジ
ャ
ン
ル
を
大
き
く
三
つ
に
く
く
っ
て
み
る
と
、「
１
面
」「
総
合
・
政

治
」「
国
際
」「
経
済
」「
科
学
」
を
含
む
〞
硬
派
系
〝
が
三
二
件
、
四
六
・
四
％
、「
教
育
」「
生
活
」「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」「
地
域
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
含
む
〞
軟
派
系
〝
が
一
七
件
、
二
四
・
六
％
、
そ
し
て
「
社
会
」
の
〞
社
会
系
〝
が
二
〇
件
、
二
九
・
〇
％
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
「
そ
の
他
の
女
男
別
敬
称
」（
計
三
〇
件
）
も
入
れ
た
数
値
だ
が
、
女
性
が
「
さ
ん
」
で
男
性
が
「
氏
」
の
組
み
合
わ
せ

の
み
（
計
三
九
件
）
で
み
て
み
る
と
、〞
硬
派
系
〝
二
七
件
、
六
九
・
二
％
、〞
軟
派
系
〝
六
件
、
一
五
・
四
％
、〞
社
会
系
〝
六
件
、

一
五
・
四
％
と
な
り
、〞
硬
派
系
〝
に
お
い
て
女
性
は
「
さ
ん
」、
男
性
は
「
氏
」
と
使
い
分
け
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と

れ
る
。

次
に
、
表
30
下
段
に
み
る
よ
う
に
、
女
男
と
も
同
敬
称
の
も
の
は
合
計
三
四
〇
件
み
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
女
男
と
も
「
氏
」
が
使
用

さ
れ
て
い
た
も
の
は
、「
総
合
・
政
治
」
と
「
国
際
」
で
目
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
六
件
と
、
一
五
件
、
一
方
、
女
男
と
も
「
さ

ん
」
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、「
社
会
」
一
一
二
件
を
筆
頭
に
、「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
五
九
件
、「
生
活
」
三
八
件
、「
総
合
・
政

治
」
二
七
件
、「
地
域
」
二
五
件
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
ら
を
前
述
の
大
き
な
三
つ
の
紙
面
領
域
の
く
く
り
で
み
て
み
る
と
、
女
男
と
も
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
合
計
四
六
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件
）
に
関
し
て
は
、〞
硬
派
系
〝
三
四
件
、
七
三
・
九
％
、〞
軟
派
系
〝
九

件
、
一
九
・
六
％
、〞
社
会
系
〝
三
件
、
六
・
五
％
と
、
大
多
数
が
〞
硬
派

系
〝
の
記
事
に
出
現
し
て
い
た
。
一
方
、
女
男
と
も
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
も
の
（
合
計
二
九
二
件
）
に
関
し
て
は
、〞
硬
派
系
〝
が
四
八
件
、

一
六
・
四
％
に
対
し
て
、〞
軟
派
系
〝
が
一
三
二
件
、
四
五
・
二
％
、〞
社
会

系
〝
が
一
一
二
件
、
三
八
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、〞
硬
派
系
〝
が
四
分
の

三
を
占
め
た
女
男
と
も
「
氏
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
と
は
異
な
っ
た
結

果
を
示
し
て
い
る
。

⑷

単
独
出
現
の
場
合
に
み
ら
れ
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
紙
面
別
傾
向

表
31
は
、
記
事
の
中
に
ど
ち
ら
か
一
方
の
性
が
単
独
で
出
現
し
て
い
る
場

合
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
敬
称
を
、
掲
載
紙
面
別
に
三
紙
合
計
で
み
た
も
の
で

あ
る
。

既
に
記
し
た
よ
う
に
、
女
性
が
記
事
中
に
単
独
で
登
場
す
る
際
に
使
わ
れ

る
敬
称
は
、「
さ
ん
」
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
表
31
の
上
段
に
よ
る
と
、
そ

の
使
用
は
「
さ
ん
」
の
合
計
一
一
一
四
件
の
う
ち
三
八
〇
件
、
三
割
が
「
社

会
」
面
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
の
一
五
七

件
、「
生
活
」
の
一
五
二
件
が
続
き
、「
地
域
」
の
一
一
七
件
も
目
を
引
く
。

以
下
、「
総
合
・
政
治
」
八
九
件
、「
国
際
」
八
〇
件
、「
教
育
」
七
三
件
が
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表31 面別にみた同一記事中に一方の性が単一敬称で登場する場合の敬称
(３紙合計)(単位：件)

1面 総合･政治 国際 経済 科学 教育 生活 文化･メディア 地域 スポーツ 社会 合計

女性単独「氏」 14 20 30 9 3 3 4 3 86
女性単独「女史」
女性単独「さん」 46 89 80 8 2 73 152 157 117 10 3801114

女
性
単
独
使
用

女性単独「ちゃん」 1 3 2 2 6 1 16 31
女性単独その他
女性ニックネーム 3 1 1 2 3 3 13

小 計 61 115 110 17 2 76 155 168 120 18 4021244

男性単独「氏」 170 1174 292 148 26 8 127 44 61 2692319
男性単独「さん」 80 275 78 31 40 85 196 466 246 51 7142262
男性単独「ちゃん」 1 1 3 2 4 11

男
性
単
独
使
用

男性単独「君」 4 11 2 6 4 14 6 19 66
男性単独その他 2 2
男性ニックネーム 5 12 1 4 14 17 53

小 計 259 1473 372 179 40 118 204 602 321 139 10064713

女性内別敬称 2 1 3 8 14
男性内別敬称 3 13 9 1 2 8 4 2 7 49

そ
の
他
の

敬
称
使
用

同性内別敬称と異性内別敬称 3 2 2 1 2 1 3 14
性別不明 3 2 10 5 5 3 28



続
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
が
単
独
で
出
現
す
る
際
に
つ
け
ら
れ
た
「
氏
」
の
合
計
八
六
件
の
紙
面
別
内
訳
は
、
三
〇
件
が
「
国
際
」、

二
〇
件
が
「
総
合
・
政
治
」、
一
四
件
が
「
１
面
」、
九
件
が
「
経
済
」
等
々
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

女
性
に
付
さ
れ
た
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
を
、
三
紙
面
領
域
の
大
き
な
く
く
り
で
み
て
み
る
と
、「
氏
」（
合
計
八
六
件
）
に
つ
い
て

は
、「
科
学
」
も
含
め
て
〞
硬
派
系
〝
が
七
三
件
、
八
四
・
九
％
、〞
軟
派
系
〝
が
一
〇
件
、
一
一
・
六
％
、〞
社
会
系
〝
が
三
件
、

三
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
さ
ん
」（
合
計
一
一
一
四
件
）
に
つ
い
て
は
、〞
硬
派
系
〝
二
二
五
件
、
二
〇
・
二
％
、〞
軟
派
系
〝

五
〇
九
件
、
四
五
・
七
％
、〞
社
会
系
〝
三
八
〇
件
三
四
・
一
％
と
な
っ
た
。
女
性
の
「
氏
」
は
も
っ
ぱ
ら
〞
硬
派
系
〝
の
ジ
ャ
ン
ル

で
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
一
方
、「
さ
ん
」
に
関
し
て
は
〞
硬
派
系
〝
で
も
使
わ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、〞
軟
派
系
〝
次
い
で

〞
社
会
系
〝
の
ジ
ャ
ン
ル
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
よ
り
強
い
と
い
え
よ
う
。

表
31
の
中
段
に
よ
り
、
男
性
が
単
独
で
出
現
す
る
場
合
の
敬
称
を
み
て
み
る
と
、「
氏
」
は
合
計
二
三
一
九
件
、「
さ
ん
」
は
合
計
二

二
六
二
件
と
、
全
体
と
し
て
双
方
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
。
し
か
し
掲
載
紙
面
別
に
は
異
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

「
氏
」
の
使
用
頻
度
が
最
も
高
い
紙
面
は
、「
総
合
・
政
治
」
で
一
一
七
四
件
と
群
を
抜
い
て
お
り
、「
氏
」
全
体
の
半
数
を
占
め
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
以
下
、
大
き
く
数
値
を
下
げ
て
、「
国
際
」
二
九
二
件
、「
社
会
」
二
六
九
件
、「
１
面
」
一
七
〇
件
、「
経
済
」
一
四
八

件
が
続
く
。

一
方
、
男
性
単
独
の
「
さ
ん
」
の
敬
称
に
つ
い
て
み
る
と
、「
社
会
」
で
最
多
の
七
一
四
件
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
さ
ん
」
の
合
計

の
三
割
を
占
め
た
。
次
い
で
や
や
差
を
も
っ
て
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
四
六
六
件
、「
総
合
・
政
治
」
二
七
五
件
、「
地
域
」
二
四
六

件
、「
生
活
」
一
九
六
件
が
続
い
た
。「
総
合
・
政
治
」
で
の
使
用
が
三
位
に
位
置
す
る
と
い
う
点
で
、
女
性
の
「
さ
ん
」
と
は
異
な
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
女
性
の
「
さ
ん
」
が
「
総
合
・
政
治
」
で
使
わ
れ
て
い
た
件
数
を
あ
ら
た
め
て
み
て
み
る
と
八
九
件
で
、
紙
面
順
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位
で
は
五
位
で
あ
っ
た
。

男
性
の
敬
称
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
を
、
三
つ
の
大
き
な
く
く
り
で
み
て
み
る
と
、「
氏
」（
合
計
二
三
一
九
件
）
に
つ
い
て
は
、〞
硬

派
系
〝
が
一
七
八
四
件
、
七
六
・
九
％
、〞
軟
派
系
〝
が
二
六
六
件
、
一
一
・
五
％
、〞
社
会
系
〝
が
二
六
九
件
、
一
一
・
六
％
で
あ
っ

た
。
一
方
「
さ
ん
」（
合
計
二
二
六
二
件
）
に
つ
い
て
は
、〞
硬
派
系
〝
五
〇
四
件
、
二
二
・
三
％
、〞
軟
派
系
〝
一
〇
四
四
件
、
四

六
・
一
％
、〞
社
会
系
〝
七
一
四
件
三
一
・
六
％
と
な
っ
た
。
件
数
で
み
る
と
、「
総
合
・
政
治
」
で
圧
倒
的
に
「
氏
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
た
め
、〞
硬
派
系
〝
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
が
「
氏
」
が
主
に
用
い
ら
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
比
率
に
す
る
と
、
女
性
の
「
氏
」

の
〞
硬
派
面
〝
で
の
登
場
率
の
方
が
や
や
上
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
敬
称
使
用
と
三
ジ
ャ
ン
ル
に
関
し
て

は
、
比
率
で
み
た
場
合
、
女
男
で
大
き
な
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。

⑸

さ
ん
」「
氏
」
使
い
分
け
の
経
年
変
化

グ
ラ
フ
21
は
、
同
一
記
事
中
に
女
男
が
出
て
く
る
場
合
に
、
敬
称
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
件
数
と
、
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て

い
な
い
件
数
の
経
年
比
較
を
積
み
上
げ
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
五
年
お
よ
び
九
一
年
の
調
査
は
、
女
性
が
「
さ
ん
」
に
対

し
て
男
性
が
「
氏
」、
女
性
が
「
女
史
」
に
対
し
て
男
性
が
「
氏
」
と
い
う
、
使
い
分
け
を
把
握
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、

九
六
年
以
降
、
女
男
と
も
「
氏
」、
女
男
と
も
「
さ
ん
」
の
同
一
敬
称
な
ど
を
加
え
て
、
現
在
の
よ
う
な
六
分
類
に
よ
る
集
計
を
行
っ

て
い
る
。

ま
ず
、
女
性
が
「
さ
ん
」、
男
性
が
「
氏
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
て
傾
向
が
つ
か
み
に
く
い
が
、
二
〇
一
一

年
調
査
結
果
の
三
九
件
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
で
最
も
多
い
。
た
だ
、
〇
一
年
を
除
い
て
、
総
数
は
、
ほ
ぼ
四
〇
〇
件
前
後
で
そ
れ
ほ
ど

の
増
減
を
示
さ
ず
推
移
し
て
い
る
一
方
で
、
両
性
と
も
に
「
さ
ん
」
を
使
用
す
る
形
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
女
性
・
男
性
と
も
に
「
氏
」
を
用
い
る
同
一
敬
称
は
、
九
六
年
以
降
増
え
た
り
減
っ
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
一
方
、
女

105 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)



男
双
方
と
も
に
「
さ
ん
」
づ
け
の
も
の
は
、

こ
の
と
こ
ろ
増
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
女
性
と
男
性
に
対

す
る
敬
称
の
使
い
分
け
が
減
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
グ
ラ
フ
21

か
ら
は
、
女
性
が
「
さ
ん
」
で
男
性
が

「
氏
」
の
使
い
分
け
お
よ
び
「
そ
の
他
の
女

男
別
敬
称
」
は
、
必
ず
し
も
減
っ
て
い
な
い

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

グ
ラ
フ
22
は
、
女
男
ど
ち
ら
か
一
方
が
記

事
中
に
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
の
用
い
ら
れ

方
を
示
し
た
も
の
で
、
グ
ラ
フ
下
に
配
し
た

表
の
上
段
が
女
性
単
独
出
現
、
表
の
下
段
が

男
性
単
独
出
現
の
件
数
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
ま
ず
女
性
に
つ
い
て
は
、「
氏
」
の

使
用
が
、
調
査
を
経
る
た
び
に
明
ら
か
な
増

加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
「
さ
ん
」
の
使
用
に

つ
い
て
も
出
現
頻
度
が
毎
回
増
加
し
て
い
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グラフ21 同一記事中に女男双方が登場する場合の敬称
使い分けの経年変化(３紙合計)(単位：件)

＊－印は未調査

女性 さん」／男性 氏」 12 25 36 7 19 39
女性 女史」／男性 氏」 4 7 0 0 0 0

女
男
で
使

い
分
け その他女男別敬称 － － 46 13 24 30

小 計 16 32 82 20 43 69

女性 氏」／男性 氏」 0 5 83 37 72 46
女性 さん」／男性 さん」 － － 204 148 252 292

女
男
と
も

同
敬
称 その他女性男性同敬称 － － 13 7 3 2

小 計 0 5 300 192 327 340
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る
。
こ
れ
ら
女
性
単
独
登
場
数
の
小
計
か
ら
は
、
新
聞
紙
面
に
女
性
が
登
場
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
男
性
に
関
し
て
は
、
女
性
の
場
合
に
比
較
し
て
、「
氏
」
が
大
幅
に
多
く
使
わ
れ
、「
さ
ん
」
の
使
用
頻
度
を
上
回
る
傾
向
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
「
氏
」
が
一
〇
〇
件
ほ
ど
減
っ
た
の
に
対
し
て
「
さ
ん
」
の
使
用
が
前
回
よ
り
も
二
割
近
く
増

え
、「
氏
」
の
使
用
頻
度
に
拮
抗
す
る
勢
い
を
み
せ
て
い
る
。
男
性
の
単
独
登
場
の
小
計
は
、
〇
六
年
に
「
氏
」
を
つ
け
た
も
の
、
ま

た
一
一
年
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
た
も
の
が
増
え
た
こ
と
を
受
け
て
、
女
性
同
様
増
加
基
調
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

グ
ラ
フ
22
の
積
み
上
げ
グ
ラ
フ
か
ら
も
、
〇
一
年
か
ら
紙
面
に
登
場
す
る
人
物
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
大
部

分
は
男
性
の
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
で
あ
る
。
一
方
、
女
性
の
「
さ
ん
」
も
七
九
三
件
、
八
八
〇
件
、
一
一
一
四
件
と
少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
が
、
女
性
の
「
氏
」
の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
は
、
視
覚
的
に
は
確
認
し
づ
ら
い
。

し
か
し
な
が
ら
、「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
使
用
パ
タ
ー
ン
を
六
分
類
で
集
計
し
は
じ
め
た
九
六
年
を
起
点
と
し
て
、
女
性
単
独
出
現

時
の
「
氏
」「
さ
ん
」、
男
性
単
独
出
現
時
の
「
氏
」「
さ
ん
」
の
使
用
頻
度
の
伸
び
率
を
一
一
年
の
時
点
で
み
て
み
る
と
、
女
性
の

「
氏
」
は
三
・
一
八
倍
、
女
性
の
「
さ
ん
」
は
三
・
四
九
倍
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
の
「
氏
」
の
増
加
は
二
・
六

五
倍
、
男
性
の
「
さ
ん
」
の
増
加
は
三
・
三
一
倍
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
に
対
す
る
「
氏
」
の
使
用
は
、
男
性
に
対
す
る

「
氏
」
の
使
用
を
上
回
る
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
女
性
に
対
す
る
「
さ
ん
」
の
使
用
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
男
性
に
対
す
る

「
さ
ん
」
の
使
用
の
伸
び
率
を
上
回
っ
て
お
り
、〞
男
性
の
牙
城
〝
で
あ
っ
た
新
聞
に
も
、
女
性
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
、
確
か
な
よ
う
で

16
）

あ
る
。

な
お
、
か
つ
て
み
ら
れ
た
女
性
に
対
す
る
敬
称
「
女
史
」
に
つ
い
て
は
、
八
六
年
よ
り
急
激
に
減
り
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
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グラフ22 記事中に女男が単独で登場する場合の敬称の
使われ方の経年変化(３紙合計)(単位：件)

＊－印は未調査

女性単独 氏」 0 2 27 50 71 86
女性単独 女史」 32 40 10 1 1 0
女性単独 さん」 － － 319 793 880 1114

女
性
単
独
使
用

女性単独その他 － － 12 40 87 31
女性ニックネーム － － － 24 13 13

小 計 32 42 368 908 1052 1244

男性単独 氏」 － 738 875 2041 2421 2319
男性単独 さん」 － － 684 1855 1894 2262

男
性
単
独
使
用

男性単独その他 － － 108 66 97 79
男性ニックネーム － － － 28 53 53

小 計 － 738 1667 3990 4465 4713
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７

死
亡
記
事
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現

⑴

死
亡
記
事
中
に
み
ら
れ
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
の
使
い
分
け

新
聞
の
社
会
面
の
訃
報
欄
を
中
心
に
掲
載
さ
れ
る
著
名
人
の
死
亡
記
事
は
、
物
故
者
本
人
に
加
え
、
喪
主
や
関
係
す
る
身
内
な
ど
の

名
前
が
合
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
新
聞
で
は
、
長
ら
く
、
男
性
が
死
者
だ
と
敬
称
は
「
氏
」、
そ
の
喪
主
や
身
内
な
ど
が

男
性
の
場
合
に
も
同
じ
く
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
物
故
者
本
人
、
喪
主
、
身
内
が
女
性
だ
と
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
る

と
い
う
定
型
化
し
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。

そ
う
い
っ
た
、
お
か
し
な
新
聞
界
の
〞
慣
習
〝
を
、
三
紙
の
う
ち
で
最
初
に
改
め
た
の
は
毎
日
新
聞
で
、
一
九
九
九
年
一
月
か
ら
の

死
亡
欄
の
敬
称
は
、
死
亡
者
本
人
や
身
内
な
ど
が
女
性
で
あ
る
か
男
性
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
さ
ん
」
で
統
一
さ
れ
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
朝
日
新
聞
も
二
〇
〇
二
年
四
月
よ
り
死
亡
記
事
中
の
登
場
人
物
全
員
を
「
○
○
さ
ん
」
づ
け
で
表
記
す
る
と
い

う
、
同
様
の
方
針
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
紙
の
中
で
、
唯
一
読
売
は
、
い
ま
だ
性
別
に
よ
り
「
さ
ん
」
と
「
氏
」

を
使
い
分
け
て
い
る
。
今
回
も
、
過
去
の
調
査
同
様
、
死
亡
記
事
に
お
い
て
死
亡
者
本
人
と
身
内
な
ど
に
付
さ
れ
る
敬
称
の
組
み
合
わ

せ
の
性
に
よ
る
異
同
、
お
よ
び
死
者
が
単
独
で
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
の
つ
け
ら
れ
方
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
示
し
た
の
が
表

32
で
あ
る
。

表
32
の
う
ち
、
最
上
部
は
、
複
数
の
登
場
人
物
に
対
す
る
敬
称
が
、
女
男
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、
女
性
が
「
さ
ん
」、

男
性
が
「
氏
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
読
売
の
み
一
八
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
読
売
新
聞
は
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
に
、
毎
日
と
朝
日

が
女
男
の
区
別
な
く
「
さ
ん
」
づ
け
で
統
一
し
た
あ
と
も
、
い
ま
だ
に
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
を
機
械
的
に
使
用
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
演
劇
評
論
家
の
「
菅
井
幸
雄
氏
」
の
喪
主
は
、
妻
の
「
な
み
子
さ
ん
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
（
読
売
、
一
五

日
）。
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表
32
二
段
目
の
、
女
性
と
男
性
が
登
場
し
、
両
者
に
同
じ
敬
称

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
の
、
女
性
・
男
性
と
も
に
「
さ
ん
」
の

組
み
合
わ
せ
は
、
朝
日
一
五
件
、
毎
日
二
〇
件
、
読
売
三
件
の
、

合
計
三
八
件
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
三
日
各
紙
夕
刊
に
は
、
長
唄
の

唄
方
で
あ
る
今
藤
文
子
の
訃
報
が
載
っ
た
が
、
朝
日
と
毎
日
は
、

死
亡
者
本
人
を
「
今
藤
文
子
さ
ん
」
と
記
し
、
喪
主
も
次
男
の

「
今
藤
美
治

さ
ん
」（
朝
日
）、「
美
治

さ
ん
」（
毎
日
）
と
し

て
い
た
の
に
対
し
、
読
売
は
「
今
藤
文
子
さ
ん
」「
今
藤
美
治

氏
」
と
、
女
男
で
異
な
っ
た
敬
称
を
用
い
て
い
た
。
な
お
、
女
男

と
も
に
「
氏
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
三
紙
全
て
で
皆

無
で
あ
っ
た
。

次
に
、
同
性
同
士
が
同
一
死
亡
記
事
に
出
現
す
る
場
合
、
女
性

同
士
が
と
も
に
「
さ
ん
」
と
表
示
さ
れ
る
例
は
、
表
32
に
あ
る
よ

う
に
合
計
二
件
と
わ
ず
か
で
、
両
方
と
も
「
氏
」
と
表
示
さ
れ
る

こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
一
方
、
男
性
同
士
が
「
さ
ん
」
と
表
示

さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
合
計
で
一
八
件
、
ま
た
、
男
性
同
士
が
「
氏
」

と
表
示
さ
れ
る
も
の
は
合
計
九
件
み
ら
れ
た
。
そ
の
九
件
の
う
ち
の
八
件
は
読
売
で
、
元
衆
議
院
議
員
の
「
芝
田
弘
氏
」
と
喪
主
の
長

男
「
昌
孝
氏
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
（
八
日
）
で
あ
っ
た
。
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表32 死亡記事における敬称の使われ方
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

女性「さん」／男性「氏」 18 18女
男
で
使
い

分
け 女性「氏」／男性「さん」

女性「女史」／男性「氏」

同
一
死
亡
記
事

内
で
女
男
が
出

る
場
合
の
「
さ

ん
」
と
「
氏
」

小 計 18 18

女性「氏」／男性「氏」
女性「さん」／男性「さん」 15 20 3 38
女性「さん」同士 1 1 2
女性「氏」同士

女
男
と
も
同
敬
称

男性「さん」同士 8 10 18

同
一
死
亡
記
事
内

で
同
性
同
士
が
出

る
場
合
の
敬
称

男性「氏」同士 1 8 9
女性同士別敬称
男性同士別敬称 1 1

小 計 24 32 12 68

女性単独「氏」
女性単独「女史」

女
性
単
独

使
用

女性単独「さん」 2 2

単
独
死
亡
記
事
内
で

の

「

さ

ん

」

と

「
氏
」

小 計 2 2

男性単独「氏」 1 8 9男
性
単

独
使
用

男性単独「さん」 8 9 1 18

小 計 9 9 9 27



表
32
下
段
に
示
さ
れ
た
、
死
亡
者
本
人
が
単
独
で
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
を
み
て
み
る
と
、
女
性
に
関
し
て
は
、「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
た

ケ
ー
ス
が
朝
日
で
二
件
み
ら
れ
た
の
み
で
、「
氏
」
の
敬
称
が
つ
い
た

も
の
は
一
件
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
男
性
が
単
独
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、「
氏
」
が

三
紙
合
計
で
九
件
、「
さ
ん
」
が
三
紙
合
計
で
一
八
件
用
い
ら
れ
て
い

た
が
、「
氏
」
の
使
用
の
ほ
と
ん
ど
は
、
読
売
に
お
い
て
で
あ
る
。

⑵

死
亡
記
事
中
に
み
ら
れ
る
「
さ
ん
」「
氏
」
使
い
分
け
の
紙
面
別

傾
向死

亡
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
社
会
面
が
中
心
で
あ
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
一
面
、
経
済
面
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
面
に
載
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
紙
面
別
に
死
亡
記
事
の
敬
称
の
使
わ
れ
方
の
傾
向
を
、

三
紙
合
計
で
み
て
み
た
い
。
表
33
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
が
「
さ

ん
」
で
男
性
が
「
氏
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、「
社
会
」
で
一
三
件
、「
経

済
」
で
三
件
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
お
よ
び
「
地
域
」
で
そ
れ
ぞ
れ
一
件
み

ら
れ
た
。
こ
の
一
八
件
は
す
べ
て
読
売
で
あ
る
。

女
性
と
男
性
双
方
に
「
さ
ん
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て

は
、「
社
会
」
に
お
い
て
二
七
件
と
最
多
で
、
一
般
紙
面
と
同
じ
傾
向

111 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

表33 面別にみた死亡記事における敬称の使われ方(３紙合計)
(単位：件)

1面 総合･政治国際経済科学教育生活文化･メディア地域スポーツ社会合計

女性「さん」／男性「氏」 3 1 1 13 18女
男
で
使

い
分
け

女性「氏」／男性「さん」
同
一
死
亡
記
事
内

で
女
男
が
出
る
場

合
の
「
さ
ん
」
と

「
氏
」

女性「女史」／男性「氏」

小 計 3 1 1 13 18

女性「氏」／男性「氏」
女性「さん」／男性「さん」 2 8 1 27 38
女性「さん」同士 2 2
女性「氏」同士

女
男
と
も
同
敬
称

男性「さん」同士 2 1 2 13 18

同
一
死
亡
記
事
内

で
同
性
同
士
が
出

る
場
合
の
敬
称

男性「氏」同士 2 1 1 5 9
女性同士別敬称
男性同士別敬称 1 1

小 計 4 11 3 3 47 68

女性単独「氏」女
性
単

独
使
用

女性単独「さん」 2 2

小 計

単
独
死
亡
記
事

内

で

の
「
さ

ん
」
と
「
氏
」

2 2

男性単独「氏」 1 1 7 9男
性
単

独
使
用

男性単独「さん」 1 1 16 18

小 計 1 2 1 23 27



を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
経
済
」
で
八
件
み
ら
れ
、
男
性
は
死
去
し
た
企
業
の
社
長
や
重
役
と
し
て
、
女
性
は
喪
主
で
あ
る
妻
の
名

で
併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
経
済
面
は
、
男
性
中
心
主
義
的
企
業
社
会
に
お
け
る
性
別
役
割
分
業
の
実
態
を
、
死
亡
欄
で

も
発
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
社
会
」
に
お
い
て
、
男
性
同
士
が
両
方
と
も
「
さ
ん
」
の
も
の
が
一
三
件
（
朝
日
、
毎
日
）、

男
性
同
士
が
両
方
と
も
「
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
五
件
（
読
売
）
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
紙
面
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
変
数

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
読
売
の
頑
な
な
ス
タ
ン
ス
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑶

死
亡
記
事
中
の
「
さ
ん
」「
氏
」
使
い
分
け
の
経
年
変
化

死
亡
記
事
に
つ
い
て
、
女
男
で
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
を
使
い
分
け
て
い
る
件
数
、
女
男
と
も
「
さ
ん
」
と
同
敬
称
に
な
っ
て
い
る
件

数
、
そ
し
て
女
性
男
性
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
ま
た
は
複
数
で
登
場
す
る
際
に
「
氏
」
な
い
し
「
さ
ん
」
が
使
わ
れ
て
い
る
件
数
を
加
え
て

積
み
上
げ
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
23
で
あ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
り
経
年
変
化
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
九
一
年
に
死
亡
記
事
件
数
が
ピ
ー
ク
を
示
し
て
か
ら

は
、
死
亡
記
事
そ
れ
自
体
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
次
い
で
、
そ
う
し
た
全
体
の
ト
レ
ン
ド
の
中
で
の
大
き
な
変
化
と

し
て
は
、
第
一
に
、
女
性
に
対
し
て
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
対
し
て
は
「
氏
」
を
使
い
分
け
る
ケ
ー
ス
が
、
九
六
年
か
ら
〇
一
年
に
か

け
て
お
よ
び
〇
一
年
か
ら
〇
六
年
に
か
け
て
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
女
男
と
も
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
表
現
が
九
六
年
か

ら
〇
一
年
に
か
け
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
九
六
年
か
ら
〇
一
年
に
か
け
て
、
男
性
が
単
独
な
い
し
複
数
で
登
場
す
る
際
に

「
氏
」
を
つ
け
る
表
現
が
減
少
し
、「
さ
ん
」
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
九
九
年
に
毎
日

が
女
男
の
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
を
や
め
て
両
性
と
も
「
さ
ん
」
で
表
記
し
は
じ
め
、
〇
二
年
に
朝
日
が
同
様
の
措
置
を
取

っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
聞
に
お
け
る
訃
報
欄
の
敬
称
に
関
す
る
女
男
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
明
ら
か
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
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が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
し
、

〇
六
年
以
降
、
さ
ら
な
る
変

化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ

に
は
、
〇
六
年
、
一
一
年
と

も
女
男
別
敬
称
の
あ
り
方
を

頑
と
し
て
変
え
て
い
な
い
読

売
の
姿
勢
が
反
映
し
て

17
）

い
る
。

113 新聞紙面にあらわれたジェンダー (田中和子ほか)

グラフ23 死亡記事における女男の敬称使い分けの
経年変化(３紙合計)(単位：件)

女男で使い分け 女性 さん」／男性 氏」 153 181 129 72 19 18

女男とも同敬称 女性 さん」／男性 さん」 0 0 0 41 47 38

氏(単独および複数) 0 0 1 0 0 0
女 性

さん(単独および複数) 5 9 3 6 10 4

氏(単独および複数) 30 103 95 39 9 18
男 性

さん(単独および複数) 0 0 3 19 53 36

そ の 他 1 13 6 0 1 1

合 計 189 306 237 177 139 115
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お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
上
半
期
の
朝
日
・
毎
日
・
読
売
全
国
紙
三
紙
の
記
事
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
量
的
な

分
析
を
行
っ
た
。
同
調
査
は
、
今
回
で
第
六
回
目
と
な
る
。

女
性
強
調
、
女
性
隠
し
、
性
の
二
重
規
準
（
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
表
現
と
い
う
枠
組
で
と
ら
え
て
き
た
新
聞
分
析
の
足
か
け
二

五
年
に
わ
た
る
経
年
変
化
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
タ
イ
プ
の
女
性
差
別
表
現
が
少
し
ず
つ
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

読
み
と
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
男
性
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
は
あ
ま
り
目
立
た
な
か
っ
た
服
装
や
容
姿
へ
の
言
及
や
、
女
性
と
同
じ
よ

う
に
そ
の
性
を
強
調
す
る
男
性
冠
詞
つ
き
表
現
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
、〞
多
様
化
〝
な
い
し
は
〞
女
性
化
〝
の
現
象
が
認
め

ら
れ
る
。

こ
の
間
に
、「
女
流
」
の
つ
く
女
性
冠
詞
や
「
女
史
」
と
い
う
敬
語
は
ほ
ぼ
「
死
語
」
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

女
性
の
達
成
や
業
績
に
言
及
す
る
際
に
女
性
ら
し
さ
や
家
庭
役
割
を
す
べ
り
込
ま
せ
る
と
い
っ
た
、
女
男
の
性
別
役
割
分
業
を
固
定
化

す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
や
、
女
性
を
性
的
存
在
と
し
て
扱
う
表
現
な
ど
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

敬
称
を
女
男
で
使
い
分
け
る
ケ
ー
ス
も
減
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
徐
々
な
る
変
化
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
四
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
割
に
は
女
男
平
等
表
現
へ
の
歩
み
は
遅
々
と
し

て
お
り
、
男
性
を
暗
黙
の
標
準
と
す
る
表
現
が
い
ま
だ
脈
々
と
継
続
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
状
を
、
二
〇
一
五

年
一
二
月
三
一
日
の
朝
日
は
、「
女
が
生
き
る

男
が
生
き
る
」
シ
リ
ー
ズ
の
特
集
「
メ
デ
ィ
ア
が
映
す
女
性
」
に
お
い
て
、「
先
入
観

新
聞
の
原
稿
に
も
」
と
い
う
中
見
出
し
を
掲
げ
、
以
下
に
要
約
し
た
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
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朝
日
新
聞
社
は
二
〇
〇
二
年
、「
女
性
を
飾
り
物
と
し
て
扱
わ
な
い
」「
性
別
で
役
割
・
職
業
を
固
定
し
な
い
」
な
ど
か
ら
な
る
、
女

性
男
性
表
現
に
つ
い
て
の
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
も
、「
週
末
、
妻
の
代
わ
り
に
子
ど
も
の
世
話

を
す
る
イ
ク
メ
ン
」
と
い
っ
た
、
妻
が
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
も
の
と
の
思
い
込
み
に
根
ざ
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
記
事
が
出
稿
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
校
閲
記
者
が
指
摘
し
て
「
積
極
的
に
子
育
て
に
か
か
わ
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
改
ま
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

当
時
社
内
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ま
と
め
た
元
記
者
は
、「『
あ
か
ら
さ
ま
な
表
現
は
な
く
な
り
、
女
性
に
関
す
る
記
事
も
増
え
た
が
、

現
場
の
記
者
の
根
底
の
意
識
が
変
わ
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
』」
と
、
本
研
究
会
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

同
特
集
記
事
で
は
、
朝
日
の
読
者
代
表
に
あ
た
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
エ
デ
ィ
タ
ー
が
、「『
切
り
口
や
表
現
、
問
題
意
識
を
『
女
』
や

『
男
』
で
く
く
る
記
事
が
多
い
』」
と
も
述
べ
て
い
る
。
新
聞
が
、
こ
の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
時
代
に
、
い
ま
だ
に
性
別
を
二
分

し
、
そ
の
枠
で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
研
究
の
調
査
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

本
調
査
の
対
象
年
で
あ
っ
た
二
〇
一
一
年
の
３
・
11
に
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
を
被
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
社

会
で
は
、
経
済
成
長
や
原
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
な
い
社
会
づ
く
り
、
弱
者
に
寄
り
添
う
社
会
づ
く
り
と
い
っ
た
、
根
源
的
な
価
値

観
の
転
換
が
生
じ
る
や
に
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
方
向
へ
の
変
化
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
ま

り
、
不
寛
容
さ
が
拡
が
っ
て
、
経
済
成
長
再
び
と
い
っ
た
〞
空
気
〝
に
押
さ
れ
が
ち
な
中
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
反
知
性
主
義
、
テ

ロ
の
台
頭
な
ど
、
と
も
す
る
と
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
近
代
の
人
権
思
想
に
根
ざ
し
た
考
え
方
や
こ
と
ば
が
、
も
ろ
く
も
崩
れ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
い
つ
な
ん
ど
き
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格

差
へ
の
「
開
き
直
り
」、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
表
現
の
後
退
、
あ
る
い
は
新
た
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〞
不
平
等
表
現
〝
の
発
生
が
生
じ
な
い
と

も
限
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
ひ
と
り
新
聞
メ
デ
ィ
ア
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
全
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
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書
籍
、
雑
誌
と
い
っ
た
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
地
盤
沈
下
が
著
し
い
中
に
あ
っ
て
、
特
に
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
若
者
た
ち
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
媒
介
さ
れ
た
、
情
報
検
索
機
能
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
情
報
取
得
の

あ
り
方
、
思
考
の
あ
り
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
決
定
的
に
変
化
し
、「
新
聞
ば
な
れ
」
が
確
定
し
て
し
ま
っ
た
感
が

あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、「
考
え
る
こ
と
」
の
み
な
ら
ず
、「
常
識
」
や
「
教
養
」
ま
で
も
が
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
状
況
が
現
出
し
て

い
る
。

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
興
味
が
似
て
い
る
者
同
士
」
を
出
会
わ
せ
て
擬
似
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
力
を
有
す
る
。

ま
た
、
ど
ん
ど
ん
簡
略
に
な
る
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
ず
に
流
さ
れ
る
情
報
や
こ
と
ば
は
、
人
び
と
の
思
考
を
ま
す
ま
す

短
絡
的
な
も
の
に
さ
せ
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
反
知
性
主
義
、
排
他
主
義
の
温
床
と
も
な
り
得
る
。
そ
の
一
方
で
、
既
存
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
は
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
押
さ
れ
て
、
全
体
的
に
不
活
発
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
は
権
力
か
ら
の
威
圧
に
よ
っ
て
萎
縮
す

る
事
態
も
生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
や
や
悲
観
的
と
も
い
え
る
社
会
的
・
メ
デ
ィ
ア
論
的
・
文
化
的
な
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
徐
々
に
で
は
あ
れ
、

よ
り
平
等
な
方
向
に
変
化
し
て
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
、
一
挙
に
、
あ
る
い
は
徐
々
に
反
動
を
迎
え
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
女
性
の
社
会
的
な
活
躍
が
、
単
な
る
政
策
的
「
か
け
声
」
で
は
な
く
、
実
態
と
し
て
現
実
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
人
び
と
の
意
識
と
行
動
の
変
化
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
制
度
の
構
造
的
な
変
革
が
先
行
す
る
こ
と

で
、
人
び
と
の
意
識
や
行
動
が
変
化
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
女
性
の
社
会
的
な
活
躍
が
可
能
と
な
る
効
果
的
な

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
そ
の
活
躍
を
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
、
な
か
ん
ず
く
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
性
化
で
あ
る
。
本
研
究
会
が
長
ら
く
分
析
し
て
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来
た
よ
う
に
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
変
革
は
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
テ
ン

ツ
に
溢
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
一
掃
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
こ
こ
で
も
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
内
部
で
の
女
性
の
活
躍
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
組
織
に
お
い
て
自
明
視
さ
れ
て
き
た
男
性
中
心
主
義
の
視
点
や
取
材
方
法
、
性
別
二
分
法
を
前
提
と
し
た

表
現
方
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
平
等
・
公
正
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
視
点
を
持
っ
た
、
創
造
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
で
き
る
（
少
な
く

と
も
模
索
し
試
み
よ
う
と
す
る
）
女
性
や
若
い
書
き
手
が
、
積
極
的
に
起
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
・

通
信
社
に
お
け
る
女
性
の
記
者
の
割
合
は
、
二
〇
一
五
年
段
階
で
、
一
七
・
六
％
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
わ
ず
か
五
・
一

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
放
送
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
け
る
管
理
職
の
女
性
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・
一
％
と
六
・
一
％
を
占

め
る
に
過
ぎ
な
い
な
ど
、
異
常
と
も
い
え
る
低
水
準
に

18
）

あ
る
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
こ
れ
ま
で
四
次
に
わ
た
っ
て
出
し
て
来
た
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、「
教
育
・
メ
デ
ィ
ア
等
を

通
じ
た
意
識
改
革
、
理
解
の
促
進
」
が
記
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
施
策
の
一
つ
に
常
時
位
置
づ
け
て

19
）

い
る
。
さ
ら
に
『
男
女
共
同

参
画
白
書
』
に
お
い
て
も
、「
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
の
章
を
設
け
て
、「
女
性
の
人
権
を
尊
重
し
た
表
現
の
推

進
」「
メ
デ
ィ
ア
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
の
拡
大
」
な
ど
を
掲
げ
、
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
の
分
野
に
お
け
る
政

策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
」
を
あ
げ
、
併
せ
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
う
な
が
し
て

20
）

い
る
。

紙
媒
体
」
と
し
て
の
新
聞
は
今
後
も
衰
退
し
て
い
く
か
も
知
れ
な
い
が
、
新
聞
（
新
聞
社
、
新
聞
記
者
）
の
持
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
機
能
、
す
な
わ
ち
取
材
力
、
報
道
・
解
説
・
評
論
の
機
能
、
社
会
の
価
値
観
を
反
映
す
る
機
能
、
主
権
者
で
あ
る
人
び
と
に
知
識
や

考
え
る
指
標
を
提
供
す
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
機
能
、
権
力
監
視
機
能
な
ど
の
諸
機
能
、
お
よ
び
信
頼
性
の
高
さ
は
、
ネ
ッ
ト
時
代
に
あ
っ
て

も
衰
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、「
出
会
い
」
と
「
思
考
停
止
」
と
「
タ
コ
ツ
ボ
的
分
断
」
を
生
み
か
ね
な
い
ネ
ッ
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
新
聞
メ
デ
ィ
ア
従
事
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者
に
は
、
人
間
や
事
象
を
表
現
す
る
際
に
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
と
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
違
和
感
を
大
切
に
し
、
内
部
で
の
議
論
を
怠

ら
な
い
と
と
も
に
、
表
現
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
不
断
に
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
多
様

性
と
弱
者
の
視
点
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ど
う
紙
面
上
で
担
保
し
、
表
現
し
て
ゆ
く
か
が
課
題
と
な
る
。

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
批
判
的
な
勧
告
を
受
け
、
日
本
政
府
は
、
意
思
決
定
部
門
に
お
け
る
女
性
の
増
加
の
み
な
ら

ず
、
長
ら
く
実
現
せ
ず
に
き
た
夫
婦
別
姓
や
配
偶
者
控
除
の
廃
止
と
い
っ
た
施
策
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
毎
年
発

表
さ
れ
る
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）
一
〇
〇
位
以
下
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
男

女
平
等
諸
指
標
に
お
け
る
日
本
の
順
位
の
低
さ
に
対
し
て
、
も
は
や
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
一
方
に
お
い
て
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
社
会
的
注
目
度
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
の
土
壌
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
気
運
に
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
積
極
的

に
対
応
す
る
（
積
極
的
に
報
じ
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
研
究
が
問
題
と
し
て
き
た
「
女
性
強
調
」「
女
性
隠
し
」「
二
重
基

準
」
に
基
づ
い
た
女
性
表
現
は
、
よ
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
を
増
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
人
び

と
の
意
識
や
態
度
を
変
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
気
運
を
ど
う
牽
引
し
、
ど
う
後
押
し
し
て

い
く
の
か
。
今
、
そ
の
「
本
気
度
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

注１
）

日
本
新
聞
協
会
研
究
所
『
現
代
の
新
聞
読
者
と
マ
ス
コ
ミ
接
触
の
実
態
』
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
八
四
年
。

２
）

田
中
和
子
「
新
聞
に
み
る
構
造
化
さ
れ
た
性
差
別
表
現
」
磯
村
英
一
・
福
岡
安
則
編
『
マ
ス
コ
ミ
と
差
別
語
問
題
』
明
石
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一

七
九－

二
〇
一
頁
。

３
）

例
え
ば
、
一
九
九
五
年
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
綱
領
Ｊ
項
「
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」
を
参
照
。
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４
）

新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
量
的
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
の
、
第
五
回
目
ま
で
の
調
査
・
分
析
の
結
果
を
著
し
た
既

発
表
論
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
第
一
回
調
査
（
一
九
八
五
年
）】

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法

学
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
八
七
〜
一
一
九
頁
。

【
第
二
回
調
査
（
一
九
九
一
年
）】

同
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

そ
の
２
）

性
差
別
表
現
を
め
ぐ
る
一
九
九
一
年
の
紙
面
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第

三
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
一
七
〜
一
七
九
頁
。

【
第
三
回
調
査
（
一
九
九
六
年
）】

同
「
新
聞
は
女
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
え
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
一
九
九
六
年
調
査
よ
り

」『
国
学
院
法

学
』
第
三
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
、
八
五
〜
一
五
〇
頁
。

【
第
四
回
調
査
（
二
〇
〇
一
年
）】

同
「
新
聞
に
お
い
て
女
性
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
四
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学

院
法
学
』
第
四
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
六
九
〜
一
六
二
頁
。

【
第
五
回
調
査
（
二
〇
〇
六
年
）】

同
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
五
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学

院
法
学
』
第
四
六
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
〜
一
三
四
頁
。

同
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

そ
の
２
）

第
五
回
調
査
デ
ー
タ
の
多
変
量
解
析
と
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ

面
、『
少
年
』
の
用
法
の
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
四
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〜
八
三
頁
。

同
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

そ
の
３
）

『
延
べ
語
数
』
と
『
異
な
り
語
数
』
の
経
年
分
析
お
よ
び
『
言
語
計

画
』
の
観
点
か
ら

」『
国
学
院
法
学
』
第
四
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
七
〜
二
三
一
頁
。

ま
た
、
新
聞
の
内
容
と
新
聞
の
つ
く
り
手
の
両
面
か
ら
考
察
し
た
共
編
著
と
し
て
、
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
新
聞
の
う

ら
・
お
も
て

新
聞
女
性
学
入
門

』
現
代
書
館
、
一
九
九
三
年
が
あ
る
。
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５
）

日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
公
査
に
よ
る
三
紙
の
販
売
部
数
と
、
日
本
新
聞
協
会
に
よ
る
総
発
行
部
数
よ
り
算
出
。

６
）

日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
２
０
１
５
年
全
国
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
調
査
』
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
一
五
年
。

７
）

日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
２
０
０
９
年
全
国
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
調
査
』
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
〇
九
年
、
お
よ
び
同
『
２
０
１
１
年
全
国

メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
調
査
』
二
〇
一
一
年
に
よ
る
。

８
）
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹇
第
13
版
﹈』
共
同
通
信
社
、
二
〇
一
六
年
、
四
九
四
頁
に
よ
る
と
、「
女
流
↓『
女
流
名
人
』
な
ど
の
固
有
名
詞
以
外
は
使
わ

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
は
、「
差
別
語
、
不
快
用
語
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
性
差
別
」
に
つ
い
て
の
項
に
は
、「
女
性
を
特
別
視
す
る
表
現

や
、
男
性
側
に
対
語
の
な
い
女
性
表
現
は
原
則
と
し
て
使
わ
な
い
。
女
性
を
理
由
に
し
た
社
会
的
、
制
度
的
な
差
別
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

９
）

総
務
省
統
計
局
『
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
月
分
（
速
報
）』
に
よ
る
。

10
）

Ｗ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
、
掛
川
ト
ミ
子
訳
『
世
論
』（
上
）
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
一
二
二
〜
一
二
五
頁
お
よ
び
一
三
〇
〜
一
三
二
頁
を
参
照
。

11
）

女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
に
は
、「
女
性
初
の
」
と
い
っ
た
枕
詞
や
、「
女
性
な
ら
で
は
の
」「
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
」
と
い
っ
た

表
現
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
第
一
回
調
査
時
か
ら
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
企
業
や
官
公
庁
、
政
治
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
な
ど
男
性
の
牙
城
だ
っ

た
世
界
に
女
性
が
初
め
て
進
出
・
登
場
す
る
際
に
、
ニ
ュ
ー
ス
価
値
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
、
最
初
の
女
性
や
あ
と
に
続
く
女
性
を
励
ま
す
効
果
が
あ
る
か

ら
と
い
う
理
由
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
言
説
が
往
々
に
し
て
紋
切
り
型
に
な
り
が
ち
で
、
か
え
っ
て
〞
珍
し
さ
〝
や
〞
女
性
ら
し
さ
〝
が
強
調

さ
れ
て
し
ま
う
逆
機
能
を
有
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。「
ニ
ュ
ー
ス
価
値
」
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
「
男
性
視
点
の
発
想
」
と
も
い
え

よ
う
。

そ
う
い
っ
た
実
態
に
つ
い
て
、
朝
日
二
〇
一
四
年
七
月
二
〇
日
付
け
「
女
が
生
き
る

男
が
生
き
る
」
シ
リ
ー
ズ
は
、「『
女
性
初
』
頑
張
っ
た
け
れ
ど

『
名
ば
か
り
活
用
』
気
づ
い
た
」
と
い
う
見
出
し
で
、
女
性
の
生
の
声
に
ふ
れ
て
い
る
。

そ
の
記
事
で
は
、「
女
性
初
の
」
と
言
わ
れ
て
管
理
職
に
な
っ
た
女
性
が
「『
女
性
は
や
っ
ぱ
り
だ
め
だ
』
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
頑
張
っ
た
が
、
次
第
に

息
苦
し
く
な
っ
た
」「『
男
性
に
は
相
談
で
き
ず
、
女
性
の
後
輩
か
ら
は
『
目
標
に
し
て
い
る
』
と
言
わ
れ
る
存
在
で
、
悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
か

っ
た
』」
と
、
男
性
か
ら
も
後
輩
の
女
性
か
ら
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
こ
う
む
っ
た
経
験
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
就
職
活
動
で
「
看
板
だ
け
女
性
活

用
を
掲
げ
る
『
名
ば
か
り
女
性
活
用
』
の
企
業
が
多
い
」
と
感
じ
た
、
将
来
経
営
者
を
目
ざ
す
学
生
は
、「
女
性
な
ら
で
は
」「
女
性
の
視
点
を
生
か
し
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た
」
と
女
性
の
経
営
者
が
も
て
は
や
さ
れ
る
が
、「
男
女
関
係
な
い
、
数
字
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
経
営
者
に
な
り
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

12
）

深
澤
真
紀
「
女
子
」『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
２
０
１
６
』
自
由
国
民
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
一
〇
〇
頁
〜
一
一
〇
四
頁
を
参
照
。

13
）

森
ガ
ー
ル
」（
森
に
棲
ん
で
い
る
よ
う
な
、
は
か
と
な
い
妖
精
の
よ
う
な
女
子
）、「
山
ガ
ー
ル
」（
山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
好
き
の
女
子
）、「
写
ガ

ー
ル
」（
写
真
を
撮
る
女
子
、「
カ
メ
ラ
女
子
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
な
ど
の
ほ
か
、「
鉄
子
」（
鉄
道
好
き
の
女
子
）
な
ど
と
い
う
表
現
も
出
て
来
て
い
る
。

本
論
で
「
歴
女
」
に
も
ふ
れ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
ば
の
登
場
は
、
歴
史
、
登
山
、
写
真
、
鉄
道
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
男
性
領
域
の
趣
味
と
さ
れ
て

き
た
も
の
が
、
女
性
に
も
フ
ァ
ン
層
を
拡
げ
た
実
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
垣
根
は
か
つ
て
ほ
ど
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
マ
ン
ガ
と
ア
ニ
メ
で
知
ら
れ
る
「
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン
ツ
ァ
ー
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、「
ミ
リ
タ
リ
ー
ガ
ー
ル
」
も

台
頭
し
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
の
日
本
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
肯
定
し
て
「
侵
略
戦
争
で
は
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
た
り
、
憲
法
九
条
を
改
変
し
て

武
力
を
保
持
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
、
こ
れ
ま
で
男
性
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
目
さ
れ
て
き
た
思
想
・
心
情
を
有
す
る
こ
れ
ら
若
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
女

性
た
ち
の
存
在
が
懸
念
さ
れ
る
。

戦
争
」
や
「
暴
力
」
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
政
治
学
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
、「
女
性
は
平
和
的
で
あ
る
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
な
言
説
も
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
、「
常
に
女
性
が
被
害
者
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
難
し
さ
を
も
は
ら
ん
で
い

る
。
男
性
に
よ
る
女
性
の
分
断
に
与
し
な
い
対
抗
的
、
か
つ
多
様
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
包
摂
可
能
な
新
た
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
理
論
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

14
）

今
回
の
調
査
結
果
を
集
計
中
の
二
〇
一
四
年
一
月
、
理
化
学
研
究
所
で
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
の
作
製
に
成
功
し
た
と
い
う
小
保
方
晴
子
氏
が
話
題
に
な
っ

た
。
新
聞
も
含
め
各
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
こ
ぞ
っ
て
彼
女
の
割
烹
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
私
生
活
な
ど
に
つ
い
て
報
じ
た
。
た
と
え
ば
、
朝
日
一
月
三
〇
日

「
負
け
ん
気
培
養
、
30
歳
大
発
見

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

小
保
方
晴
子
さ
ん
」
と
い
う
大
見
出
し
の
、「
か
っ
ぽ
う
着
愛
用
」
の
小
見
出
し
に
続
く
記
事
に

は
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

昨
年
、
理
研
の
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
小
保
方
さ
ん
は
、
自
身
の
研
究
室
の
壁
紙
を
ピ
ン
ク
色
、
黄
色
と
カ
ラ
フ
ル
に
し
、
米
国
の
こ
ろ
か

ら
愛
用
し
て
い
る
ソ
フ
ァ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
。
あ
ち
こ
ち
に
、『
収
集
癖
が
あ
る
ん
で
す
』
と
い
う
ア
ニ
メ
『
ム
ー
ミ
ン
』
の
グ
ッ
ズ
や
ス
テ
ッ
カ
ー

を
は
っ
て
い
る
。
実
験
時
に
は
白
衣
で
は
な
く
、
祖
母
か
ら
も
ら
っ
た
と
い
う
か
っ
ぽ
う
着
を
身
に
つ
け
る
。╱
研
究
を
し
て
い
な
い
と
き
に
は
『
ペ
ッ

ト
の
カ
メ
の
世
話
を
し
た
り
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
と
、
普
通
で
す
よ
』
と
話
す
。
飼
育
場
所
は
研
究
室
。
土
日
も
含
め
た
毎
日
の
12
時
間
以
上
を
研
究

室
で
過
ご
す
。「
お
ふ
ろ
の
と
き
も
、
デ
ー
ト
の
と
き
も
四
六
時
中
、
研
究
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」。
そ
し
て
、
写
真
と
と
も
に
添
え
ら
れ
た
絵
解
き
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（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
は
、「
か
っ
ぽ
う
着
姿
で
作
業
す
る
小
保
方
晴
子
さ
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
報
道
か
ら
ほ
ど
な
く
、
小
保
方
氏
の
研
究
に
対
し
デ
ー
タ
改
竄
の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
、
四
月
に
、
理
化
学
研
究
所
が
改
竄
の
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

る
？

調
査
報
告
を
行
う
と
、
本
人
に
よ
る
反
論
会
見
の
機
会
が
も
た
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
「
紺
色
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿
で
現
れ
る
と
」（
読
売
、
四
月
九

日
夕
刊
）
な
ど
と
書
か
れ
た
。

武
田
徹
は
、
こ
う
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
風
潮
を
、「
キ
ャ
ラ
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
偏
重
」
と
述
べ
、「
こ
う
し
た
キ
ャ
ラ
偏
重
報
道
が
調
査
と
検
証
を
怠

ら
せ
て
き
た
」
と
批
判
し
て
い
る
（
武
田
徹
「
メ
デ
ィ
ア
時
評

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
検
証
を
鈍
ら
せ
た
『
キ
ャ
ラ
偏
重
』」（
毎
日
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
二
日
）。

本
研
究
に
お
け
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
調
査
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
女
性
は
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
容
姿
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
私
生
活
な
ど
に
特
化

し
て
ふ
れ
ら
れ
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
（
キ
ャ
ラ
化
）」
さ
れ
る
有
徴
的
な
存
在
な
の
だ
。

な
ぜ
有
徴
化
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
朝
日
一
四
年
七
月
九
日
、
不
定
期
掲
載
の
シ
リ
ー
ズ
特
集
「
女
が
生
き
る

男
が
生
き
る
」
は
、

「
隠
れ
た
意
識
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
冒
頭
、
一
月
二
八
日
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
成
功
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
に
お
け
る
小
保
方
氏
の
、
フ
ル
メ
ー
ク
、
巻

髪
、
ゴ
ー
ル
ド
の
指
輪
、
フ
レ
ア
ス
カ
ー
ト
に
つ
い
て
詳
述
し
た
あ
と
、「
歴
史
に
残
る
大
発
見
を
し
た
の
は
『
若
く
て
か
わ
い
ら
し
い
女
性
』
だ
っ
た

」
と
書
き
、
記
事
は
、
我
わ
れ
「
誰
の
心
に
も
眠
る
『
意
識
の
底
に
あ
る
も
の
』」
を
見
透
か
す
か
の
よ
う
な
記
述
を
行
う
。
メ
デ
ィ
ア
が
こ
ぞ
っ

て
小
保
方
研
究
員
の
個
人
に
対
す
る
関
心
を
盛
り
上
が
ら
せ
た
の
は
（
朝
日
で
は
「
キ
ャ
ラ
化
」
と
い
う
こ
と
ば
は
使
っ
て
い
な
い
が
、
武
田
の
こ
と
ば

を
用
い
れ
ば
「
キ
ャ
ラ
化
」
し
た
の
は
）、「
性
別
や
年
齢
、
容
姿
と
い
っ
た
属
性
だ
け
で
判
断
を
左
右
」
し
「
あ
る
い
は
利
用
し
、
消
費
」
し
、「
人
々

の
思
考
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」、
こ
う
い
っ
た
「
隠
れ
た
意
識
」
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
動
機
と
趣
旨
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
か
っ
ぽ
う
着
」
写
真
や
人
物
像
の
報
道
は
ど
こ
ま
で
必
要
だ
っ
た
か
、
社
内
で
の
議
論
も
紹
介
し
な
が
ら
、
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
朝
日
の
同
特
集
は
、
毎
日
に
続
い
て
武
田
徹
を
起
用
し
、「
…
小
保
方
氏
の
写
真
が
大
き
く
何
枚
も
報
じ
ら
れ
続
け
た
の
は
異
例
だ
っ
た
。
そ

れ
は
『
若
い
女
性
』
が
科
学
技
術
の
世
界
に
い
て
、
あ
あ
い
う
成
果
を
出
す
こ
と
を
意
外
に
感
じ
る
、
そ
う
い
う
文
化
に
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
か
ら

だ
。╱
そ
れ
は
根
拠
の
な
い
思
い
込
み
だ
。
戦
後
の
日
本
で
は
、
男
性
社
会
で
頭
角
を
現
す
女
性
は
男
っ
ぽ
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
犠
牲
に
し
て
い
る
と

の
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
て
き
た
。
メ
デ
ィ
ア
も
い
わ
ば
共
犯
関
係
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
指
摘
は
全
面
的
に
首
肯
し
得
る
も
の
だ
。

15
）

本
研
究
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
二
重
規
準
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
女
男
に
お
け
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
敬
称
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
五
年
お

き
の
調
査
と
は
ま
た
別
に
、
新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
次
の
論
文
が
あ
る
。

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
き
た
か

定
型
化
さ
れ
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
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現
と
し
て
の
『
さ
ん
』
と
『
氏
』
の
使
い
分
け
を
め
ぐ
っ
て

」『
国
学
院
法
学
』
第
五
〇
巻
第
三
号
、
二
〇
一
二
年
、
三
五
〜
一
三
〇
頁
。

本
論
文
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
の
敬
称
と
、
同
賞
を
受
け
た
そ
の
他
の
女
性
男
性
た
ち
の
敬
称
の
つ
け
ら
れ
方
に

つ
い
て
、
量
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

16
）

先
に
、
毎
日
二
〇
一
四
年
四
月
一
二
日
の
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
し
た
武
田
徹
は
、
小
保
方
理
化
学
研
究
所
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
研
究
が
、
調
査
報
告

に
よ
っ
て
「
不
正
」
と
認
定
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
「『
か
っ
ぽ
う
着
』
を
来
た
小
保
方
『
さ
ん
』
の
愛
す
べ
き
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
紹
介
し
て
き
た
」
各

紙
誌
が
、「
小
保
方
氏
」
と
い
う
呼
称
に
な
っ
た
〞
落
差
〝
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。

さ
ん
」
は
親
近
感
、
柔
ら
か
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
女
性
に
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
本
研
究
で
も
実
証
し
て
き
た
が
、
公
的
な
裁
断
が
下

さ
れ
る
と
途
端
に
、「
氏
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
男
性
と
同
様
の
「
公
人
」
に
〞
格
上
げ
〝
さ
れ
る
と
と
も
に
、
む
し
ろ
〞
他
人
行

儀
〝
な
、
突
き
放
し
た
、
ド
ラ
イ
な
印
象
を
持
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

17
）

な
お
、「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
女
男
別
使
い
分
け
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
だ
け
で
な
く
、
本
研
究
が
注
視
し
て
き
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
の
も
う
一
つ
象
徴
的
な
表
現
事
例
と
し
て
、
男
性
は
姓
な
い
し
姓
名
で
表
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
姓
を
示
さ
れ
ず
に
名
の
み
で
表
記
さ
れ
る

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
六
年
に
行
わ
れ
た
米
大
統
領
選
挙
で
、
男
性
の
候
補
者
は
フ
ル
ネ
ー
ム
「
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
」
な
い
し

は
姓
「
ト
ラ
ン
プ
」
で
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
、
女
性
の
候
補
者
は
「
ヒ
ラ
リ
ー
」
と
名
の
み
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

本
研
究
会
は
、
男
性
が
姓
ま
た
は
姓
名
、
女
性
が
名
の
み
で
表
記
さ
れ
る
二
重
規
準
表
現
に
つ
い
て
も
、
五
年
お
き
の
調
査
と
は
別
に
新
聞
社
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
に
あ
ら
わ
れ
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
を
め
ぐ
っ
て

ク
リ
ン
ト
ン
・
オ
バ
マ
報
道
の
量

的
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
五
〜
二
六
五
頁
。

本
論
文
は
、
米
国
大
統
領
選
挙
お
よ
び
予
備
選
挙
に
お
け
る
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
と
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
、
お
よ
び
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
姓
名

の
扱
い
に
つ
い
て
量
的
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
、
女
性
を
意
識
的
に
下
の
名
の
み
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
、
男
性
を
意
識
的
に
下
の
名
の
み
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
を

カ
ウ
ン
ト
し
て
、
両
者
の
差
異
を
み
て
み
た
（「
イ
チ
ロ
ー
」「
サ
ブ
ロ
ー
」「
マ
ツ
コ
」
な
ど
、
有
名
人
の
名
が
固
有
名
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

場
合
は
除
く
）。

そ
の
結
果
、
女
性
を
名
の
み
で
扱
っ
た
語
（
延
べ
語
数
）
は
、
朝
日
一
六
九
件
、
毎
日
六
五
件
、
読
売
二
〇
件
の
三
紙
合
計
二
五
四
件
で
あ
っ
た
。
そ
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れ
に
対
し
て
男
性
を
名
の
み
で
扱
っ
た
語
（
延
べ
語
数
）
は
朝
日
一
一
三
件
、
毎
日
八
六
件
、
読
売
四
五
件
の
、
合
計
二
四
四
件
と
な
っ
た
。
三
紙
合
計

す
る
と
女
男
と
も
量
的
に
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、
朝
日
で
、
女
性
を
下
の
名
で
扱
う
量
が
、
他
紙
に
比
べ
て
群
を
抜
い
て
い
た
。

あ
げ
ら
れ
た
名
は
、
女
男
を
問
わ
ず
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
小
説
、
史
実
な
ど
に
登
場
す
る
主
人
公
や
人
物
の
名
が
大
多
数
を
占
め
（「
糸
子
」「
エ
リ
ス
」

「
久
美
」「
由
加
子
」「
り
さ
子
」「
善
作
」「
清
盛
」
な
ど
）、
ま
た
歴
史
的
な
作
家
・
芸
術
家
な
ど
も
名
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（「
白
秋
」「
鷗
外
」

「
子
規
」「
啄
木
」「
光
琳
」「
菊
五
郎
」
な
ど
）。
そ
の
た
め
紙
面
分
野
は
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
登
山
家
の

「（
山
野
井
）
妙
子
」
と
夫
の
「
泰
史
」、
ゴ
ル
フ
の
「（
石
川
）
遼
」、
レ
ス
リ
ン
グ
の
浜
口
京
子
の
父
「（
浜
口
）
平
吾
」
と
「
京
子
」
な
ど
の
名
が
目
立

っ
た
。
ま
た
芸
能
人
・
タ
レ
ン
ト
で
は
、「（
ビ
ー
ト
）
た
け
し
」「（
明
石
家
）
さ
ん
ま
」
が
み
ら
れ
た
が
、
数
件
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
各
紙
と
も
、

実
話
記
事
に
お
い
て
、
登
場
人
物
を
「
ヒ
ト
ミ
」「
ナ
ナ
コ
」「
ヒ
ロ
シ
」
な
ど
と
、
仮
名
で
扱
う
も
の
も
み
ら
れ
た
。

18
）

そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
新
聞
協
会
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
調
べ
に
よ
る
。

19
）

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
第
四
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
五
日
決
定
。

20
）
『
男
女
共
同
参
画
白
書

平
成
28
年
版
』
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
、
二
〇
一
六
年
。

付

録

■
カ
ウ
ン
ト
に
当
た
っ
て
の
取
り
決
め

◇
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
の
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
朝
刊
・
夕
刊
を
対
象
と
し
た
。

◇
投
稿
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
投
書
欄
、
家
庭
面
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
な
ど
へ
の
投
書
は
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
る
が
、「
記
事
分
析
」

の
対
象
か
ら
は
毎
回
除
外
し
て
あ
る
。

◇
こ
れ
ら
の
投
稿
の
う
ち
、
川
柳
や
小
咄
な
ど
の
作
品
そ
の
も
の
は
、
連
載
小
説
と
同
様
創
作
作
品
と
考
え
、
カ
ウ
ン
ト
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
（
た
だ

し
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
選
評
し
た
文
章
は
対
象
と
し
た
）。

◇
「
天
皇
」「
皇
后
」
な
ど
の
皇
族
に
対
す
る
敬
称
「
さ
ま
」
お
よ
び
皇
族
の
下
の
名
（
た
と
え
ば
「
雅
子
さ
ま
」）
は
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

◇
女
性
冠
詞
「
女
王
」
と
対
に
な
る
「
王
」
は
対
象
と
し
な
か
っ
た
（「
王
子
」「
皇
太
子
」「
王
女
」「
皇
太
子
妃
」
な
ど
は
「
他
者
と
の
関
係
を
あ
ら
わ
す

語
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
し
た
）。

◇
女
性
冠
詞
「
女
流
」
に
つ
い
て
は
、
組
織
等
が
固
有
の
名
称
と
し
て
定
め
て
い
る
場
合
（「
女
流
文
学
賞
」「
女
流
棋
士
」「
女
流
名
人
」
な
ど
）
は
除
い
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た
。

◇
「
他
者
と
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
語
」
の
う
ち
「
専
業
主
婦
」
は
「
主
婦
」
に
、「
従
軍
慰
安
婦
」
は
「
慰
安
婦
」
に
統
一
し
た
。

◇
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」
の
中
で
、
女
性
と
男
性
を
と
も
に
固
定
化
し
て
形
容
し
て
い
る
文
章
は
、「
女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
」「
男
性
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現
」
の
双
方
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

◇
「
○
○
女
子
」「
○
○
男
子
」
の
よ
う
に
、
語
の
末
尾
に
「
女
子
」
や
「
男
子
」
を
つ
け
る
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
見
当
た
ら
な
か
っ
た
表
現
は
、
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現
に
算
入
し
た
。

◇
「
氏
」
の
敬
称
に
、
見
出
し
や
記
事
に
よ
っ
て
は
、「
三
氏
」
や
「
両
氏
」、
あ
る
い
は
「
氏
は
」
と
い
っ
た
よ
う
に
名
前
を
記
さ
ず
に
略
す
ケ
ー
ス
が
み

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
文
記
事
を
読
ん
で
、
た
と
え
ば
「
三
氏
」
と
あ
る
場
合
は
「
Ａ
氏
」「
Ｂ
氏
」「
Ｃ
氏
」
と
解
釈
し
、「
氏
」
の
敬
称
が
三
件
と

い
う
よ
う
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
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■ 分類コード表
Ⅰ 性 の 強 調

女性冠詞 女〇〇 女性〇〇 女子〇〇
等

11 女優 女性職員 女子高生 女流作家
等

男性冠詞 男〇〇 男性〇〇 男子〇〇
等

11M 男児 男性社員 男子生徒 男流文学
等

女性役割 女性の性を含む職業語 121 OL ヒロイン ホステス ギャル 慰安
婦 ミス〇〇 （スナックの）ママ ミ
スユニバース 等

他者との関係での女性語

「夫人」内訳

122

1221
1222

（夫人除）主婦 皇后（さま） 王女 奥
さん 嫁 姑 姫 家内 妃 王妃 等
①妻の名＋ 夫人」
②「夫人」単独

1223 ③夫の肩書き＋ 夫人」
1224 ④夫の姓＋ 夫人」
1225 ⑤その他

男性役割 男性の性を含む職業語

「サラリーマン」内訳

121M

121M1
121M2

（サラリーマン除）スポークスマン OB
ヒーロー ビジネスマン 侍 英雄 等
①明らかに男性を意味する用法
②女男を含め勤め人一般をさす用法

121M3 ③曖昧な用法
121M4 ④職業の代表として挙げる（「サラリーマ

ン」「自営業」など）用法

他者との関係での男性語 122M 皇太子 王 王子 主人 亭主 だんな
子息 等（「店の主人」等除）

男性の就く特殊な職業 123M 女形

女性ステレオ
タイプ表現

容姿 服装 年齢など外見 1311 長い髪 あどけない表情 赤いスーツで
登壇 美人記者 等

心理 行動 役割など固定化 1312 ダイエットに関心のある女性 女性らし
いきめ細やかさ 女の執念 等

その他女性のステレオタイプ 1313 女３人のバトル 女性や子供たちをター
ゲットに 紅一点 等

母親ステレオ
タイプ表現

女性は母親になるものという
前提

1321 未来のママへの朗報 等

心理 行動 役割など固定化 1322 母の包容力 女手一つで育て上げた 肝
っ玉かあっさん 聖母 等

その他母親のステレオタイプ 1323 家では子供たちが帰りを待つ ２男１女
の母親 等

主婦ステレオ
タイプ表現

主婦の役割に関する記述 133 家事の手を抜きたいのは誰も同じ 買い
物帰りの主婦 等

その他女性ス
テレオタイプ

性的存在 妻役割 嫁姑 等 134 ただよう色気 献身的な妻 嫁と姑の対
立はいずこも同じ 女房役の官房長官
等

男性ステレオ
タイプ表現

容姿 服装 年齢など外見 1311M イケメン男性 精悍な顔立ち 皮ジャン
を粋に着こなし 等

心理 行動 役割など固定化 1312M 男泣き 腕っ節の強さが売り 男らしく
潔い態度で 男の性欲は… 等

その他男性のステレオタイプ 1313M 酒豪ぶりも父親譲り 等

父親ステレオ
タイプ表現

男性は父親になるものという
前提

1321M 将来妻や子どもを養うためにも 等

心理 行動 役割など固定化 1322M たくましい父親の背を見て 雷オヤジ
大工仕事はお手のもの 等

その他父親のステレオタイプ 1323M このときばかりは父親の顔に戻った 等
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夫ステレオタ
イプ表現

夫の役割に関する記述 133M カミさんが怖くて早く帰る 愛妻家の夫
等

その他男性ス
テレオタイプ

性的存在 その他 134M 男の色気がただよう 男の勲章 等

Ⅱ 女 性 隠 し
女性が代表 「〇Ａさん方」のＡが女性 211 田中美代子さん宅で火事があり 上野や

よひさん一家
「〇Ａさんの長女」のＡが女
性

212 関戸綾さんの次男澄生君 橋場由美さん
の実子

男性が代表 「〇Ａさん方」のＡが男性 211M 明石健吾方に強盗が入り 等
「〇Ａさんの長女」のＡが男
性

212M 竹内達志さんの長女裕美さん 等

男性に従属 男性の名のあとに女性 221 ～夫人 ～の妻 ～の 子 ～夫婦 等
（子に従属する～の母は除く）

女性に従属 女性の名のあとに男性 221M ～の夫 ～の子 ～夫婦 等 （子に従
属する～の父は除く）

男性標準 会社員 231 ①明らかに男性を意味する用法
232 ②女男を含め勤め人一般をさす用法
234 ③曖昧な表現
235 ④職業の代表として挙げる（「会社員」

「公務員」など）用法

少年・青年 241 ①明らかに男子を意味する用法
242 ②女子男子を含め未成年をさす用法
243 ③その他

少年少女 244 少年（男）と少女（女）をセットで記述
する用法

少女 245 少女のみ単独使用

女性を内数扱い 25 ～人のうち女性〇人
男性を内数扱い 25M ～人のうち男性〇人

女性を意識的に下の名だけで
扱う

26 真紀子大臣 藍 愛ちゃん 鈴香被告

男性を意識的に下の名だけで
扱う

26M イチロー たけし チンペイちゃん 伸
夫被告

その他 女性の性が含まれる
語

27 老女 等

その他 男性の性が含まれる
語

27M 弟子 師弟 父兄 等

その他 人以外で女性の性を
含有

28 空母 母校 母港 母語 母国 帰国子
女 処女航海 大奥

Ⅲ ダブルスタンダード
二重規準表現 同一記事内で男性が地位や業

績で扱われているのに女性は
そうでない場合

31 男性の大統領候補者は政策に言及し、女
性の大統領候補者には服装についてふれ
る 等

同一記事内で女性が地位や業
績で扱われているのに男性は
そうでない場合

31M  Aさん（女性）は東大卒、Bさん（男性）
は学歴に言及なし 等

同一記事中の
「さ ん 」 と
「氏」

同一記事で別敬称 死亡記事の敬称は、「Ｄ」を頭につけて入
力し、欄外に「死亡記事」と入れる

女性「さん」男性「氏」 321
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女性「女史」男性「氏」 322
女性「ちゃん」男性「君」 323
その他 女性と男性別敬称 324

同一記事で同敬称 死亡記事は「Ｄ」を頭につけて入力する
女性「氏」男性「氏」 325
女性「さん」男性「さん」 326
女性「ちゃん」男性「ちゃ

ん」
327

その他 女性と男性同一敬
称

328

単独使用の
「さん」「氏」

女性の敬称
氏 331

死亡記事は「Ｄ」を頭につけて入力する

女史 332
さん 333
ちゃん 334
その他 335

男性の敬称 死亡記事は「Ｄ」を頭につけて入力する
氏 331M
さん 333M
君 336M
ちゃん 334M
その他 335M

その他 同性内で別敬称 341 女性「さん」＋女性「氏」、女性「さん」＋
女性「ちゃん」 等

同性内別敬称＆異性内別敬称 342 女性「さん」＋女性「氏」＋男性「さん」＋
男性「氏」 等

女性ニックネーム 35 柔ちゃん 花子さん（仮名） 等
男性ニックネーム 35M 名無しさん ミスター巨人 ヒゲさん

等

性別不明 36 Aさん T・Kさん 等

事例：
山ガール 小沢ガール 121
女子力 女子会 1313
ママ友 1323
大黒柱 1322Ｍほか
マツコ 35Ｍ
さんま たけし 鶴瓶 26Ｍ（下の名）
「王」は取らない（王女 王子 皇太子 皇太子妃は取る）
天皇・皇后は取らない
皇族の敬称＝ さま」取らない（雅子さま 愛子さま）
川柳の作品は取らない／選評文は取る

その他：
ラジオ面・テレビ面は「Ｒ」を頭につけて入力
投書（投書欄、家庭面等の）は「Ｔ」を頭につけて入力
ラ・テ面の投書は「ＲＴ」を頭につけて入力



■
掲
載
紙
面
分
類
表

＊
朝
日
・
毎
日
・
読
売
各
紙
が
独
自
に
つ
け
て
い
る
紙
面
名
称
（
紙
面
上
肩
に
書
い
て
あ
る
面
名
）
と
掲
載
ペ
ー
ジ
を
入
力
し
た
ほ
か
、
各
紙
で
面
名
称
が

異
な
る
た
め
、
分
析
用
に
、
共
通
の
紙
面
名
を
ふ
っ
て
入
力
を
行
っ
た
。

＊
紙
面
下
部
に
小
説
や
囲
碁
欄
な
ど
が
あ
っ
て
も
、「
紙
面
名
」
で
扱
っ
た
。

＊
「
特
集
」
は
、
原
則
と
し
て
内
容
で
判
断
し
た
。

＊
「
東
日
本
大
震
災
」
ペ
ー
ジ
（
各
地
の
消
息
・
復
興
状
況
な
ど
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
も
の
等
）
は
、「
社
会
」
と
し
た
。

【
中
分
類
】

○
１
面

↓

１
面

○
総
合
、
政
治
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
、
社
説
、
投
書
、
夕
刊
２
面

↓

総
合
・
政
治

○
国
際
、
総
合
（
国
際
の
み
扱
っ
て
い
る
面
）

↓

国
際

○
経
済
、
証
券
、
株
式
、
商
況
、
金
融
情
報
、
新
製
品
情
報

↓

経
済

○
科
学

↓

科
学

○
教
育
、
子
ど
も
向
け

↓

教
育

○
く
ら
し
、
家
庭
、
生
活
、
料
理
、
医
療

↓

生
活

○
文
化
面
、
レ
ジ
ャ
ー
情
報
、
芸
能
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
追
悼
面
、（
ラ
テ
面
・
週
間
テ
レ
ビ
面
以
外
で
の
）
テ
レ
ビ
番
組
特
集
、
メ
デ
ィ
ア
、

読
書

↓

文
化
・
メ
デ
ィ
ア

○
東
京
、
首
都
圏
版
、
都
民
版

↓

地
域

○
ス
ポ
ー
ツ

↓

ス
ポ
ー
ツ

○
社
会
、
第
２
社
会
、
第
３
社
会

↓

社
会

○
ラ
ジ
オ
面
、
週
間
ラ
ジ
オ
面
（
番
組
紹
介
含
む
）

↓

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

○
テ
レ
ビ
面
（「
テ
レ
ビ
面
」
で
の
番
組
紹
介
・
番
組
解
説
含
む
）、
週
間
テ
レ
ビ
面
（
番
組
紹
介
含
む
）

↓

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

＊
な
お
、
本
稿
で
は
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
」
面
は
分
析
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
付
録
既
出
の
「
カ
ウ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
の
取
り
決
め
」
に
も
記
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し
た
よ
う
に
、「
総
合
・
政
治
」
や
「
生
活
」
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
投
書
も
分
析
対
象
か
ら
外
し
て
あ
る
。

【
大
分
類
】

○
硬
派
系
（
政
治
・
経
済
系
）…
…
１
面
、
総
合
・
政
治
、
国
際
、
経
済
、
科
学

○
軟
派
系
（
生
活
・
文
化
系
）…
…
教
育
、
生
活
、
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
、
地
域
、
ス
ポ
ー
ツ

○
社
会
系
…
…
社
会

○
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
面
…
…
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

＊
共
同
執
筆
者

田
中
和
子
（
国
学
院
大
学
法
学
部
教
員
）、
諸
橋
泰
樹
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
員
）、
須
藤
典
子
（
栃
木
県
立
の
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
教
諭
）
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